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序章










　──暗い、広間であった。


　ただし、物質的な暗さではない。


　単なる明度を問うのであれば、天てん井じようのシャンデリアは十分な光を投げかけていた。水すい晶しようを透すかした淡あわい光は、柔やわらかそうな絨じゆう毯たんや中央の大きな円えん卓たくを、色いろ鮮あざやかに照らし出している。


　なのに。


　やはり──暗い。


　暗さという概念が、広間の本質イデアを満たしているのだ。壁かべやシャンデリアの各所に施ほどこされたルーン文字。そして、絨毯の裏に描えがかれた魔ま法ほう円がその「暗い」という状態を保持している。


　夜の墓場のような。


　欠けた月のような。


　恐きよう怖ふのような。


　魔法のような。


　そんな、どうしようもない暗さ。ひとりでいれば、やがては精神こころまで侵しん食しよくされてしまいそうな、べったりとした闇やみ。


　──と、


「〈アイン・ソフ・オウル〉、ガレフ・ガーランド、入るぞ」


　闇にふさわしい、陰いん鬱うつな『声』が漏もれた。


　いつのまにか、中央の円卓に、煙けむりのような影かげが凝こごっていたのである。


　霊エーテル体、と魔法使いなら見み抜ぬくだろう。東洋においては陽よう体たいとも尸し解かい仙せんとも呼ばれる──遠えん隔かく地ちの術師が儀ぎ式しきによって投射させた、純じゆん粋すいな霊エーテル体である。


　その密度と投射の確かさから、術師の技量も見て取れる。


　まぎれもなく、今の『声』は一流中の一流であった。


「〈仙竜社シエンロンシエ〉、叡虎ルイフウ、参上した」


「〈山の徒と弟てい〉、アラーニャ・ターリブ、お目にかかります」


　続けてふたつ、老いた『声』と、若やいだ女の『声』があがる。


　これも、厳密には声ではない。


　霊エーテル体を介かいした、意思の波動だ。英語も日本語もフランス語も関係なく、直接的に脳のう裏りへ響ひびく。必要とあれば、微び妙みようなニュアンスや複雑な格言なども再現する。


　次々と、円卓の椅い子すに新たな影が生まれていった。


　彼らは──〈協会〉に属する、魔術結社の首領たちであった。


　世界に現存する魔術結社の、おおよそ七割から八割が〈協会〉に属している。この会議に集まっているのは、その内でも特に有力な──いわば最高意思決定に関かかわれるものたちだけであった。


「……確か、〈アストラル〉とやらについて──で、よかったか？」


　最初の陰鬱な『声』、〈アイン・ソフ・オウル〉のガレフが、そう漏らした。


　よく視みれば、人工精霊エレメンタリイが形作った青年の姿も浮うかんでくる。


　魔法使いというよりは、むしろ、切れ者の青年実業家という印象だ。


　刃は物もののごとき鈍にび色いろの瞳ひとみ。純金を織り上げたようなブロンド。なのに、どこか物もの憂うげな感情が、動作の端はし々ばしに窺うかがわれた。


「私には理解できん。……わざわざこの会議で、極東の一結社を取り上げる意味がどこにある？　時間の浪ろう費ひもいいところだ」


「もはや、単なる一結社とは言えますまい」


　これには、抗こう議ぎの『声』があがった。


　朧おぼろながら、水みず煙草たばこらしいものを口にくわえた──〈仙竜社シエンロンシエ〉と名乗った影であった。


『声』にも、どこか飄ひよう々ひようとしたものがある。


「先日、あの〈ゲーティア〉と提てい携けいを宣言しております。それに、今回は欠席してますが、カツラギ家のご息女も属していますぞ。規模はともかく、立場の重要性は否定しがたいかと」


〈ゲーティア〉と葛かつら城ぎ家。


　どちらも、この会議に出席するだけの歴史と実力を持った結社であった。特に、〈ゲーティア〉は先代が今年の初めに亡なくなるまで、〈協会〉全体への影えい響きよう力を誇ほこっていた。


「それに──も、在ざい籍せきしているはず。ガレフ様ならご存じでは？」


「…………」


　軽い、舌打ちの音。


　どさっとガレフは席に戻もどった。


「続けてくれ」


　肩かたをそびやかし、顎あごをしゃくる。


　新たな『声』が、それに応こたえた。


「書類の限りでは──問題はその代表にあります」


　朧な霊エーテル体の影ではなく──少し離はなれた場所に立った、機械仕じ掛かけの自動人形オートマタだった。


　結社間の公平性を保つため、〈協会〉の会議では、この自動人形オートマタが議事進行を務めることになっていた。


　一礼し、自動人形オートマタの腕うでが動く。


「──まずは、視ていただきましょう」


　すると、広間に異変が起こった。


　円卓の中心に、すうっと新たな人影が映ったのだ。


　まだ幼さの残る、十五、六歳ばかりの少年だった。いかにも無害そうな顔の右半分に、まるで海かい賊ぞくのような黒い眼帯をつけている。その眼帯さえ、この少年の顔にあると、どことなくユーモラスな感じに見えてくるのだった。


「〈アストラル〉代表取とり締しまり役やく社長、イツキ・イバです」


　自動人形オートマタが言った。


「彼に対して、禁忌タブーを犯おかしているという疑いがかかっています」


「禁忌タブー？」


　一いつ拍ぱくおいて、答えがあった。


「──妖精眼グラム・サイトです」


　ざわめきが、円えん卓たくを覆おおった。


　ついで、


「ですが……必ずしも、妖精眼グラム・サイト自体は禁忌タブーではありませんが？」


「魔ま法ほう使つかいならば、誰だれもが望む瞳でもありますからな。あるいは、誰もが忌き避ひする瞳でも。禁忌タブーに近づくことは、確かですが」


　いくつかの『声』が広間を渡わたる。


　困こん惑わくと驚きよう愕がくと──ほんのかすかな羨せん望ぼうが入り混じった『声』だ。それらの感情を、魔法使いならではの知識欲と独どく占せん欲よくが裏打ちしていた。


　おそるおそる、ひとりが訊きく。


「──しかし、イツキ・イバ自身は、なんら魔法を身につけてないのでしょう？」


「確かに」


　これは、自動人形オートマタが肯こう定ていする。


「ですが、魔術を使わなかったということであれば、先代のツカサ・イバも同様です。加えて、あのユーダイクスを魔術決闘フエーデで退けたという以上、単なる魔術の技量だけでははかれないでしょう」


　それが、この会談の焦しよう点てんであるようだった。


　ユーダイクス・トロイデ。


　稀き代たいの錬れん金きん術じゆつ師にして──〈アストラル〉の創設メンバー。


　この世界では、けして軽視できぬ人物だった。


　だからこそ、魔術もろくに使えぬ少年首領がその錬金術師を退けたとあっては、禁忌タブーの疑いをもたれるのも仕方なくはあった。


「担当は？」


「あそこの担当は、以前から影かげ崎ざきが行っています」


「…………」


　全員が沈ちん黙もくした。


　これもまた、それだけの意味を持つ名前だったのだ。


「──魔法使いを罰ばつする魔法使い」


　誰かが、そう呟つぶやいたところで、


「どういたしますか？」


　自動人形オートマタが問いかけた。


「現段階では、〈アストラル〉に禁忌タブーを犯したという証しよう拠こはありません。ですが、どうしてもというのでしたら、一時的に担当を変へん更こうすることは可能です。どなたか、引きうけられる方はいらっしゃいますか？」


　ゆっくりと、文字通りの機械的な『声』が響ひびく。


「…………」


　霊エーテル体の影かげたちは、誰も動こうとしなかった。


　つまるところ──他者を蹴け落おとしたり、禁忌タブーを見破って手て柄がらとするのはいいが、影崎には関かかわりたくないのである。そういう意図が、露ろ骨こつに透すけて見える沈黙だった。


　自動人形オートマタは、ただ静かに周囲を見やり、


「……いないのでしたら、今回はひとまず影崎に続けて……」


「あの、僕ならいかがでしょう？」


　すっと、控ひかえめな『声』があがった。


　円卓の隅すみに、もうひとつ、背の高い影が現れていたのだ。


「……フィン」


　思念の囁ささやきが、広間にこぼれた。


　けして、歓かん迎げいされる響きではなかった。むしろ、件くだんの〈アストラル〉についてより、ずっと嫌けん厭えんする色が強かった。


「結社同士の事情とか、僕なら関係ないですし。問題になってる事象と合わせて考えても、それなりに適任かと思うんですが……」


「必要上、自じ薦せんの理由をうかがっておきます」


　自動人形オートマタが、問いただす。


「いえ、たいしたわけじゃないです。……ええと、単に興味があるだけで。それとまあ、この監かん視し役も〈協会〉でのポイントに足されますよね？」


「理由を認めます」


　広間が、ざわざわと円卓の影たちの『声』で埋うまった。


　しかし、強く反発する『声』もあがらなかった。


「──では、採決をします」


　自動人形オートマタが円卓へ促うながした。


　方法は、挙手ではなかった。投票でもなかった。思念のさざなみが広間を渡り、影たちの意思を伝えた。


　少しして、自動人形オートマタはうなずいた。


「賛成多数で、フィン・クルーダの監視役を認めます」


「ありがとうございます」


　ごく丁てい寧ねいに、フィンらしき影が一礼する。


「では、会議を終しゆう了りようします。皆みな様さま、お気をつけてお帰り下さいませ」


　自動人形オートマタの『声』を最後に、たちまち影たちが消えていった。


　ひとつだけ──〈アイン・ソフ・オウル〉の結社名を名乗った影が残った。


「……取り替え児ごときが」


　憎にく々にくしげに、呟きがこぼれた。


　ふるふると拳こぶしが震ふるえ、円えん卓たくを打つ。霊エーテル体の拳は音をたてず、ただ肌はだの表面に小さな波は紋もんを広げただけであった。


「だが……誰だれだ？　〈アストラル〉への疑いを、わざわざ会議へかけたものは」


　答えはなかった。


　そして──ほどなく、その影も消えたのであった。




第１章　魔法使いと先輩
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　十月も半ばの、半月の夜だった。


　森の中である。


　秋風に梢こずえが揺ゆれて、さやかな音をたてている。


　あるいは足元の灌かん木ぼくが、あるいは頭上の広葉樹が、重層的に葉は擦ずれの音を重ね──時に虫の鳴き声とも入り混じり、ゆるやかに天へと伸のび上がっていく。


　その森の、湿しめった土の上に、ふたりは佇たたずんでいた。


「我は乞うハイル」


　言葉とともに、少女の手から丸い石が落ちた。


　真ん中に丸い穴の穿うがたれた、何の変へん哲てつもない小石であった。


「我は乞うハイル、弱き石の弱きがゆえに、森の吐と息いきを示さんことを」


　形のよい唇くちびるが詠えい唱しようする。


　十六歳の小さな身体からだは、夜の森こそ我が家というように落ち着いていた。箒ほうきを握にぎるしなやかな指も、とんがり帽ぼう子しからこぼれた栗くり色いろの髪かみも、すうっと真っ直すぐに引かれた鼻び梁りようも、一いつ幅ぷくの絵を思わせて美しい。


　何より印象的なのは、眼鏡めがねの下の、瞳ひとみの色であろうか。


　どこまでも深く青い、蒼氷色アイスブルー。


　──穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラー。


〈アストラル〉ケルト魔ま術じゆつ・魔女術ウイツチクラフト課正社員。


「…………」


　その少女の横顔を、隣となりに立つ伊い庭ばいつきは、息をひそめて見つめていた。


　ゆっくりと、少女がもう一言囁ささやく。


「我は乞うハイル。弱き石の弱きがゆえに、森の吐息に敗北し、速すみやかにその流れを示さんことを」


　すると、その言葉に応こたえて、地面へ落ちた小石がぴくりと震えたのだ。


　無論、風で動くほど軽い石とも思えない。なのに、その震えはすぐに大きくなっていき、やがて、ある方向へと転がり出す。


（魔法、か……）


　いつきは、そっと胸の内で呟つぶやいた。


　この数ヶ月で、自分のそれまでの日常を、ことごとく覆くつがえしてしまった奇き跡せき。世界の裏側で確かに実在し、隠いん然ぜんとした力をふるうもの。


　いつきの目には、少女の髪が柔やわらかな光に煌きらめいているように見えた。


　魔法の源となる、呪じゆ力りよくの光。その光が、穂波の指先からワンピースに至るまでを、聖エルモの光のごとく彩いろどっていた。


（う、わあ……）


　漏もれ出そうになった声をこらえる。


　いろいろと、思うことはある。


　ただ、ケルト発はつ祥しようという『岩と森と歌の魔法』を使うとき、この少女は一ひと際きわ綺き麗れいだと、いつきは自然に感じていた。


　……もうひとり。


　あの、誇ほこり高い金きん髪ぱつの魔女と同じように。


「──社長、視みえる？」


　いきなり、その穂波が話しかけてきた。


「え、え、はいっ？」


「もう。ちゃんと視みてて言うたやろ。円石サークルストーンの行き先」


　唇をとがらせ、少し険しい顔で少女が抗こう議ぎする。


「う、うん。えーと、えっと──あ、あっち」


　あわてて眼帯の奥の右目を凝こらして、いつきは指さした。


　地面に走る、光の跡あとである。小石が帯びた呪力は、大地にもその片へん鱗りんを残していた。


「うん。よろしい」


　先生みたいにうなずき、穂波はあっさりと笑え顔がおに翻ひるがえる。


（気分屋だなあ）


　と──半ば以上その笑顔に見とれながら──こっそりいつきはため息をついた。


　最近気がついたのだが、この少女、綿密に計算しているように見えて、結構その場その場の勢いで物事を決めている。


　今日だって、〈アストラル〉の終業時刻ぎりぎりで突とつ然ぜんいつきを捕つかまえ、『今日は触媒カタリストの採集があるから手伝って』と、無理矢理連れ出してきたものである。


　くわえて、


（よりにもよって………………………………………………夜の森だしなあ）


　うううう、と喉のどの奥で泣き言を嚙かみ殺す。


　あれだけ魔法や怪かい物ぶつに遭あいながら、いまだにいつきの怖こわがりは克こく服ふくされていなかったのだ。実体験が加わった分、むしろ強化されかねない勢いである。


「…………っっっ」


　唾つばを飲み込む。


　葉擦れの音は死し霊りようのざわめきに聞こえるし、湿った土はいつでもごそっとすっぽ抜ぬけそうに頼たよりない。心臓はばくばく鳴りっぱなしで、両足はずぶずぶと沼ぬまの上でも進むみたいにぎこちなかった。


　それでも、おそるおそる光の跡を追ううちに──


　すっと、柔らかな手が、いつきのそれを握にぎった。


「え……穂波？」


「ど、どうせ怖いんやろ。手ぐらい貸したげる」


　そっぽを向いて、少女が言った。つっけんどんで、ひどくぶっきらぼうな口調である。


　ただ、手のひらの温かさは、確かに恐きよう怖ふを和やわらげてくれた。


「ご……ごめん」


　謝って、いつきは少女へ寄り添そった。


　どっ、どっ、とついさっきとは別の意味で、胸が高鳴った。


「…………」


「…………」


　どちらもしばらくは口をきかず、降り積もった落ち葉を踏ふみしめていく。さきほどまで異い形ぎようの国だった夜の森は、急に普ふ通つうの世界に戻もどったようだった。風の音も、暗く不気味な風景も、意識から遠かった。


　つながった手だけが、熱い。


　互たがいの歩ほ幅はばを合わせ、互いの吐と息いきを聞くようにして、もどかしく足を動かす。不自然にこわばった指が、自分のものではないようだった。


「…………」


　ぼそっと、穂波が何かを呟つぶやいた。


「え、何？」


　振ふり向いた少年の隣となりで、穂波は挙動不ふ審しんに肩かたをすぼめていた。


　唇くちびるをへの字にして、つなげてない方の指をもじもじと絡からませている。魔ま術じゆつの印を組んでるように見えなくもないが、呪じゆ力りよくの片鱗も集つどっていなかった。


「そ、そやから！」


　首を横に振って、穂波が──いつきは気がつかなかったけれど──真っ赤な顔をうつむける。


「そやから右目……どないなん？」


「え、右目？」


　眼帯に触ふれ、いつきが瞬まばたきした。


「あ、ああ右目。うん。全然大だい丈じよう夫ぶ」


「ほんまに？」


　問いただす穂波に、いつきは淡あわく笑って、眼帯を指さした。


「ええと、うん。時々痛むぐらい。穂波の薬も毎週塗ぬってるし、あれからは……使ってないから」


　ためらった、とも言える。


　眼帯の奥の、右目のことだ。


　あの錬金術師ユーダイクスとの戦いからも、〈アストラル〉へいくつかの依い頼らいがあった。以前ならば、確実に頼っていた状じよう況きようも、その中には存在したのだ。


　だけど。


　いつきは、使えなかった。


　眼帯には何度か触れながら、もぎとることができなかった。結果的に見れば、使わずにすむ状況だったともいえる。それでも、いつきの頭からは、単に自分が思い切れなかっただけではないかと、そういう考えが離はなれなかった。


　単に、自分の右目が怖かっただけではないかと。


　そんな少年を、穂波が少し険しい顔でたしなめた。


「使わんでええ。前も言うたやろ。強ければ強いほど、魔法は大きな対価を要求するんや。──やから、自分の命が危ないっていうとき以外は、絶対外したらあかん」


「う、うん」


　咄とつ嗟さにうなずいてから、ふと気がつく。


（……心配、してくれたのかな？）


　意外な理由を思い浮うかべ、歩を進めたときだった。


「あ」


　穂波が、明るい声をあげたのだ。


「へ？」


「あれや」


「あれ？」


　真っ直すぐに伸のびた穂波の指を、いつきの目が追った。


　かすかに、右目が疼うずいた。


　その延長上──豊かに茂しげった樫かしの木の枝半ばに、まったく別個の青々とした植物が生えていたのだ。


　ヤドリギであった。


「んふふふふ。やっぱりやっぱり！　日本に来てから、ずーっとこの森で儀ぎ式しき魔術をしてたんやから。そろそろどっかに生えてると思ってたんや」


　穂波が嬉うれしそうに両手を叩たたく。ついで、「やっとヤドリギ代節約できるー」と口走ってしまうあたり、心底から経理魂だましいがしみついているっぽい。


（……ぼ、僕のせいもあるのかな。まだ黒字にならないし……）


　密ひそかに落ちこんだ隣で、穂波が腰こしのポシェットから、ごく小さな鎌かまを取り出す。


「静かにしててや」


　人差し指を唇へ添そえ、背伸びした。


　すうっと、黄おう金ごんの鎌がヤドリギと枝の接点へと差し込まれる。


「乞い願うハイル」


　歌い聞かせるように、そう唇が動いた。


「青い天にも緑の地にも属さぬもの。ゆえにいかなる神の庇ひ護ごをも離れたもの。我は汚けがれなき黄金の刃やいばもて、汝なんじの訪おとずれを祝さん。されば、疾とく我が下もとに来たれ」


　すうっと、鎌が斜ななめに動く。


　刃が触れてないのに、ヤドリギは剝はがれるように枝を離れた。重力に従って落ち、あらかじめ穂波が広げていた白い布に、ふぁさりとつかまえられる。


　あたかもそれは、ヤドリギ自身が、自らの居場所を選んだようであった。


「よろしゅうな」


　穂波が目を細め、ヤドリギに話しかける。


　その嬉しそうな顔が見れただけで、ついてきた甲か斐いがあったと、いつきは微び笑しようした。


「そういえば、穂波の魔法は、よくヤドリギを使ってるよね？」


「ずーっと古代から、ドルイドにとってヤドリギは一番の霊れい草そうやもん。魔女術ウイツチクラフトでも同じ。呪力との相あい性しようがええから、たいていの術式に応用できるし」


「ええと、術者の能力と、触媒カタリストとの相性が、最終的な魔法の強度に反映するんだっけ？」


　一応、穂波の授業でそんなことを習った気もする。


〈アストラル〉の社長に就任させられて以来、ずっと続いている個人授業は、最近になってようやく一定の成果を見せてはいた。まあ、習った時間と量に比べれば、実に微び々びたる成果ではあるのだが。


「そうそう。もちろん、その際に、術式自体との相性や、環かん境きようからの干かん渉しよう、現実の抵てい抗こうは考えなあかんけどね」


　喜々として、穂波が注ちゆう釈しやくをくわえる。


「でも、ほんまひさしぶり。自分で採集できたんは」


　ヤドリギの匂においを楽しむように、穂波が布に顔を近づける。すんすんと小鼻が動くのが、なんだか可愛かわいらしい。


　その顔がつっとあがった。


「社長、目、貸して」


「えっ？」


「いいから」


　きょとんとしたいつきのネクタイを摑つかまえ、強ごう引いんに引っ張り込む。


　必然、少女の胸むな元もとあたりに下がったいつきの顔へ、穂波が手元のヤドリギを押しつけたのである。


「我は乞うハイル。霊樹の生命と月の加護をもって、かのものの肉と魂たましいを癒いやせ」


　右目に──すうっと冷たい感覚が流れ込んだ。


　心ここ地ちよい、ヤドリギの匂い。


「あ……」


「うん。今週の治ち療りよう終わり」


　笑って、穂波がぽんとネクタイを放す。


　ばねみたいに起きあがったいつきが、左目を面おも白しろいぐらい丸くした。


「ひょっとして……穂波、このために僕を連れてきたの？」


「そやったら悪い？」


　少女がむくれた風に頰ほおをふくらませる。


「いつもの軟なん膏こうにしたやつもええけど、時々は、野生のヤドリギを使ったほうが、治療の効果があがるもん。なんか悪かった？」


「わ、悪くない！　全然悪くない！……ありがとう」


　いつきの礼に、穂波は満足そうに相好を崩くずした。


「さ、続きをするからかがんで。もうちょい細かい術式もつくっとくから」


「あ、う、うん」


　言われるままに膝ひざを曲げて、いつきは瞼まぶたを閉じた。


　ヤドリギと少女の指が、頰やこめかみや額に触ふれていく。くすぐったい感かん触しよくと恥はずかしさに身をよじりながら、穂波の呪じゆ力りよくを受け止める。
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　眼帯に触れたときだけ、その指が震ふるえた。


「…………」


　いつきは沈ちん黙もくする。


（……やっぱり）


　これだけ近い距きよ離りにいながら、互たがいに黙だまっていることがあった。


　黙っていても、伝わってしまうことがあった。


　──つまり。


　この右目は、どうなるのかと。


　妖精眼グラム・サイト。


　そう呼ばれる眼めだと、すでにいつきは知っている。少年の使える唯ゆい一いつの魔ま法ほうであり、あらゆる魔法の源たる呪力を見み極きわめ──時には呪力そのものを操あやつる力。


　そして、ほかのあらゆる魔法と同じように、その強さと同等の対価を要求する瞳ひとみ。


（あの声……）


　妖精眼グラム・サイトを露あらわにするとき、いつも、いつきは自分の内側に誰だれかの声を聞く。


　見ろという声。


　視みろという声。


　観みろという声。


　その声が、自分を反転させ、猛たけらせる。


　あるいは、霊エーテル体までも麻ま痺ひさせ、地じ獄ごくの苦痛へと引きずり込む。


　ならば、その最後は──？


　声に飲まれた結末には、自分はどうなってしまうのか。


（……ラピスは）


　以前出会った、ホムンクルスの少女は言った。


　歴史上、妖精眼グラム・サイトの持ち主は複数いた。希少な体質ではあっても、いつきが初めてではないと。


　だったら、彼らはどうなってしまったのだろう？


「大だい丈じよう夫ぶや」


　察したのか、穂波がそう言った。


「今……先代の源書（オリジナル・グリモア）を解かい析せきしてるから……きっと……もうすぐ読めるから……」


　申し訳なさそうに、穂波が唇くちびるを嚙かむ。


　それは、答えではない。それでも、穂波の精せい一いつ杯ぱいの返事であった。


「うん。分かってる」


「──ねえ、社長」


　と、少女は続けて言った。


　ひどく真しん剣けんな声だった。


「ほんまに……社長続けるん？　続けていいん？」


「…………」


　それは、いつき自身、ずっと自分に問いかけてきた事こと柄がらだった。


〈アストラル〉──いつきの父・伊庭司つかさが残した魔法使いの結社。


　その社長を続ける以上、この瞳にも向き合わねばならない。それはいつか、自分を滅ほろぼすかもしれない。


「だけど……」


　心地よいハーブの香かおりの中、いつきは思う。


　これまでに関かかわってきた人々。関わってしまった人々。


　穂波や、みかん、黒くろ羽は、猫ねこ屋や敷しき──アディリシア。そして、あのときユーダイクスに告げた言葉。


『父さんのような社長にはなれません』


『だけど、僕は僕になります』


　いまさら退ひけるはずもない。決意も覚かく悟ごも、すでにあのときにすませてある。


　たとえそれが、一いつ瞬しゆんだけの、刹せつ那な的な衝しよう動どうだとしても。


「……僕が……そうしていたいって……言ったんだから」


　ハーブの香りのせいか、小さくあくびしながら、いつきは淡あわく笑った。


「…………！」


　穂波は絶句し──なぜだか頰ほおを上気させて、無言でヤドリギを操った。


　今の少年の笑えみが、なかなか瞼から離はなれなかったのだ。


　しばし、時間があった。


「ん、終わり」


　無理矢理にうなずき、穂波が背筋を伸のばす。ついで少年を立たせようと手を差し出した。


　が、少年はぴくりとも動かなかった。


　その前で──しゃがみこんだまま、いつきは規則正しい寝ね息いきをたてていた。


「………………あ」


　たちまち、穂波の肩かたから力が抜ぬけた。


　そして、


「……馬ば鹿か」


　消え入りそうな声で、少女の唇は呟つぶやいたのだった。





　　　　２




〈魔法使い派は遣けん会社・アストラル


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　翌日、そんな字句の刻まれた銅板が、午後の陽ひ差ざしに揺ゆれていた。


　錆さびて久しい様子だったが、最近になって磨みがかれた跡あともあった。さる夏の夜、背後の洋館が半はん壊かいしたのだが、その修理のついでにこの銅板にも手がいれられたのである。結果、いまだ経営状態は思わしくないものの、少なくとも看板ばかりは輝かがやきを取り戻もどしたわけだった。


　そんな〈アストラル〉事務所内のデスク上空を、ふわふわ陶とう器きのティーポットとティーカップが漂ただよっている。


　その隣となりで、ひとりの少女が、これまた所在なげに浮ふ遊ゆうしていたのだ。


　腰こしまで流れるストレートの黒くろ髪かみと、同じ色のくりくりした瞳ひとみ。ほっそりとした十五、六歳の身体からだに、赤いバレッタと青いシャツがよく似合う。


　そして、それらの姿がすべて、半はん透とう明めいにすけていた。


〈アストラル〉社員見習い──黒くろ羽はまなみだった。


　きょろきょろと大きな瞳を動かして、少女が首を傾かしげた。


「あ、あれ？　猫屋敷さん、どこですか……っ？」


「……ここですよ～……」


　声は、そばのソファから弱々しくあがった。


　古ぼけた黒いソファの上に、こんもりと白い毛布が積もっている。その毛布を押しのけるようにして、細い手と──四匹ひきの猫ねこが次々に飛び出したのである。


「……にあ」


「にゃあ」


「うなあ」


「にぃ～あ」


　黒、白、ぶち、三毛──それぞれの猫たちが、鳴き声をひしりあげる。


「ううううう、猫は天国、この世は地じ獄ごく。願わくば、このまま毛皮に包まれて締しめ切りのない国へ行きたい……。猫大明みよう神じんさま、猫大王さま、その温かく柔やわらかく崇すう高こうな肉球でどうぞ私を迎むかえ入れて下さい……」


　ついで、げっそりとこけた頰を見せ、毛布の下の猫ねこ屋や敷しき蓮れんが手を痙けい攣れんさせた。末まつ期ごの痙攣さえかくやと思われる激しさである。


「し、死なないでください！　今、ハーブティー淹いれましたから！」


　あわてて黒羽がティーポットとともに急行する。


「死なせて～！　もう嫌いやです～。もう白紙の原げん稿こうなんて見たくない～！　増刊号なんて大大大大嫌きらいだ～～～～～！！！！！」


　じたばたと暴れる猫屋敷の身体から、大量の原稿用紙が舞まう。


　紙かみ吹雪ふぶきさながらの鮮あざやかさだったが、これは騒霊現象ポルターガイストを使って、散乱する前に黒羽がかき集めた。


　その枚数──ざっと五百枚ほど。


　さすがに息を飲む分厚さである。


　猫屋敷がライターを務めているオカルト雑誌が突とつ如じよ増刊することになり、この一週間ほど不ふ眠みん不ふ休きゆうで書き続けたものだった。かろうじて食事だけはとっているものの、ほかはほとんどゾンビ状態である。


　あまりの過か酷こくな修しゆ羅ら場ばにほかの人間は近づけず、〈アストラル〉の中で猫屋敷の周囲だけが隔かく離り状態となっていた。それはもう、みかんの〈禊みそぎ〉も真っ青な、完かん璧ぺきにして無欠な万ばん能のう結界だ。


　で──唯ゆい一いつ、その猫屋敷に近づけるのが、この黒羽なのだった。


「……あの、渋しぶくなかったですか？」


　ようやく猫屋敷が落ち着き、一口含ふくんだところで、黒羽は訊きいた。


「ううう、美味おいしいです。ありがとうございます」


　まるで天上の飲み物みたいにティーカップを握にぎりしめ、猫屋敷が落らく涙るいする。ほろほろと涙なみだの流れる目の下には、ばっちりくまができていた。


「さすがに、今回ばかりは死のうかと思いました。……いややっぱり死のう！明日までにもう五十ページ書くなんて信じられない！」


「ま、待って下さい！　そんな早まっちゃ駄だ目めです！」


　万年筆で喉のどを突つこうとするのを必死で引き止めるが、つい実体がないのを忘れたのか、すかすかと手が突き抜ける。


「「「「にゃあにゃあにゃあ！」」」」


　四匹の猫たちも、焦あせり顔で猫屋敷の羽織の袖そでを引っ張り、自殺を食い止めんとする。


　そのときだった。


　玄げん関かんの、鐘かねが鳴ったのだ。


「おやお客ですね」


　コンマ数秒で、猫屋敷の自殺が停止。余勢で猫たちがすっころげる。あまりの豹ひよう変へんぶりに黒羽まで──幽ゆう霊れいのくせに──バランスを失って転てん倒とうした。


「ね、猫屋敷さん！」


「いえ、だって私が死にたくても、お客を待たせちゃいけませんし」


　あははと笑って、後ろ手に扇せん子すを広げた。


　こういう青年である。


　ひょっとして自分をからかいたかっただけではないかと、密ひそかに黒羽は思い悩なやんだ。〈アストラル〉に勤めてから数ヶ月になるが、いまだこの青年だけはよく分からない。


　陰おん陽みよう師じ、ということは知っている。


　実力も高く、人脈も異様に幅はば広ひろい。それも、単に魔ま法ほう使つかいの世界だけではなく、出版や報道など、さまざまな業界に顔が利きく。


　そして、唯一、先代の社長を深く知るものでもあった。


　時々、いつきがそれとなく訊いたりするが、猫屋敷がその質問に答えることはなかった。ただ銀ぎん髪ぱつに目を隠かくし、曖あい昧まいに笑うだけだ。そんなとき、いつも陽気なこの青年が、どこか遠い場所にいるように黒羽は感じるのであった。


「む？」


　玄関で、その猫屋敷の眉まゆがひそまった。


　嫌なものを見たという、そんなひそまりかただった。


「……にあ」


「うなあ！」


　黒羽の足元で、玄げん武ぶと青せい龍りゆうもそれぞれの毛を逆立てる。


　分厚い扉とびらの向こうに、天敵が待ちかまえていると言わんばかりだ。


　……キイ


　向こうから、扉が開いた。


　事務所の外には、おびただしい落ち葉が舞っていた。秋を象しよう徴ちようする、穏おだやかで哀かなしい土の色。その色を踏ふみしめて、平へい凡ぼんたる人ひと影かげがたたずんでいた。


　黒羽も知っている──だが、どうしても記き憶おくから滑すべり落ちてしまう──あらゆる特徴に欠けた男だった。


　二十半ばから四十前半まで、いずれともとれる風ふう貌ぼう。中肉中背の身体からだに、何の変へん哲てつもない背広。鼻の高さから唇くちびるの厚み、眉の長さ、瞳ひとみの深さに至るまで、この男らしさというものが、何ひとつ見あたらない。


　平凡すぎるがゆえに、悪魔にも似た異貌。


「ご無ぶ沙さ汰たしております」


　胸に手をあて、静かに男は背をかがめた。


　くしゃりと、哀しそうに落ち葉が鳴った。


　──魔法使いを裁く魔法使い。


〈協会〉の、影崎がそこに立っていた。








　繁はん華か街がいから少し外れた、閑かん静せいな並木道だった。


　煉れん瓦がを積んだ路地の両側に、紅葉したケヤキが整然と並んでいる。布ふ留る部べ市でも古くからある通りで、休日となれば大勢の住民で賑にぎわう遊歩道である。


「……というわけで、今日はイツキのおごりでいいのかしら？」


　そんな街路に、精せい一いつ杯ぱい抑おさえた笑い声が楽しそうに響ひびいた。


　学生の四人組だ。


　ただし、くるりと回って同級生に微笑ほほえむ少女は、明らかに普ふ通つうと違ちがっていた。


　制服こそほかと同じものの、どう見ても日本人ではない。


　真実、黄おう金ごんとしか思えない、あでやかな縦ロール。白磁のごとき滑なめらかな肌はだ。唇は薔ば薇らよりも赤く、碧へき眼がんには万ばん人にんを惹ひきつけずにおかぬ魔力が宿っている。


　銀幕の名優でさえ、こうはいくまい。


　また、欧おう州しゆうを代表する魔女のひとりだと、そう見み抜ぬけるものもいないだろう。


　アディリシア・レン・メイザース。


〈ゲーティア〉の首領にして、いまや〈アストラル〉の大株主のひとりでもある。


「…………」


　その前で、いつきはテスト用紙を握にぎって、絶望にうちひしがれていた。


　先週の中間考査が、ついに返へん却きやくされたのだった。


　鮮あざやかに赤点を割り込んだ数字が、その用紙たちに堂々と躍おどっている。かろうじて免まぬかれたものも、ほとんどがスレスレだ。もともと、いつきの点数は中の下といったところなのだが、〈アストラル〉の経営を受け継ついでから大おお幅はばに低下していた。


「……で、でもアディリシアさんは留学生用の特別問題でしょ？」


　細々と反はん抗こうしてみる。


　しかし、


「あら。今回の中間考査から、私も日本語で受けてますけど？」


　たった一言で、反はん撃げきされた。


「ふえっ?!」


「日本語の問題にも慣れましたもの。古文はちょっと苦手ですけれど、それ以外ならどうとでもなりますわ。その古文も、今みかんに教わってますし」


「み、みかんちゃんに?!」


「こと古文に関しては、みかんはもう大学教授レベルやからね。アディの先生にはもってこいやろ」


　こちらは穂波である。


　鞄かばんを後ろ手に持ち、いつきの隣となりを歩いている。アディリシアにも劣おとらぬ美び貌ぼうは、淡あわく微び笑しようを含ふくみつつ、秋のそよ風を受けていた。


「ずいぶんと余よ裕ゆうですわね、ホナミ。今回は初めての日本語試験でしたから後おくれを取りましたけれど、次はそうはいきませんわよ」


「楽しみにしてるわ」


　ふたりして、軽く睨にらみ合う。


　このふたりまで来ると、学校の中間考査程度ではほとんど差が出なかったのだ。かろうじて数点、アディリシアが古文で落としたきりで、学年一位と二位のワンツーフィニッシュである。


「でも」


　と、穂波の視線が流れた。


「アディに負けるんはともかく、赤点を出すんはどないなんかな？」


　横目に、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイがいつきの胸を突つき刺さす。


「ぐ……」


　あまりの鋭するどさに息苦しくなって、いつきは逆方向へ顔をそむけた。


「や、山やま田だは……」


　最後の救いを求めて、隣のクラスメイトへ手を伸のばす。


　物理部員にして、碁ご盤ばんみたいな顔をした、小学校からの幼なじみである。いつきの『ドラえもんで気絶した男』という称しよう号ごうを言いふらした天敵でもあるが、こうなってはほかに頼たよるものがない。


「ん？　俺は断然穂波さんとアディリシアさんの味方だぞ。点数もほれ、この通り」


　ばん、とテスト用紙が印いん籠ろうのごとく突きつけられる。


　平均点よりは下だが、わずかにいつきを上回る数字がそこには連なっていた。本当にギリギリのところで、赤点だけを免れている。


　そういえば、こいつはそういう要領で生きている生物だった。


　というか、この四人で点数が低かったやつがおごりとかいう話になったのも、もともとはこいつが発ほつ端たんである。


「う、裏切りもの～」


　悲痛な声もどこ吹ふく風だ。


　にやにやと碁盤顔が唇くちびるをつりあげ、勝利宣言をぶちあげる。


「んじゃま、いつきのおごりで。場所はいつもの店でいいな？　うけけけけ、今日は全メニュー制せい覇はしてやるぜ」


「あ、ごめんなさい。あたしはパスにしといて。今日は防災訓練でみかんちゃんを迎むかえに行く予定やから」


　手をあげて、穂波が告げた。


「え。穂波さん来ないの？」


　途と端たん、山田がみるみる無念にしぼむ。


　なんとも分かりやすい男である。間違えても好感は持てないが。


「うん。でも、いつきには後でおごってもらうから、あたしが食べる分のお金は残しといてやってね」


「や、やっぱりおごるわけ？」


「当然やろ」


　おそるおそる訊きいたいつきに念を押してから──一いつ瞬しゆん、穂波の表情に影かげが差した。


「…………え？」


「穂波？　どうかしましたの？」


　アディリシアが眉まゆをひそめた。


「あ、ううん。なんでもあらへん。ちょっとぼうっとしただけ」


　首を横に振ふる。


「じゃあ、行ってくるから」


　朗ほがらかに笑い、とっ、と軽く少女の足が地面を蹴けった。
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「……影崎」


　特とく徴ちようなき男を前に、猫屋敷も言葉を飲み込んだ。


　逡しゆん巡じゆんしたのである。この青年陰おん陽みよう師じにしても、影崎は荷の重い相手だった。背後に〈協会〉が控ひかえているからというだけではなく、その存在自体が魔ま法ほう使つかいを圧あつ迫ぱくする。


　落ち葉にまみれた玄げん関かんも、この男が立つだけで色が失われるようだった。


　乾かわいていない絵の具に水を落とすようなものだ。極度の個性の無さは、その不自然さゆえに周囲からも現実味を奪うばってしまう。


「そう構えないでいただけるとありがたいですね。別段、敵対する間あいだ柄がらというわけでもないでしょう？」


　影崎は、ひどく薄うすっぺらく笑う。


「仲良くできる立場でもないでしょう」


　猫屋敷が答えた。


　互たがいにあるのは、敵意ではない。


　単に、それぞれの立場を確かく認にんするという、そういう作業である。魔法使いの世界に属するものとして、魔法という『力』を持つものとして、欠かせざる行こう為い。


　拳けん銃じゆうをつきつけたまま、にこやかに話すようなやり方。


「では、ご用件を……」


　と、猫屋敷が切り出したとき、


「あ、影崎さんも紅茶飲みますか？」


　黒羽が、後ろから声をかけたのである。


「…………っ」


　その穏おだやかさに、ふたりの緊きん張ちようが揺ゆらいだ。


　わずかに間をおいて、


「……おかまいなく」


　丁てい寧ねいに、影崎が手を振った。


「でも、お客様に立ったまま話してもらうわけにもいきませんし。せめて、入ってくださいませんか？」


「いえ、それも遠えん慮りよしておきます」


　すげなく断っているようで、影崎の態度にはかすかな変調があった。


　あるいは──困こん惑わくしているようにさえ見える。


「…………」


　猫屋敷は、その様子を瞬まばたきして、見つめていた。


　これが、黒羽の特質でもあった。


　単なる無知とも、天てん真しん爛らん漫まんとも違ちがう。


　ひどく自然に、当然に、相手の懐ふところへと入り込むのだ。


　すでに、影崎が〈アストラル〉に対して因いん縁ねんを持つ相手であると、その程度のことは理解しているであろうに、まったく躊ちゆう躇ちよする様子がない。


　そのためか、影崎の方も、この幽ゆう霊れい少女にだけはどこかしら対応が柔やわらかかった。


「手短に、用件だけ話しましょう。通告は、〈協会〉の規定ですからね」


　影崎が小さく咳せき払ばらいした。


　この男に、いまだそんな仕し種ぐさが残っていたことにも、猫屋敷は密ひそかに驚きよう愕がくした。


「なにか〈アストラル〉に問題でも？」


　質問を、影崎は首を振って否定した。


「どちらかといえば、私個人の問題ですよ。──私、しばらくの間、〈アストラル〉の担当を外れることになりました。その間、新しい担当が派は遣けんされます」


「なっ……」


　思わず、猫屋敷は息を止めた。


　単純に、喜べることとは思えなかった。影崎の仕事は、そう簡単に停止できるようなものではない。〈アストラル〉の性質からしても、理由もなく担当が変へん更こうされることは考えにくかった。


「どういうことですか？」


　低く、問う。


　すると、影崎は、あっけなく手札をさらした。


　魔法使いにとっては、死に値あたいする手札であった。


「〈アストラル〉社長──伊い庭ばいつきに、禁忌タブーを犯おかした疑いがかかっています」








「とほほほほ……」


　ごそっと軽量化された財さい布ふを抱かかえ、いつきは涙なみだ目めでジャングルジムにもたれかかった。


　意外と冷たい。学生服の背中越ごしでも、金属の感かん触しよくが伝わってくる。いつきよりひとまわり大きい程度のジャングルジムなのだが、長年の風雨によって、すっかり塗と装そうが剝はげ落ちてしまっていた。


　近くの、小さな公園である。


　幼よう稚ち園えんの頃ころから、しょっちゅういつきが逃にげ込んでいた場所だった。学区のエアポケットのような場所で、いつ来てもほとんど人通りがない。今日も、いつきとアディリシアのほかは、人ひと影かげひとつ落ちていなかった。


　山田はバイトがあるということで、ラーメン屋を出た後に別れている。いつきはそのまま〈アストラル〉事務所へ行くつもりだったのだが、アディリシアの希望でこの公園に立ち寄ったものであった。


「もう。いつまで泣き言こぼしてますの？」


　と、そのアディリシアが腰こしに手をあてて、唇くちびるをとがらせた。


「淑女レデイにおごったのですから、少しは嬉うれしそうな顔をなさい。この世で最も有効なお金の使い方でしょう？」


　すんと、可愛かわいく鼻を鳴らす。


　赤い夕日の色が、金きん髪ぱつをあでやかに彩いろどっていた。そうすると、華か麗れいな金細工は、新たな美を発はつ掘くつされたかのように煌きらめくのであった。


「それに……結構、美味おいしかったですわよ、あのらあめん」


「アディリシアさんも、ああいうの食べられるとは思わなかったけどね」


　さきほどの騒そう動どうを思い出して、いつきは苦く笑しようした。


　馴な染じみのラーメン屋にアディリシアが入店した瞬しゆん間かんときたら、それは凄すさまじいものだったのだ。麵めんをすすっていた客は硬こう直ちよくし、店主は中ちゆう華か鍋なべをひっくり返す。注文を運んでいたバイトたちも、ことごとくお盆ぼんを取り落とすという地じ獄ごく絵え図ずである。


　正気を取り戻もどした後、店主はひたすら謝りながらラーメンを出してくれたが──あんな大盛りのラーメンは、おそらくこれからの生しよう涯がいで見ることがあるまい（そのままタダにしてくれればよかったのに）。


「あら。料理に貴き賤せんは関係ないですわ」


　真顔で、アディリシアが反論する。


「それに、食事が美味しいかどうかは、味よりも一いつ緒しよに食べた人が決めるんです。当たり前でしょう？」


「あ、う、うん」


　うなずくと、少女は極ごく上じようの笑えみをつくった。


　それから、ゆっくりと小さな公園を見回す。


「ここでしたわね。最初にイツキと会ったのは」


「そうだったっけ？」


「そうですわよ。私は、ちょうどイギリスから来たばかりで、〈アストラル〉の社長を探さがしていたんですから」


「あ……」


　思い返して、いつきが青くなる。


　記き憶おくだけでも、十分衝しよう撃げき的なエピソードだったのだ。


「そっか。アディリシアさんに魔ま神じんで脅おどされたときの……」


「だ、だって、イツキが私のことを〈アストラル〉の社員とか言い出すんですもの！」


　あのときは、死ぬかと思った。


〈アストラル〉と〈ゲーティア〉の対立でアディリシアと戦うはめになり──そこへ、さらに穂波までもがやってきたのである。


　いつきの見た、初めての魔法使い同士の戦いがあれだった。アディリシアは七十二の魔神を、穂波はヤドリギの矢を使って、対たい峙じした。


　その翌日、ふたりは転校生として、いつきのクラスにやってきたのだ。


「……まるで、夢みたいですわね」


　歌うように、アディリシアは言う。


　瞼まぶたは、伏ふせられていた。


「この私が、ただの学校に入って、普ふ通つうの試験を受けて、らあめんをお店で食べて。どれもこれも、私の知らない世界ばっかり」


　静かに囁ささやく。


　赤い公園に、その声が水すい晶しようの鈴すずのごとく響ひびいた。黄金きんの睫毛まつげが、夕日の光を含ふくんで震ふるえた。


　そして、くるりと振ふり返った。


「だから、イツキ、ありがとう」


　ひどく素す直なおに、アディリシアは笑ったのだ。


「あ……」


　だから、いつきは絶句した。


　その笑顔の、あまりの純じゆん粋すいさに、胸を打たれたのだ。


「ぼ、僕が……お礼を言われることじゃ、ないと思う」


「あら。イツキがいないと、私はここにいませんわよ」


　アディリシアが、少し怒おこった風に言う。


「それと、そろそろ『アディリシアさん』は止やめてくださいません？」


「へ？」


「だって……ホナミは穂波って呼んでるし、クロハだってさんづけじゃないでしょう？　私だけ仲間はずれにされてる理由がありませんわ！」


　きょとんとしたいつきに、ごく真しん剣けんにアディリシアが迫せまる。その態度と夕日で隠かくされてはいたが、白い頰ほおが面おも白しろいほどに赤く火ほ照てっていた。


　ともすると、吐と息いきがかかりそうな距きよ離りで、どちらともなくふたりの顔が静止した。


「あ……」


「え……」


　呼吸が止まった。


　互たがいの目が大きく見開かれ、何もかもが隔かく絶ぜつする。自分たちのいる場所も、時間も、意識の外へと飛び去った。


　ひたすらに遠く──鐘かねの音。
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「あ、あの……」


「え、ええと……」


　どちらも言葉を失ったまま、ただただ固まっていた。


　そのときだった。





「す、すみませ～ん！　誰だれかいたら、助けてくださ～～～～～い！」





　突とつ然ぜん、ひどく情けない声が、公園にこだましたのである。


「えっ？」


　いつきとアディリシアが、ほぼ同時に振り返る。


　公園の隅すみの、楡にれの木であった。


　その半ばの、見事に黄葉した枝に、背の高いスーツ姿の若者がぶらさがっていたのである。


　アディリシアと同じく、日本人ではなかった。


　枯かれ草色で癖くせっ毛の髪、子供っぽい鳶とび色いろの瞳ひとみ、かなり整った造作なのになぜかそれを感じさせない若者だった。


　年は十七か、八といったところであろうか。


「あ、あの！　すいません！　ごめんなさい！　この子を捕つかまえたら僕も降りられなくなっちゃいまして！」


「……にゃあお」


　必死に訴うつたえる若者の手の中で、子こ猫ねこらしい影かげが鳴いていた。


　丸い目をますます丸くして、きょとんと首を傾かしげている。状じよう況きようが分かっているのかいないのか、手の中からくりくりと可愛かわいらしく首を伸のばす。


「だ、駄だ目め！　それ以上、首を伸ばしちゃ駄目！」


　若者が悲鳴をあげる。


　が、遅おそかった。


　バランスを失い、もとよりしなっていた枝がぐんと曲がる。


　必然、若者もしがみついていられなくなり──逆さまになって腕うでが離はなれ──枝を挟はさんだ足ががくがくと小刻みに震えだし──


「す、すいません！　受け止めてください！」


　寸前。


　ぽん、と子猫を投げた。


「あ、わあああっ！」


　かろうじて、その子猫だけをいつきがキャッチ。


　同時に、派手な音をたてて、楡の木の下に大きな土つち煙けむりがあがった。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか?!」


　あわてて駆かけ寄ったいつきの前で、手があがった。


「ど、どうも」


　頭を搔かきながら、よろよろと立ち上がった若者が茫ぼう洋ようと笑ったのである。


　と──いつきの手から子猫が飛び出し、ぱたぱたと走っていった。


「あっ」


「あはは、良かった」


　子猫が消えた方向を見て、若者が唇くちびるをほころばせる。


　それから、ぺこりと腰こしをかがめた。


「や、どうもありがとうございました。このまま一生降りられないんじゃないかと真剣に悩なやみましたよ」


「いや、そんな大げさな」


　あわてて、いつきが両手を振ふる。


「…………」


　アディリシアは、そんなふたりをなんとなく不満げに見つめていた。


「終わったのでしたら、もういいんじゃないですこと？」


「ああ、そうですね。どうもご迷めい惑わくおかけしました」


　怒おこるでもなく、ぺこぺこと頭を下げて、


「あれ？」


　ふと、若者の眉まゆが寄った。


「その制服、──高校ですか？」


「え、ええ」


　いつきがうなずく。


　ふたりの通う、公立高校の名前だった。さほど有名な高校ではないし、まして外国人が知るような制服とも思えなかった。


「それに、その眼帯……ひょっとして……〈アストラル〉の伊庭いつき社長？」


「そ、そうですけど……」


　いきなり社名と名前を呼ばれ、いつきが狼ろう狽ばいする。


　そして、もうひとつ、舞ぶ台たいに異変が生じたのだ。


「お兄ちゃん社長～！」


　公園の入り口から、赤いランドセルを背負って、幼い女の子が駆けてきたのである。


　後ろには、防災訓練で迎むかえにいった穂波もついていた。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイの少女は、仕方なさそうにランドセルのみかんを見つめていたが、


「え……」


　いつきの隣となりへ視線を移すと、ぴたりとその足が止まった。


「やあ、ひさしぶり。ホナミ」


　屈くつ託たくなく、若者が挨あい拶さつする。


　その声が届いたかどうか。


「……フィン……」


　穂波の手から、ばさりと学生鞄かばんが落ちた。
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　奇き怪かいな人ひと影かげが、夕暮れの山を下っていた。


　ろくにならされてもいない、細い獣けもの道みちである。


　傾けい斜しやは二十度を大きく超こえ、あばたのごとき陥かん没ぼつを剝むき出しにしている。


　くわえて倒とう木ぼくも多かった。落らく雷らいや台風で倒たおれた樹木が、獣道ゆえにどかされることもなく、道を閉とざしているのだ。自然そういった場所には新たな雑草や灌かん木ぼくも生え、迷めい宮きゆうのように山を複雑化させている。


　しばらくすれば、道でさえなくなるだろう斜しや面めん。


　そんな斜面を、猛もう烈れつな勢いで人影は走っていくのだった。


　信じられないことに、足取りには何の乱れもなかった。ぼろぼろの草ぞう履りで地面を蹴けり、半ば飛ぶような速度で木々の間を抜ぬけていく。


　その格好も、普ふ通つうではなかった。


　草履はもちろん、顔は筒つつのような藺い笠がさに覆おおわれ、小こ柄がらな身体からだには真っ黒な袈け裟さを纏まとっている。胸には四角い偈げ箱ばこ。両りよう腕うでには錫しやく杖じようと金属の手てつ甲こう。さらに、肩かたからは唐から草くさ色の大おお掛絡くわらをかけていた。


　虚こ無む僧そう。


　俗ぞくに、そう呼ばれる格好である。


　走りながら、その虚無僧の片手は鶴つるの頭のような印を結んでいる。


「韋駄天神に帰命したてまつる（オン　ケンダヤ　ソワカ）」


　真しん言ごんが、唇からこぼれた。


　それは、韋い駄だ天てんをあらわす印と呪文だ。


　仏法に仕える諸神の中でも、最も素す早ばやい足をもってなる神。その印を組むことで、虚無僧は自らの足に超常的な速度を与あたえていた。


　草履の踏ふんだ地面が弾はじけ、両りよう脇わきの木々はあっという間に遠ざかっていく。


　ほとんど自然落下するかのごとき疾しつ走そう。


　だが、


「一体……どういうわけでござる──」


　古色蒼そう然ぜんとした口調には、焦あせりの色が濃こかった。


「どうして、あっちもこっちも根っからほどけておる？　ユーダイクスと蓮れんは何をやっておった？　拙せつ僧そうの術式なら、まだどこも十年以上はもっていたはずでござるぞ……?!」


　走りながら虚無僧が見ているのは、岩や樹木の──単なる外見ではなかった。


　内側に隠かくれ、大地の底に潜ひそむ、より巨きよ大だいで致ち命めい的てきな流れ。


　その名を、霊脈レイラインという。


「文殊菩薩に帰命したてまつる。汝が大智を授けたまえ（オン　アラハ　シヤ　ノウ）」


　ところどころで印を組み替かえ、虚無僧が新たな真言を呟つぶやく。


　今度は、文もん殊じゆ菩ぼ薩さつ真言。


　すなわち、広大無辺の智ち慧えを持つ文殊菩薩の権けん威いを借りて──知り得ざるものを知り、見えざるものを視みる修しゆ法ほうである。


　さきほどの韋駄天真言とともに、密教に属する秘術のひとつだったが、


「……やはり、もうずたずたでござるな」


　苦く渋じゆうとともに、虚無僧はその印を解いた。


　すでに、足は止まっていた。


　中腹の、切り立った崖がけである。


　ちょうど、そこから布留部市の街並みが見下ろせた。夕ゆう陽ひにべったりと赤く染まった街は、その美しさと裏腹に、ひどく不ふ吉きつな雰ふん囲い気きを漂ただよわせてもいた。


　藺い笠がさを引き上げ、虚無僧は苦く呟く。


「あれから、十年でござるか……」


　視線は、山からふもとへ、ふもとから街へと動く。


　確固とした、ひとつの流れ。


　大河のごとき、人の身には抗あらがえぬ何かを、虚無僧の肌はだは感じていた。やがては渦うずを巻き、壮そう烈れつな嵐あらしと変じうる力であった。


「何があったかしらんが……このままだと、すぐにでも孵化するでござるぞ……」


　戦せん慄りつのこもった声が、風にちぎれた。


　山頂から、強い颪おろしが吹ふいたのである。湿しめった山の風は、虚無僧の袈裟と大おお掛絡くわらをなぶって、そのまま街へと消えていく。


　そして、ちぎれた虚無僧の言葉は、こんな名を告げていた。


「……〈竜りゆう〉」


　と。
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「いやあ、まさかあんなところで会えるとは」


　朗ほがらかに、フィンの声が応接室にこだました。


〈アストラル〉の事務所である。


　応接室とは名ばかり、単にデスクと仕切りで区分けしただけの部屋に、いつき、穂波、フィン、猫屋敷の四人が座っていた。穂波はそのままだが、いつきは仕事だからということで、スーツ姿に着き替がえている。


　そして、中央の机の上に、大量のシュークリームがてんこもりになっており──次から次へと、フィンの口へ運ばれているのであった。


「やあ。美味おいしいですねえ、このシュークリーム。舶はく西せい堂どうでしたっけ。いやもう、カスタードといい、ぱりっとした皮といい、絶品です。日本っていい国ですねえ」


　にこにこと、文字通り頰ほおが落ちそうなぐらいの笑え顔がおでいう。


　なんというか、やたらと笑顔の似合う若者ではあった。


　無論、〈アストラル〉の財政でこんなにお菓か子しを出す余よ裕ゆうはなく、シュークリームはフィンのお手持ちである。いきなり半ダースも買ってきたときは驚おどろいたが、要するに自分ひとりで食べる自信があったらしい。


「穂波お姉ちゃんの、先せん輩ぱいなの？」


　仕切りの外から、シュークリーム片手にみかんが訊きく。


　すでに〈アストラル〉で巫女みこ服に着替え、興きよう味み津しん々しんに大きな瞳ひとみを輝かがやかせている。唇くちびるの周りにクリームがついているのは、まあご愛あい敬きようというところだろう。


「一応、そうなります。後輩のできが良すぎて、先輩としては情けない限りですけどね」


「変なこと言わんといて。そんなん思ったことないでしょ」


　これは隣となりに座った穂波が否定する。


　ただ、いつきに対するほどきつくはない。言葉の底に、遠えん慮りよというか敬意に近いものが沈しずんでいた。


　少し考えた後に、少女は言った。


「イギリスの人で、フィン・クルーダ。あたしの……ケルト魔ま術じゆつの修しゆ行ぎようにつきあってくれた人」


「まあ、そんな縁えんです」


　こっくり、フィンがうなずく。


「日本語もホナミさんから習ったんですよ。不安だったんですけど、なんとか伝わるみたいで嬉うれしいです」


　若者の言葉は、穏おだやかで優やさしかった。


　ボロボロのソファに腰こし掛かけたまま、ふっと視線が空中へ向く。


「あなたにも、分かります？」


「あ……はい。ちゃんと分かります」


　仕切りの上を浮うかびながら、黒羽がうなずいた。


「だったら良かった。霊エーテル体は本質イデアを聞きますから、僕の日本語もそれなりに使えてることになりますね」


（……やっぱり、魔法使いなんだ）


　それを聞いて、いつきはかすかな驚きを覚えていた。


　黒羽の霊エーテル体は、半はん端ぱな霊れい感かんでは視みることも聞くこともできない。彼女を認にん識しきできるのは、正式な修行を積んだ魔法使いか、それに匹ひつ敵てきする特とく殊しゆな才能の持ち主だけである。


　だけど……この若者は、どこかこれまでに出会った魔法使いとは違ちがっていた。


　自然体、とでもいえばいいのだろうか。


　穂波やアディリシアのような、超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きではない。みかんや猫屋敷のように、生まれたときから魔法とともにあった風でもない。かといって、影崎のように不気味なまでの平へい凡ぼん性を持つわけでもない。


　ただ、あるがまま。


　ごく普ふ通つうに生きてきた人が、ごくごく自然に魔法を受け入れている──そんな感じだった。


（穂波とは……どういう仲なんだろ？）


　ぶつぶつ言ってはいても、隣に座った穂波も、ひどくリラックスした風である。単なる先輩・後輩というよりも、もっと親しい感覚に思えた。


　普段のどこか肩かた肘ひじを張っているようなところが鳴りを潜ひそめ、代わりに、少女らしい笑顔や拗すねた表情が目についた。


　いつきの、見たことのない穂波。


「──どうしたん？」


「へっ」


　じっ、と穂波がこちらを見つめていた。


　小首を傾かしげ、尋たずねてくる。


「ぼうっとしてたけど……熱でもあるん？」


「あ、ううん、そういうんじゃなくて」


「そういえば、さっきの帰り際ぎわ、アディがなんや嬉しそうにしてたけど……」


「嬉しそうって──アディリシアさんが？」


〈ゲーティア〉の仕事があるらしく、そそくさと別れた魔女を思い出し、一いつ瞬しゆんいつきの思考が止まった。


　──『あ……』


　間近で硬こう直ちよくしたアディリシアの顔を、つい思い出してしまったのだ。


　紅潮した頰ほおと、小さく開かれたままの唇。


　花の香かおりの、甘い吐と息いき。


　すぐ振ふり払はらったが、時は遅おそかった。


　目の前の蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが、なにやら不ふ穏おんな光を宿らせていたのである。


「──今、鼻の下伸のびてたんやけど」


「あ、いやいやいや」


　両手を振ろうとして、今度は上空からの爆ばく撃げきが開始された。


「い、いつきくん……じゃなくて社長。それ……どういうことですか……？」


「お兄ちゃん社長、なんかすっごい駄だ目め駄目駄目な顔してた～！」


「にゃあにゃあにゃあにゃあ」


　みかんと黒羽までもが、仕切りの上と天てん井じようから非難を始めたのである。特にみかんに至っては、白びやつ虎こと朱す雀ざくまで味方につけての大合唱である。


「…………」


　フィンは、楽しそうにその光景を眺ながめていた。


「いやはや、なかなか良さそうな結社で何より」


　黒羽の淹いれた紅茶をゆっくりと飲む。〈アストラル〉からはほど遠い、余よ裕ゆうのある大人の態度である。
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「ところで……穂波さんの顔を見に来たわけじゃないですよね？」


　横から、猫屋敷が口を出した。


（あれ……？）


　社員たちの攻こう撃げきを受けながら、いつきは眉まゆをひそめる。


　今の猫屋敷の口調が、わずかながらいつもと違っているように感じたからだった。


　フィンが困った顔をして、頰を搔かいた。


「えーと……ひょっとして、もう影崎さんから聞かれました？」


「一通りは」


　猫屋敷が肯こう定ていした。


　雰囲気の変化に気がついたか、ほかの皆みなも注目する。


「でしたら」


　その中央でうなずいて、フィンは静かにこう告げた。





「──〈協会〉から、伊庭いつき社長が禁忌タブーを犯おかしている疑いがかかっています」





「禁忌タブー?!」


　がたん、とソファが揺ゆれた。


　誰だれよりも早く、穂波がその言葉に反応して、立ち上がったのだ。


「なんで！　いっちゃんは何もしてへん！　だいたい、魔ま法ほう使つかいでさえあらへんのに──！」


「…………」


　いつきは、絶句のまま。


　──禁忌タブー。


　少年も、その意味は分かっていた。


　はじめて関かかわった大がかりな事件。自らを魔法に変えてしまった魔法使い──アディリシアの父が犯してしまった過あやまち。


　死をも免まぬがれぬ、魔法使いの罪の名だ。


「ホナミ、落ち着いて」


　フィンが、ゆっくりと諭さとす。


「でも……！」


「ホナミ」


　声とともに、優やさしい手が少女の肩を押さえた。


　すとん、と穂波の腰こしが落ちる。少女の勝ち気な性質からすれば、ある意味それ自体が魔法のような事態でもあった。


　猫屋敷が、話を続けた。


「影崎からは、あなたが新しい〈アストラル〉の担当だと聞きました。つまるところ、禁忌タブーを犯しているかどうかの監かん視しですか？」


「そうなりますね」


　苦く笑しようして、フィンが軽く息をつく。


「すでに、〈協会〉では伊庭社長の体質を認にん識しきしています」


「…………！」


　思わず、いつきが眼帯に触ふれる。


　一気に、緊きん張ちようが応接室を覆おおった。


　しかし、


「あまり硬かたくならないでください。別に、だから〈協会〉が伊庭社長をどうこうしようってわけじゃありません。あれだけでは、禁忌タブーに触れるものではないですから」


　机越ごしのフィンの言葉は、あくまで穏おだやかだった。


　魔法使いというよりも、有能な教師や弁護士を思わせる。年ねん齢れいを考えれば、さしずめ生徒会長というところか。


「では……どうして？」


　猫屋敷の疑問に、しかし、フィンはさらなる質問で返した。


「〈アストラル〉には、何か秘密があるんですか？」


（秘密……っ）


　それこそ、いつきも知らぬ事こと柄がらだった。


〈アストラル〉になんらかの事情があることは、少年も察している。


　もともとは別の組織に所属していたという、猫屋敷やみかん。自動人形オートマタであったユーダイクス。いつきの見てきたいくつかの結社の中でも、〈アストラル〉は極きわめて特とく殊しゆであった。


　その、理由は……


「〈協会〉から〈アストラル〉への過去の依い頼らいを見させていただきましたけど、ずいぶんトラブルが多いように思います。本来、〈協会〉でも部外者である影崎さんがずっと〈アストラル〉を担当しているのも不可解です」


「…………」


「先代の──魔法を使わぬ魔法使い──伊庭司は、一体、何をしたんですか？」


　答えは、しばらくなかった。


　フィンも、猫屋敷も、呼吸さえ止めているように思えた。天てん井じようのシーリングファンだけが虚むなしく空気をかき混ぜていた。


「……にあ」


　眠ねむそうな鳴き声が、足元からあがる。


　玄武だった。


「話せない──いえ、私も知らないと言ったら？」


　その黒い太った頭を撫なでながら、猫屋敷が問う。


　だが、


「かまいませんよ」


　と、フィンは笑ったのである。


　ひどく無む邪じや気きな、吸い込まれそうな笑え顔がおだった。


「それでも、僕は〈アストラル〉を信じようと思います。だから、まずそうなことがあったら金庫にでも入れておいてくださいね。さすがに、ほかの人の目につくと隠かくしきれないんで」


　おどけた風に、片手をあげてみせる。


「……どうして、です？」


　もう一度、同じ問いを猫屋敷が発した。


　今度は、いささか柔やわらかな口調だった。そうならざるをえない、フィンの雰ふん囲い気きだったともいえる。単なる人当たりの良さではなく、心底からの真しん摯しなものがこもっていた。


　そして、若者はこう答えたのだ。


「ホナミの入った結社ですから」


「────っ！」


　穂波が、かあっと耳までも赤く染めた。


「フィ、フィン──！」


　隣となりを振ふり向き、ハーフの少女の表情が面おも白しろいぐらいに変化する。焦あせりと混乱と、そのほか多くの感情がないまぜになった顔だ。


（…………！）


　いつきも、ひどく驚おどろいていた。自分でも理由の分からない衝しよう撃げきに、強く胸をつかれていたのである。


（穂波が、いるから──？）


　その言葉に、心臓が高鳴る。


　対して、フィンははにかむように笑みを深めた。


「どこにいたときよりも、ホナミは今が楽しそうです。だったら、人が人を信じるには、十分な理由だと思います」


　そう、締しめくくった。


　最後に、残っていたシュークリームへ手を伸のばして──突とつ然ぜん、白い影かげが机の横からそれをもぎとった。


「うにゃあっ」


「あ、あ、あ、待ってくださいビャッコさん！　返して、そのシュークリーム！　それ僕の分ですから！　最後に残してた分ですからー！　待ってー！　食べないでー！」


　悲痛な叫さけびに、全員が目を覆おおう。


　……無論。


　白虎が、お菓か子しを遠えん慮りよすることなどありえない話だったのである。
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　少しして。


　フィンが洋館を辞した後、穂波の頭上から慌あわてた声が舞まい降りてきた。


「──あの人、先せん輩ぱいって言ってましたよねっ？　どういう関係なんです?!」


　騒霊現象ポルターガイストでティーポットやお盆ぼんを片づけながら、黒羽が嬉うれしそうに、興きよう味み津しん々しんな様子で尋たずねてきたのである。


　片づけを手伝っていた穂波は、一いつ瞬しゆん息を詰つまらせ、そっぽを向いた。


「そ、そやから、ケルト魔ま術じゆつの修しゆ行ぎようにつきあってくれた人」


「それだけ、ですか？」


　じーっと、大きな瞳ひとみで食い入るように黒羽が訊きく。


「う、うん。それだけ……」


「だって、〈協会〉の監かん視し員いんだっていうのに、穂波さんがいる会社だから信用するって言ってるんですよ！　先輩ってだけでそんな簡単に言えることじゃないでしょう？」


　今日に限って、黒羽の追つい及きゆうは厳しい。


　というよりも、こちらが本来の性質であろう。好こう奇き心しん旺おう盛せいな、いかにも女子高生らしい態度である。


　さすがの穂波もたじたじとなりながら、


「学院とは、ちょっと違ちがう先輩やから」


　と、言い訳する。


「学校じゃ、ないんですか？」


「ケルト魔術の修行で、あちこちフィールドワークしてた頃ころに会った人。ホントは先輩っていうより……お世話になった先生みたいなもん。なんやかんやで一年ぐらい一いつ緒しよやった」


「へええ、じゃああの人も凄すごい魔法使いだったりするんですか？」


　両手を合わせて、空中の黒羽が目を丸くする。


　穂波がいかに熟練した魔法使いかを、これまでで知っていたからだ。このハーフの少女に教えられる魔法使いなど、世界でもほんの一ひと握にぎりだろう。


「魔法使いっていうか、ちょっと変わり者で、結社にも学院にも属してへん。あたしが初めて会いに行ったときも、あんまり魔法使いっぽくない──うん、そこらの学生みたいな格好で、のんきに森で寝ね転ころがってた。その森で、一番大きな木の下にね」


　机を拭ふきながら、穂波の目が細まる。珍めずらしくも年相応な、物思いの表情。


「あんまり無防備に寝てるから、なんや腹がたったぐらい。魔法使いなら、結界のひとつぐらい張ってるべきや思うたし。あたしが声をかけても、ずーっと寝てるんやもん。蹴け飛とばしてしまおうかと足をあげたら、いきなりぱぱっと目を覚まして、おやいい天気ですねとかのんきなこと言いよったんやから」


「あはは。それだと、いつきくんと変わりませんね」


　立腹半分の回想に、黒羽が唇くちびるを押さえて笑う。


「あ」


　これは、みかんが手を叩たたいた。


「あたしも思った。なんか、お兄ちゃん社長に似てるよね。あのフィンお兄ちゃんって」


「そ──そそそ、そうやね」


　実のところ、これが一番、そのときの穂波がたじろいだポイントだったのだが──黒羽もみかんも気がつかなかった。


　気がつく前に、


「あのう」


　と、猫屋敷が、庭から顔を出したのである。
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「あれ、社長はどこですか？」


　瞬まばたきし、くるりと事務所を見回す。


　少年社長の姿は、どこにも見あたらなかった。
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　すでに、外は暗くなっていた。


〈アストラル〉の事務所を抜ぬけると、すぐに商店街へと突つき当たる。営業時間を終わって閉とざされたシャッターへ、落ち葉が何度となく吹ふきつけている。


　人通りは少ない。


　もとより夜の商店街となれば当然だが、これほどほかの人を見かけないのも稀まれだった。アスファルトの上に聞こえるのは、風と落ち葉がじゃれあう音ぐらいである。


　その途と中ちゆうで、フィンは振ふり返った。


「あれ、伊庭社長？」


「いや……社長はやめてください」


　背後で、追いかけてきたいつきが息を荒あららげていたのだった。


「どうかしましたか？　何か僕、〈アストラル〉に忘れ物でも？」


　きょとんと、フィンが長い首を傾かしげる。そうすると、いつきよりも幼く見えた。おおよそ十七、八と思おぼしい若者なのだが、いまいち正確な年が読み切れない。


　肩かたで息を整えてから、いつきは切り出した。


「あの……少し訊きたいことがあって」


「いいですよ」


　一瞬で、フィンが首を縦に振る。


　あまりに即そつ決けつすぎて、少年が面めん食くらうぐらいだった。


「あ、その、ありがとうございます」


「かしこまらないでくださいよ。さっきも言った通り、どっちかっていうと、ホナミの先せん輩ぱいとして来てるわけですし」


「いえ、あの……なんか、〈協会〉の人は、皆みな影崎さんみたいな人かと思ってたから」


「そ、それは勘かん弁べんしてほしいなあ。あの人は〈協会〉でもかなり特とく殊しゆな人ですよ？」


　困った顔で、フィンが注ちゆう釈しやくをいれる。


「そうなんですか」


「そうですとも」


　さっきの数倍、深くうなずく。さしもの若者をしても、影崎ばかりは得意と言い難がたいようだった。


　かすかに苦く笑しようを浮うかべ、促うながす。


「──で、訊ききたいことってなんですか？」


「あ、ええと」


　頰ほおを搔かいて、いつきは言葉に詰つまる。


　咄とつ嗟さに追いかけてしまったが、訊きたいことはいくつもあった。


　穂波とは、どんな修しゆ行ぎよう時代を過ごしたのかとか。


　穂波がいるというだけで、〈アストラル〉まで信しん頼らいしてしまっていいのかとか。


　この若者については分からないことだらけで──だからこそ訊きたいことも山のようにあったが、ひとつずつ訊いていってもらちの明かないことは確かだった。


　だったら、その中心になることはなんだろう。


　いつきの知る限り、最も魔ま法ほう使つかいらしくないこの若者へ、第一に訊かねばならぬこと。


　そう考えたとき、いつきの口は自然と言葉をつむいでいた。


「……前にある人に言われたんですけど……フィンさんは──魔法使いは異い形ぎようで、異い端たんであらねばならないものだって思いますか？」


　──『魔法使いとは、すなわち、はじまりの異形をずっと〝続ける〟ためだけに存在しているものなのだから』


　それは、以前ユーダイクスが残した思想。


　胸の内にずっと凝こごっていたその言葉だった。


「……なるほど、そういう考え方もありますね」


　フィンが、小さく息をついた。


「魔法使いは異端にして異形。その異端を極きわめ、真理の王とならんとするもの。先んずるものあらば知識を奪うばい、追いかけてくるものには無む慈じ悲ひに剣けんを振るうもの。そういう考え方も、間ま違ちがえてはいません」


「…………」


　不意に、フィンはいつきへと訊き返す。


「でも──君は、どういう社長になりたいんですか？」


「え？」


　思いもよらぬ質問にいつきは戸と惑まどい──フィンがゆるく微び笑しようした。


「魔法使いの首領っていってもね、いろんな人がいますよ」


　夜空を見上げ、商店街を歩きながら、若者は話す。


「あくまで真理を極めるために、他人を利用しているだけの人。共同作業の中に生きがいを見み出いだす人。はたまた、他者を導くことを自分の義務としている人」


「…………」


　最後は、いつきも知っている。


　アディリシア。


〈ゲーティア〉の首領として、由ゆい緒しよある結社を継ついだ人。人の上に立つことを、当然に自分に課した人。


「魔法使いである以上、異端であることは避さけられません。異形であることからも逃にげられません」


　思考するいつきに、フィンの言葉は優やさしく響ひびく。


「とりわけ、君は大変でしょうね」


「……僕が？」


「妖精眼グラム・サイトという現象は、他人を外見よりも深い場所で識別します。それは、幸福なこととはいえないでしょう。魔法使いと普ふ通つうの人と──その間で生きようとするならなおさらです」


「あ……」


　何故なぜだろう。


　この若者の言葉が、すとんと胸に落ちるのは。


　けして特別なことを言っているわけではない。だけど、確かに心の底まで揺ゆり動かす。


「君の目には、異端も異形もよりはっきりと映るでしょう。君の目に惹ひかれて集まるものには、より破は綻たんしたものが多いでしょう。でも、だからといって、イツキくんがそうならなきゃならないわけじゃない。


　──納なつ得とくもしてないものに、魔法使いだからって理由だけで、盲もう目もく的に従う必要のあるわけがない」


　その言葉の、力強さ。


「フィンさん……」


「ここは……いい街ですね」


　商店街を見み渡わたして、フィンが言う。


　布ふ留る部べ市は、新旧の街が混ざってできた都市だった。


　古くは平へい安あんまでさかのぼると言われる小さな町が、バブル期の人口流入で一気にベッドタウン化したものだ。現在はそれにくわえ、庁舎による企き業ぎよう誘ゆう致ちの流れもあり、繁はん華か街がい周辺から多くのビルが建てられてもいる。


　生まれ変わりつつある、歴史ある土地。


「風も、水も、人の流れも滞とどこおっていない。霊脈レイラインも竜りゆう穴けつも集つどっているのに、それに流されず、街が自分の力で活いきている。滅めつ多たにないですよ、こういう街。先代の社長──伊庭司さんが〈アストラル〉を構えたのも分かります」


　言葉の意味は半分も分からなかったが、フィンが真しん摯しに言っていることは理解できた。


　おそらく、とても大事なことを話しているのだと分かった。


　長い手を広げて、フィンが続ける。


「こういう街に魔ま術じゆつ結社を構えるということは──そういう風に生きたいということですよ」


「生きたい……ですか？」


「ええ。周りに流されることなく、自分のカタチで、自分の生き方を模も索さくしていこうということです。君のお父さんが、そういう風に願っていたということです」


　早くもなく、訴うつたえかけるでもなく、ただ穏おだやかな声。


「だから、伊庭社長。自信をもって、社長とお名乗りなさい」


　そう言って、フィンはくしゃりといつきの頭を撫なでたのだった。


「あ」


「強く、おなりなさい」


　その言葉で。


　残っていた不安が、ほどけた気がした。


　穂波へ『社長になる』と言いながら、ユーダイクスへ『僕は僕になります』と宣言しながら、いまだ決心のついていなかった自分の一部。


（格好悪いなあ）


　自然、いつきの唇くちびるはほころんだ。


　伊庭いつきは、全然成長できてない。よちよち歩きのへっぽこ社長は、まだ半人前にさえたどり着いていない。


　だけど。


　ずっと、そのままなわけじゃないと、そう教わった気がしたのだった。


「あの……ありがとうございました」


「いえ、お役に立ったのでしたら幸いです」


　頭をさげたいつきに、にこにことフィンが片手をあげる。


「なにしろ、ホナミはずっとイツキくんの話ばっかりしてましたからね。ちょっとぐらい役に立てないと、怒おこられちゃいます」


「……はい？」


　いつきが、瞬まばたきする。


「僕と穂波は……数ヶ月前に会ったところですけど？」


「は？　でも、えっと……」


　口ごもるフィンに、いつきの脳がある記き憶おくを明めい滅めつさせた。


（……確か、アディリシアさんに）


　以前にも、似たようなことがあったのだ。


　アディリシアが、穂波について言った台詞せりふ。


『あの子は、卒業して真っ先に〈アストラルここ〉に来たのよ』


　たった二年でケルト魔術を習得した穂波が、わざわざ〈アストラル〉へ来た理由。そもそも、二年という歳月でケルト魔術を習得しなければならなかった理由。


『誰だれかとの、約束だったのかもしれません』


　おそらく、最も穂波と親しいだろう魔女が、微笑ほほえんで伝えた言葉。


　あの言葉と、今のフィンの台詞とが、関連しているとしたら？


（何か……僕は、忘れてる……？）


　ずくん、と心臓が鳴った。


　深く深く、脳のう裏りに埋うもれた何か。スコップを突つき立て、掘ほり起こそうとする。細く脆もろい糸をたぐり寄せようと、精神こころが注意深く過去を探さぐっていく。


「……え……と……」


　眼帯に手を置き、いつきは自分の奥へ思考を走らせた。





　──刹せつ那な。


　　　何かが、視みえた──





　ごおっと、右目が燃え上がった。


「！！！！！！」


　そう錯さつ覚かくした。


　壮そう絶ぜつな痛覚。


　純じゆん粋すいな激痛。


　赤熱した釘くぎを打ち込み、眼がん窩かを抉えぐり回すほどの痛みが、突とつ然ぜん眼帯の奥に走ったのである。


（ああああああああああああああああああああああああああああああああ……！！）


　同時に、いつきの意識は網もう膜まくに映った何かに、飲み込まれる。


　恐おそろしいほどの、巨きよ大だいな『影かげ』。


　百にものぼらんとする多くの頭をもたげた、『獣けもの』。


（今の……幻像ヴイジヨンは……っ）


　思考する隙すきなどなかった。


　激痛が人間の感覚限界を超こえ、自動的にあらゆる神経系が遮しや断だんされる。視覚も、嗅きゆう覚かくも、聴ちよう覚かくも、触しよつ覚かくも、味覚も、残らずいつきから奪うばい去られる。


　ぐらり、と身体からだが傾かしぐ。





「──イツキくんっ?!」





　遠く、声が聞こえた。


　それにひきずられるようにして、瞼まぶたに力を込める。鉛なまりのような蓋ふたを力ずくでこじ開けると、金きん髪ぱつの若者が身体を支えてくれていた。


「……あ」


「イツキくん、どうしたんです?!」


「あ……いえ、大だい丈じよう夫ぶです」


　弱々しく、首を縦に振ふる。


　青ざめているのが自分で分かった。心臓から上がぞっとするほど冷たくて、今にも凍こおりついてしまいそうだった。


　何より……今、垣かい間ま見みた何か。


（あれは……何……？）


「──イツキくん、本当に大丈夫ですか？」


　思ういつきに、もう一度フィンが声をかけた。


「あ、あ、はい……」


　答えながら、いつきは眼帯に触ふれた。


　痛みの残像が、まだ右目に軋きしんでいた。


　ただ、とりあえずは問題なさそうだった。猫屋敷の検査や穂波の薬のおかげで、右目の反応にもいくらかは慣れてきている。


　……あんな反応は、初めてだったけれど。


「…………ふう、はあ」


　胸を押さえ、深呼吸。


　血液の流れに沿って、意識をめぐらせる。一種の瞑めい想そう法。右目から余分な力を抜ぬき、身体全体に押し開く。


　なんとか楽になった頃ころに、ちょうど三さん叉さ路ろの前にいることに気がついた。


「あ。僕の家、こっちなんで」


　フィンの向いているのと逆の方向を指して、いつきが顔を撫なでる。


「ひとりで大丈夫ですか？」


「ええ。ありがとうございました」


　礼を言って、少年が踵きびすを返した。足取りはいささか危なっかしいものの、なんとか自宅にたどり着けそうなぐらいにはしっかりしていた。


「…………」


　フィンは、その背中を見送って、虚こ空くうへ視線を移うつした。


　それから、こう言った。


「──ついていかなくていいのかい？」





　　　　３




「──ついていかなくていいのかい？」


　いつきの背中を見送った後、フィンは夜空へ視線を移した。


　その虚空に、一本の箒ほうきと、とんがり帽ぼう子しをかぶった魔ま女じよが横座りしていたのである。右手にはねじくれた樫かしの木の杖つえ。制服の背中には闇やみ色のマント。赤いリボンが半月の下で、何も知らぬげに揺よう曳えいしている。


　無論、穂波だった。


「な、なんの話？」


　とんがり帽子を引き下ろし、少女が挙動不ふ審しんに顔をそらす。


　しかし、


「だって、さっきから覗のぞいていただろう？　ええっと……『ここはいい街ですね』ってあたりから。イツキくんがうずくまったときなんて、あんまり心配そうにのぞきこむもんだから、いやさすがの彼にもばれるんじゃないかと冷や冷やしたよ」


「うあ……」


　石でも飲み込んだみたいに、少女が口ごもる。


　フィンの指し摘てきは、的確に穂波の急所を抉えぐったらしかった。


「しゃ、社長がおらへんかったから追いかけてきただけで……それに社長の家は……もうすぐそこやし……」


「うんうん」


　赤面した穂波の言い訳を、フィンは右から左に聞き流す。


　で、ごく簡単に切り出した。


「降りてこないかな？」


「…………………………分かった」


　しばらく悩なやんだ後、少女を乗せた箒がすうとアスファルトへ着地した。


　とんがり帽子は引き下ろされたままだったが、気にせずフィンはくすくすと笑った。


「本当に、君は変わらないみたいだね」


「な、なんの話や？」


「いや、イギリス時代が懐なつかしくなってね。それに、イツキくんがあんまり君の話していた通りだったから、ついおかしくなった」


「へっぽこで臆おく病びようで怖こわがりなとこ？」


「もひとつおまけに、頑がん張ばり屋さんなところかな。あの頃のホナミとよく似てる」


「っ！　べ、別に似てるからって、そんなん関係あらへん」


「じゃあ、頑張ってるのは認めるんだ」


　にこりと邪じや気きのない笑えみを浮うかべてみせる。


「あ……っ！」


　結果、穂波は振ふり上げた拳こぶしを下ろせなくなり、とんがり帽子の下から睨にらみつけるにとどまるのであった。


（ほんま、意地悪い……）


　この若者は、いつもこうなのだ。


　ケルト魔術に連なる魔法使いとして教えを乞こい、一年近くともに修しゆ行ぎようした。だけど、若者について穂波が知っていることは、いくつかの魔法と、ある一語に代表される経歴だけであった。


（……取り替え児チエンジリング）


　時に、魔法使いたちの間でさえ、忌いまわしく伝えられる名前。


　その理由と、伝承。


　そして、ふと、さきほどの光景を思い出した。


（いっちゃん……）


　眼帯を押さえ、アスファルトにしゃがみこんだ少年。


（……大だい丈じよう夫ぶ、かな）


　こっそり、不安を胸の内に押さえつける。


　ああいう発ほつ作さは見たことがなかった。まして、妖精眼グラム・サイトを使ったわけでもないのに右目に苦しむなんて、穂波の予想を超こえていた。


　それは──症しよう状じようが進行したということだろうか。


　赤い唇くちびるを嚙かみ、箒を摑つかむ。


「やっぱり、あたし──社長のとこ──」


「──ところで、いくつか訊きいていいかな？」


　踵きびすを返そうとしたとき、急にフィンが口を出した。


「……何？」


　振り返って、穂波は怪訝けげんに眉まゆをひそめた。


　フィンの口調が、かすかだがそれまでと変わっていたからだ。少なくとも、彼女には分かるだけの真しん剣けん味みが、声にはあった。


「すぐ終わるよ」


　そう話してから、


「訊きたいのは、この街のこと」


　と、若者は告げた。








　家路をたどりながら、いつきは眼帯を押さえていた。


「……ああ痛」


　喉のどの奥で呻うめく。


　右の眼球に、棘とげができているような感じだった。その棘が眼帯とこすれ、刺ささり、火花のような痛みを散らす。


（早くおさまらないかなあ）


　とはいえ、本人はわりとのんきなものだった。


　倒たおれた瞬しゆん間かんだけは凄すさまじかったが、この程度の痛みなら慣れていたのだ。穂波やアディリシアが魔法を使うときならば、たいてい同じぐらいの痛みには襲おそわれる。いつきが〈アストラル〉にいる以上、まあ職業病みたいなものか。


（うーん、なんだか良くない方向に慣れていってる気がするな）


　軽く腕うで組ぐみし、住宅街の路地を歩いていく。


　後、二回ほど曲がれば帰宅というところで、少年の足が止まった。


「……あれ」


　声が出た。


「陽炎かげろう？」


　そんな季節は、とうに終わっている。


　ましてや夜だ。陽炎の起こるはずもない。


　だけど、似たような何かが、アスファルトの上に揺ゆれていたのだ。


　瞼まぶたをこすると、陽炎っぽい現象はおさまり、代わりにまるまっちい子犬がちょこんと座っていた。


「犬？」


　雑種っぽい、白い犬だった。


　首にスカーフを巻いており、泥どろまみれの顔を傾かしげて、いつきの方を見つめている。


「わん」


　と、鳴いた。


　そのまま、てちてちと路地裏へ歩いていく。


　かと思うと、くるりと振り向き、いつきが後ろにいるのを確かめるのだ。


「ついてこいって……こと？」


　いつきの言葉に、子犬はもう一度「わん」と鳴いた。その拍ひよう子しでスカーフが外れ、内側が剝むき出しになる。


　爛ただれた皮ひ膚ふ。剝はがれた毛皮。引きつれた、無む惨ざんに赤黒い水みず膨ぶくれ。思わず目をそらしたくなる、生々しい傷きず痕あとの列。


　おそらくは、火傷やけどの痕あと。


「…………！」


　息を飲み込み、思わずいつきは子犬を追っていた。


「ああもう、ちょっと待って！　薬ぐらい、うちでも出せるから」


　小走りになった子犬を、せめて引き留めようと駆かけ出していく。





　……後にして思えば、すでに蝕むしばまれていたのかもしれない。





　少年が路地から走っていった後、通りがかった主婦がこんな風に首を傾げたのである。


「今の子、ひとりでブツブツ言ってどうしたのかしら？」


　と。





　　　　＊





　真っ直すぐな道には魔ま物ものが走るという。


　自然界では稀まれな、直線という概がい念ねんに魔物が惹ひかれるのか、あるいはそういった直線に人が魔物の影かげを見るのか、そういう信しん仰こうが昔からある。ゆえに、古い道では魔物を退しりぞけるため、社やしろなどを祀まつるのが常であった。


　その山のふもとも、そうだった。


　布留部市北、住宅街から少し外れた竹林の側そば。そこまで真っ直ぐに開けた道路を守護するように、小さな社が設けられていたのである。


　地蔵尊であった。


　ほどほどに手入れされている社の内側に、穏おだやかな顔の石地蔵が座っている。


　その前で、あの虚こ無む僧そうが佇たたずんでいた。


「……やはり」


　無念そうに声を漏もらし、手を伸のばす。


　途と端たん、異変が起きた。


　ぴしっ、と地蔵の頭に亀き裂れつが入ったのだ。


　亀裂はすぐさま広がり、地蔵の足までをも覆おおい尽つくし、ばらばらに砕くだけ散った。


「四し神しん相そう応おう、ストーンサークル、ゲマトリア法円……郊こう外がいに皆みなでつくっておいた仕し掛かけは、残らずご破は算さんでござるか」


　ぎり、と藺い笠がさの内側で、歯ぎしりの音がした。


（おそらくは今夜中にも……街が変わる）


　予想は、暗く脳のう裏りをよぎった。


　十年前のあの日。


　自分たちが間に合わなかったときの記き憶おく。


　たったひとりの犠ぎ牲せい。床ゆかに倒たおれた子供の映像。血ではなく肉でもなく、霊エーテル体を貪むさぼられた子供。


（……拙せつ僧そうたちの未熟さゆえに）


　悔くいを握にぎりつぶす。


　夜空を見上げた。


　街明かりに霞かすむ星を見つめ、虚無僧は懐ふところから小さな盤ばんを取り出す。


　円形の板がいくつも重ねられ、複雑精せい緻ちな数値や文字が刻まれている。どうかすると米こめ粒つぶよりも小さい文字だった。


　宿すく曜よう盤ばんと、そう言われる。


　星の位置によって吉きつ凶きようを占うらなう、密教の法具のひとつである。


「この星と街の配置なら、まず受肉するのは……」


　かちかちと盤の板を動かし、藺い笠がさから覗のぞいた瞳ひとみがせわしく動く。からみあう数値が脳内で処理され、ひとつの解を弾はじきだしていく。


　──すぐに、終わった。


　終わったとき、虚無僧は茫ぼう然ぜんと立ちつくした。


　絶望的な解といえた。少なくとも、彼がやってきた行こう為いを残らず無む駄だにするほどの解ではあった。


「……だけど、今こ度たびは、させぬでござるよ」


　呻うめきとともに、強く呟つぶやく。


（拙僧ひとりであっても、今度はさせぬ）


　走り出す。


　一秒の猶ゆう予よもないように。


　寸刻の逡しゆん巡じゆんも許されないように。


　虚無僧の姿は、たちまち夜よ闇やみの中へ溶とけ込んでいった。


　──街への方角であった。





　　　　４




　──青い列が、幾いく百ひやつ本ぽんと伸びていた。


「え……？」


　気がつくと、いつきは竹林にいたのである。


　大地から夜空へと、無数の竹が手を伸ばしている。あまりにも同じ直線が密集しているため、遠近感が狂くるってしまいそうに思えた。


　いつきも知っている。


　布留部市の郊外に位置する竹林だった。


「な、んで……」


　声がかすれる。


　子犬を追っていたはずだった。住宅街の路地裏を縫ぬって、結構走らされたのは覚えている。


　なのに、どうして自分がいるのは、郊外の竹林なのか。


「わん」


　少し向こうの地面で、子犬が鳴いた。


「お前──っ」


　振ふり向く。


　そんないつきを笑うみたいに、子犬は竹の陰かげへと走ってしまう。





　ＺＡＺＡＺＡＺＡＺＡ





　竹林が、秋の風に揺ゆれた。


　まるで、潮しお騒さいだ。


　ひいては返し、寄せては返し、永遠に続く繰くり返し。


　聞いているだけで、微睡まどろんでしまうような。


　聞いているだけで、溶けてしまいそうな。


「…………？」


　再び、いつきは瞼まぶたをこすった。


　潮騒に合わせ、世界が白く消えていくように思えたのだ。


　いや。


　錯さつ覚かくではなかった。


「霧きり──？」


　異様に濃のう密みつな、たった数十秒で視界を埋うめ尽つくすほどの霧が、竹林の大地から湧わき出ていたのである。


　ばかりか、その奥には──


「──何」


　体中の産うぶ毛げが、残らずそそりたった。


　霧は、すべてを隠かくしている。


　音もない。


　匂においもない。


　ただ、気配だけがそこにある。


　どうしようもなく圧あつ倒とう的な、そばにいるだけで打ち拉ひしがれてしまいそうな、巨きよ大だいな気配だけが霧の中に現れていた。


　手を伸のばせば届くほど近くにも、百年歩いても会えないほど遠くにも感じる、そんな気配であった。





〝見……つけた？〟





　突とつ然ぜん、気配が言った。


　声ではなく、脳をわしづかみにする響ひびき。


「…………」


　いつきは、応こたえられない。


　思考も声帯も麻ま痺ひしている。心は空転するばかりで、現状を認にん識しきできない。今回に限っては単に臆おく病びようだからというのではなく、ほとんど生理的な硬こう直ちよくだった。


　巨大すぎる気配に対して、人間という卑ひ小しような存在が耐たえきれず、軋きしんでいるのだ。





〝お前は……か？〟





　気配が問う。


（……違ちがう）


　と、いつきは、直感した。


（訊きかれているのは、僕の名前じゃない）


　朧おぼろな頭が、かろうじて意識をつなぐ。


　今、ここで訊かれているのは──





〝…………か？〟





　もう一度、気配が問う。


「────っ！！！」


　いつきの右目が、反応した。





【……見ミロ。視ミロ。観ミロ】





　右目が、悶えたのだ。


　眼帯が、ひとりでにずるずると動き出す。


　露あらわにされる。明るみに出される。剝むき出しにされる。


　右目が、いつきの意思を離はなれて、自ら軛くびきを逃のがれようとしていた。今の気配は、それだけの意味があるらしかった。


「止やめ……ろ……！」


　涙なみだを流しながら、いつきが反はん抗こうする。


　だが、手が動かない。金かな縛しばりにあった身体からだが何ひとつ言うことをきかない。


　右目だけが、暴走する。





【汝なんじハ……◆▲＝……】





　切ないまでの、その声。


　ぐにゃり、と視界が歪ゆがむ。


　白い霧が、怒ど濤とうとなって押し寄せたのである。これだけ濃密な霧であれば、その外観は津つ波なみにも似る。竹林を残らず押し包むほどの、膨ぼう大だいにして絶大な津波。


（飲ま、れる──！）


　刹せつ那な、いつきは視た。


　霧きりの、波の中に滲にじんだものは──





　　　　５




「──〈アストラル〉に来るまで、一通り歩かせてもらったけどね。やはり、この街はほかと違いすぎる」


　フィンが穂波に問うた質問は、いつきにこの街を稀まれだと言ったさきほどと、本質的には同じだった。


　だが、それ以上の意味が、言葉にはあった。


「霊脈レイラインが流れ、竜りゆう穴けつもある。魔ま術じゆつ的要素だけみれば、大国の首都でも十分通じる。なのに、街自体は平へい凡ぼんなもんだ。〈協会〉の資料通りなら、つい数ヶ月前に〈夜〉だって起きているっていうのにね。──まるで、土地の方が呪じゆ力りよくを根こそぎ食い尽つくしているみたいだ」


「それは、〈協会〉の監かん視し役としての質問？」


「いや、ただの好こう奇き心しんだよ。とりあえず今は」


　若者は、いつもの笑えみを含ふくんで言う。


「今は？」


「ひょっとしたら、仕事の範はん囲いに入るかもしれないからね。僕としては、ちょっとした謎なぞ解ときのつもりでいてもらえた方が嬉うれしいけど」


　一息ついて、フィンは軽く視線を走らせた。


　夜の三さん叉さ路ろに、ほかの人ひと影かげはない。


　ただ秋の夜風が道の各所から吹ふき込み、通り過ぎていく。


　山からの風だ。


　昔の人間たちが、あるいは魔法使いが、神の息吹いぶきと畏おそれ崇あがめた風。


「先代の〈アストラル〉が設立されたときは、この業界でもずいぶんと話題になったもんだよ」


　その風へ乗せるようにして、若者は口にした。


「魔法を使わない魔法使い伊庭司、十代にして密教を修めた隻せき蓮れん、稀き代たいの錬れん金きん術じゆつ師ユーダイクス・トロイデ。魔術の分類を問わない構成や、型破りな運営も凄すごかったけど、一番世間を騒さわがせたのは最後のひとり──ヘイゼル・アンブラーだ。ルーン魔術から魔女術ウイツチクラフトまでを極きわめ、魔女の中の魔女と呼ばれた女性……君のおばあさまのゆえにね」


「…………」


　穂波は、沈ちん黙もくする。


「あたしは……おばあさまには手ほどきを受けただけや」


「知ってる」


　フィンがうなずく。


「じゃあ、どうして、彼らはこの街を選んだのかな？」


　人差し指を立て、講義するみたいに続ける。


「魔術結社にとって、本部となる場所は吟ぎん味みに吟味を重ねるものだ。実際、〈協会〉にしろ、〈協会〉所属の魔術結社にしろ、本部・支部がおかれるのは有力な霊れい的てき土地がほとんどだ。だけど、この土地は稀まれではあっても、霊的な価値が高いとはいいにくい」


「単に、もうほかの場所が押さえられていたからやないの？」


「それもありだね」


　反はん駁ばくするでもなく、フィンが認めた。


「もともと日本は〈協会〉の影えい響きよう力が薄うすいし、土着の魔術結社が強い。シントーとブッディズムで、ほとんどの地脈や霊れい峰ほうは押さえられてる。新参の〈アストラル〉がたいした土地を取れなくても、理り屈くつとして無理はない。──実際、僕もそう思ってた」


　一いつ拍ぱくおく。


　ややも焦じれたような穂波を見つめ、若者は手札をさらした。





「イツキくんの右目を視みるまでね」





「フィン──っ！」


　咄とつ嗟さに、穂波は叫さけんでいた。


「分かるん?!　いっちゃんの右目のこと！」


「うわっ！　わわっ！　く、首を絞しめないでホナミ！」


　スーツの首にすがりつかれて、若者が必死で訴うつたえる。その絞め方たるや、わずか数秒で若者の顔が色を失うほどだったのである。


「あ……ご、ごめん」


　やっとのことで解放され、首元をさすりながらフィンが苦く笑しようする。


「ふう。……言っただろ。〈協会〉からの報告で、彼の体質については知ってるよ。ただ、それとは別に、僕だから分かることもある。だから、ホナミは僕のところに修しゆ行ぎように来たんだろ？」


「そ、れは……」


　フィンの問いに、穂波がうつむいた。


　とんがり帽ぼう子しに隠かくれてはいたが、その耳の先までが、面おも白しろいぐらいに真っ赤になっていた。


「いや羨うらやましい。そこまで思われるのは、冥みよう利りにつきるだろうね」


　にこにこと──これはちょっとした悪戯いたずら心ごころのこもった表情で言う。


「だ、だから違ちがうって……そんなんより、社長の右目のことは」


「イツキくんは、昔、この街で何を視たんだい？」


「────っ」


　穂波は、固唾かたずを飲み込む。


　フィンの言葉は、いきなり核かく心しんをついていた。


「視ることは、視られることだよ」


　講義するように、フィンが言う。


「何かを認にん識しきすることは、その何かに認識されることでもある。妖精眼グラム・サイトが忌いみ嫌きらわれる理由のひとつは──あまりにも視えすぎる瞳ひとみが、本来なら知らなくてもいい魔ま物ものを近づけてしまうためだ。彼の臆おく病びようも怖こわがりも、自分の妖精眼グラム・サイトから身を守るための自己防衛本能だろう」


　──妖精眼グラム・サイト。


　視えすぎるがゆえに、自らを蝕むしばむ瞳。


　呪じゆ力りよくを視て、魔物を視て、その底の底までをも見み抜ぬく魔眼。


「だけど、彼の眼めには、隠しようもない穢けがれが潜ひそんでいる。あるいは、彼の人格そのものにも影響を与あたえているかもしれない」


　フィンは、さらに言う。


　それは、まさしく穂波の知る事実と符ふ合ごうした。


　あの眼帯を取ったとき、いつきは変へん貌ぼうする。へっぴり腰ごしで気の弱いただの少年は──傲ごう岸がん不ふ遜そんで、誰だれよりも気高い皇こう帝ていとして君臨する。


「それは、この街の秘密を見てしまったからじゃないか？」


「……どういう、こと？」


　意味をつかみあぐねて、穂波が眉まゆをひそめる。


「ホナミも気がつかなかった？　この街の違い和わ感かん」


「……あ」


　穂波にも、覚えがあった。


　フィンと出会う直前、いつきと下校していたとき。


　ほんの一いつ瞬しゆん放心した──あのアディリシアさえ気がつかなかった、かすかな違和感。


「イツキくんが〈アストラル〉の社長になって数ヶ月だったね。その間に、ゆっくりとこの街のどこかで、それは進行していたんだろう。おそらくは、イツキくんの妖精眼グラム・サイトが使われるたびに──」


　度たび重かさなる妖精眼グラム・サイトの使用と、いつきの発ほつ作さの進行。その裏で、成長していたモノ。


　そこで、急にフィンの表情が硬こう直ちよくした。


「フィン？」


「……何か、来る」


　穂波も、すぐにはっと息を飲んだ。


　気配だった。


　恐おそろしく、忌まわしい、巨きよ大だいな気配。


　すぐそばまで、いいや急速にその気配が膨ふくれあがり──白い霧きりとなって、三さん叉さ路ろのひとつから押し寄せてきたのだ。


「何──?!」


　身構えた穂波の前へ、フィンが立った。


「ヤドリギを借りるよ」


　穂波のマントの内側から、すっとヤドリギの矢を取り出す。


「うん。さすがホナミだね。日本だっていうのに、呪力の純度がまるで遜そん色しよくない。ウェールズの森でも、これほどのヤドリギはなかなかないよ」


　ぴん、と軽くヤドリギを弾はじく。


　そして、


「我は命ずるハイル」


　どっ、と呪力が逆巻いた。


　一瞬で、普ふ段だんの穂波の数倍に匹ひつ敵てきする、呪力の集中。常人でさえ目め眩まいを覚えるのではないかという猛もう烈れつな力が、ヤドリギへとこもっていた。


　その間にも、霧は押し寄せてくる。


　明らかに尋じん常じような霧ではなかった。ほとんど狂きよう気きを孕はらむがごとくに、ますます濃こさを増してあふれ出てくる。


「フィン、あれ……っ！」


　厳おごそかな詠えい唱しようとともに、若者の目が細められた。





「我は命ずるハイル。生いけ贄にえは怨おん敵てき。その血と肉を汝なんじが代だい償しようとせん。されば、我が望むままに、幻げん想そうを喰くらえ」





　長い指が、矢を投とう擲てきする。


　ヤドリギが霧に飲み込まれる。狭さ霧ぎりを突つき抜ぬけ、遥はるか彼方かなたの何かをも穿うがつほどの速度で、一直線に走る。


　やがて、


　パリン、と。


　ガラスが割れるような音がした。


　世界が──世界の幻想が──同時に砕くだけ散った音だった。


「────！」


　緑の色彩いろが、穂波の網もう膜まくを射い貫ぬいた。





　　　　＊





「…………？」


　事務所で残業していた猫屋敷が、急にデスクから顔をあげた。


　原げん稿こうの残りを、徹てつ夜やで書き上げていた最中だった。（黙だまっていれば）端たん整せいな顔の目の下にも、べっとりとクマが貼はりついていた。


　背後では、お泊とまりのみかんがソファの上で丸くなっている。すやすやと寝ね息いきをたてているおなかには、遊び疲つかれた白虎も乗っかっていた。


「ＺＺＺＺＺＺ……」


　ふたりして寝息をたてる姿は、なんともいえず愛らしい。


　だけど、猫屋敷の瞳ひとみは、まったく別のものを捉とらえていた。


「──猫屋敷さん？」


　中空から、黒羽が声をかけた。


　こちらは、経理の真っ最中である。最近になって穂波と猫屋敷から教わり、〈アストラル〉の経理の幾いく分ぶんかは黒羽が担当していたのである。


「あの、どうかしたんですか？」


「いえ。──おや、黒羽さんこそ？　顔色が悪いですよ？」


「な、なんか、ちょっとなんですけど、寒気がして……」


　軽く自分の肩かたを抱だいて、黒羽が訴うつたえた。


　霊エーテル体である黒羽に、通常の意味での病気や風邪かぜはない。


　だが、逆に言えば、通常とは異なる意味で、この少女の身体からだも寒気や異状を感じるのであった。


　たとえば──


「……にあ」


　考え込む猫屋敷の足元を、玄武が叩たたいた。


　黒くて太った顎あごが、くいくいとみかんを指している。


「────っ」


　すぐに、猫屋敷も異変を察した。


「みかんさん？」


　足早に近寄り、耳元で囁ささやく。


　起きなかった。


　軽く揺ゆさぶり、大きな声をかけ、しまいに頰ほおをぺちぺちと叩いても、目覚めるそぶりさえ見せなかったのだ。


「猫屋敷、さん？」


　そのおかしさに、黒羽が眉び宇うを寄せたとき。


　ひゅん、と手を振ふった。


「疾チツ！」


　放たれるは、数枚の霊れい符ふ。


　ぴたりと窓の四よ隅すみに貼りつき、不可視の呪じゆ力りよくがガラスを覆おおう。





　──同時に。





　ごおっ、と白い怒ど濤とうが窓を叩いたのだ。


　びりびりとガラスを震ふるわせ、事務所の空気が帯電したように弾はじけた。


　黒羽も知っている。


　今のは、この事務所の拒きよ絶ぜつ反応だった。敵対する魔ま術じゆつに対して、この古めかしい洋館は要よう塞さいのごとき結界を発動する。猫屋敷の霊符は、それらの強化に使われるものだった。


「あの、白いのは──霧きり?!」


「ちょっと……手伝ってもらえますか？」


　訊きいた黒羽に、猫屋敷が言った。


　青年陰おん陽みよう師じは、その手にみかんを抱き上げていた。三匹びきの猫ねこが肩や足元にまとわりついていたが、白虎だけはやはり眠ねむったままだった。


「あ……あ、はい」


　ゆっくりと、そのみかんが浮うき上がる。


　騒霊現象ポルターガイストに支えられたみかんを確かく認にんして、猫屋敷が黒電話の受話器を持ち上げる。


　すぐに、元へ戻もどされた。


「やはり……電話も通じませんね。社長の携けい帯たいも、穂波さんも通じません」


「通じない？」


　黒羽の質問に、青年はうなずいた。


「事情は分かりませんが……少しばかり、後手に回ったかもしれません」


　そう言った猫屋敷の横顔は──この青年には珍めずらしいことに──ひどく切実で真しん剣けんだった。














『間章』




　それは、微睡まどろんでいた。


　それは、溶とけ合っていた。





　それは、孵ふ化かする直前の蛹さなぎであった。


　それは、生まれる直前の胎たい児じであった。





　深い深い闇やみの中で、暗い暗い地の底で、長く長くそれは存在していた。あるいは風に漂ただよう胞ほう子しのごとく、あるいは海を流れる種子のごとく、永遠にも近い時間をただの『力』の固まりとして過ごしてきた。


　──なのに。


　視みられた。


　あの眼めで。


　あの眼で。


　あの眼で。


　かつて、自分を初めて自分と認識してくれた、あの瞳ひとみで。


　──だから。


　それは、頭をもたげた。


　地中から天上までをもつなぐ、長い首を伸のばした。


　百もあるそれの頭のたったひとつではあったが──それにしてみれば、実に勇気のいる、画期的な行こう為いだった。


　訊きく。





〝お前は…………か？〟





　かぼそく、声をあげる。


　あげてみて、それは思う。


　こんなにも楽しかったのかと。


　ただ、声をあげるだけの行為が、こんなにも愉ゆ悦えつに満ちていたのかと。


　楽しくて、愉たのしくて、同じことを何度も訊く。高らかに、誇ほこらかに、無む邪じや気きな声をあげていく。





〝…………か？〟





〝…………か？〟





　不ふ吉きつな──声ならぬ声が、闇にこだまして。


　最後に、それは嘆なげくように、新たな声をあげた。





〝吾われは……誰だれだ……？〟




第３章　霧の中の魔法使いたち




　　　　１




「お嬢じよう様さま、夜歩きですか？」


　屋や敷しきを出る直前、呼び止められた。


　振ふり向き、アディリシアは淡あわく微笑ほほえむ。本気で言ったのではないことは、互たがいに分かっているからだ。


「ええ。ダフネ。今夜は、屋敷を任せます」


「了りよう解かいしました。お気をつけていってらっしゃいませ」


　スーツ姿のメイド長（本人は家令と呼ぶよう主張している）が、折り目正しく一礼する。定期的な会議期間を除いては、彼女が唯ゆい一いつ日本に残っている〈ゲーティア〉の徒と弟ていであった。


　扉を開き、庭園に出る。


　世界は、霧きりに閉とざされていた。


　薔ば薇ら園も、石像の列も、すべてが白く糊こ塗とされていた。アディリシアが手を払はらっても、霧はけしてかすれることなく、細かい水の分子としてまとわりついた。


　庭の各所では、何人か、ちょうど草木の手入れをしていたお手伝いたちが眠ねむっていた。


「あらあら」


　微び苦く笑しようし、アディリシアは涎よだれを垂らしていたメイドの唇くちびるを拭ふいてあげた。


　そのまま、正門から道路へ出ても、霧は晴れなかった。


　あちこちで人々が眠っており、車が塀へいにめりこんだ光景も見えた。布留部市が大都市であったら、その程度の事故ではすまなかったかもしれない。


　ひどく静かだった。


　郊こう外がいとはいえ、街の喧けん噪そうから完全に離はなれているわけではない。


　だが、今夜に限っては、何の物音も聞こえなかった。人ばかりか、虫の鳴き声も、風の音さえも遠かった。


「街が、眠りについてますのね」


　呟つぶやき、アディリシアは沈ちん思しする。


　今日、〈夜〉が来るなんて報告はなかったのだ。


　しかも、この霧は、呪じゆ波は汚お染せんの結果とは思えなかった。


　確かに、強大な呪力ではある。人外の気配に満ち、ただならぬ眠りを街に強しいている。おそらく魔法使いでも、かなりの腕うででなければその眠りから逃のがれられまい。


　だが、呪力は穢けがれてはいなかった。


　あくまで、自然界にありうる呪力の──延長上でしかなかったのだ。


「…………」


　以前より、布留部市について疑念を抱いだいてはいた。


　呪的事件の頻ひん発ぱつ。


　魔法使いたちの来訪。


　かといって、霊脈レイラインや竜りゆう穴けつが強大なわけではない。存在はしているが、あくまでそれなりといった程度で、一年に何度も事件を勃ぼつ発ぱつさせうるほどの因子とは考えにくかった。


（だけど、お父様はここへ来た……）


　妙みような胸むな騒さわぎを覚えながら、アディリシアは思いをはせる。


　禁忌タブーを破った父を追って、自分はこの街に来た。この街で、いつきと出会った。


　だが、なぜ父はこの街を選んだのだろう。


　それはすなわち──禁忌タブーに近しいものがこの街に存在するということに他ほかならないのではないか。


　そして、〈アストラル〉という組織がここに勃興した由ゆ縁えん。


　点は、線になる。


　意識していなかった事実がつながり、ひとつの姿をあらわしていく。


（でも、今になってどうして……？）


　アディリシアの柳りゆう眉びがひそまる。


　脳のう裏りをよぎったのは、ある少年の面おも影かげだった。


（イツキ──）


　あの少年は、この霧の中でどうしているのだろう。


　やはり、またあのお人よしのせいで、事件に巻き込まれているのではないか。


　それは、予想というよりも確信だった。


　きっとそうなのだろうと、思えてしまう。


「馬ば鹿か」


　一言だけ感想を口にして、アディリシアは胸の五芒星を握にぎった。


「──来たれフォルネウス！　二十九の軍団を支配する侯こう爵しやく！」


　風が唸うなった。


　霊エーテル体が実体をもって顕けん現げんする際、空気がおしのけられて生まれる風だ。


　アディリシアがもっとも親しむ、魔神のギンザメフオルネウスが、空に遊泳していたのである。


「今こ宵よいばかりは、人の目を避さける必要もないのね」


　少し寂さびしそうに笑って、アディリシアはギンザメの背に乗った。


　黒いドレスの裾すそが、夜風になびく。


　奇き怪かいなる魔術の夜マギ・ナイトへ──七十二の魔神を操あやつる、〈ゲーティア〉の魔女が加わった瞬しゆん間かんであった。





　　　　２




　霧きりに溶とけていくのを、いつきは感じていた──。


　自分の身体からだが、ゆるゆると分解されていく。細さい胞ぼうひとつずつ、分子ひとつずつ、霊エーテル体の構成レベルに至るまで、残ざん酷こくなほどゆっくりと剝はく離りされていく。


（あ……あ……あ……）


　抵てい抗こうできない。


　喉のどはがんじがらめで、身体は金かな縛しばり。指先なんてとっくの昔に感覚がない。


　だが、恐おそろしいのは、けして苦痛ではないところだ。


　むしろ、快楽に近かった。


　あるいは、死に近いのか。


　ともすれば、身体全部を失っても後こう悔かいしないかもしれぬ──緩かん慢まんで穏おだやかな死。


（嫌いや……だ……）


　いつきは、歯を食いしばる。


　食いしばる歯が感じ取れなくても、そうすることで、自分の意識を保つ。ろくに魔術も使えない自分が、唯ゆい一いつ覚えた戦い方。


　せめて、精神こころだけでも負けぬように。


　その間にも、声が響ひびく。





〝お前は…………か？〟





　肝かん心じんなところだけが、ずっと聞こえない。


　誰だれを呼んでいるのか。


　誰を乞こうているのか。


　ただ、気配の強大さに比べ、その『声』はひどくかぼそかった。


　このような状じよう況きようでなければ、あるいは聞き入ったかもしれない、弱々しい声。





〝吾われは……誰だ……？〟





（誰だって……言っても……）


　記き憶おくのどこかが──疼うずく。


　だけど、すぐさま右目の業ごう火かに焼き尽つくされる。





　焼けつくような熱を発し続け、右目が眼がん窩かを焦こがしている。視神経から脳のう髄ずいまで、すべてが灼しやく熱ねつの色に染まっていた。


　一いつ切さいが──紅ぐ蓮れん。


【……見ミロ。視ミロ。観ミロ】


　ぞわり、と身体の内から、何かがうごめいた。


　手が動く。


　ぴくともしなかった手が、眼帯へと触ふれる。すでにずれた眼帯から内側の瞳ひとみを解放せんと、ひとりでに指を曲げる。


「止やめろ……」


　言葉にも、力がこもらない。喉からひゅうひゅうと空気が漏もれていくばかりだ。


　指先が、眼帯をむしりかけて──





　──突とつ然ぜん。





「月光菩薩に帰命したてまつる（オンセンダヤ　ハラバヤ）！　かく成せ（ソワカ）！」


　霧が、弾はじけた。


　どさっと、自分の身体が地面に落ちる音を、いつきは聞いた。


　竹林であった。


　そして、そそりたつ青い列の間に、ひとり、小こ柄がらな人ひと影かげが立っていたのだ。


　虚こ無む僧そう──という俗ぞく称しようが浮うかんだのは、時代劇か何かを思い出したせいだったろう。


　顔全体を覆おおう藺い笠がさ、胸に下げた偈げ箱ばこと、手に持った錫しやく杖じよう。どう考えても、時代錯さく誤ごな格好なのに、この人影には無む性しようによく似合った。


「無事でござるか、坊ぼう主ず」


「あ、あ、あ……は、はい」


　茫ぼう然ぜんとうなずいたのをよそに、虚無僧が錫杖を斜ななめに構える。


「やはり、第一はここでござったな。──覚えておるか？　拙せつ僧そうを」


　霧へと、虚無僧が問うた。その前で、しゅるしゅると、霧がカタチをつくっていた。


　さまざまなカタチがあった。


　蛇へび。


　狼おおかみ。


　獅し子し。


　蝙蝠こうもり。


　だが、奇き矯きようなことには、そのどれもが半はん透とう明めいで──どこか子供が描えがいた落書きのような未完成さがあったのだ。


　たとえば蛇には瞳が無く、狼には尾おが無く、獅子には牙きばが無く、蝙蝠には耳が無かった。


　欠けた、ガラスの獣けもの。


　そんな優ゆう雅がさと、稚ち拙せつさのあいまった怪かい物ぶつたちであった。


「相も変わらず、つまらん小細工じゃな。孵ふ化かしたてだと、まあそんなもんじゃろうが」


　虚無僧が、錫杖で肩かたを叩たたく。にやりと、藺い笠がさの中で、意地悪く唇くちびるを歪ゆがめたのが分かるような叩き方だった。


　瞬転。


　牙なき獅子が跳とんだ。


　巨きよ大だいな身体からだは、竹をかすめつつ宙を裂さき、真っ向から爪つめを叩き落とした。


　錫杖が唸うなった。


　タイミングをずらして、足元から蛇が、左斜めから狼が、頭上からは蝙蝠が襲おそいかかる。錫杖はその間を縫ぬい、獅子の鼻はな面づらを打ちよう擲ちやくしたのである。


「…………っ」


　いつきが、思わず息を呑のむ。


　蛇の毒どく牙がも、狼の突とつ撃げきも空を切り、虚無僧の身体は竹林に躍おどった。


　けして見通しがよいとは言えぬ。


　光源は、濃のう霧むに滲にじむかすかな明かりだけ。


「ほれほれぇ！」


　なのに、一切の不自由がないように、虚無僧は錫杖を振ふるうのである。


　そのたび、狼の脚あしが砕くだけ、蛇は半ばからちぎられた。蝙蝠が叩き落とされ、一度は起きあがった獅子も、二度目は脳天から錫杖を喰くらって霧む散さんした。


　嵐あらしというならば──この僧そう侶りよこそが嵐であった。


「ほれ、どうした？　手負いの獣らしくもう少し頑がん張ばってみるでござるか？」


　残った狼へ、虚無僧が呼びかける。


　言葉面こそからかっている風だが、仕し種ぐさには一切の油断が無い。それもまた、この虚無僧が習得した技術のように見えた。


「今こ度たびの卵が、どういう孵化をしたのか、知っておく必要もあるからの。おぬしはとくと検分させてもらうでござるぞ」


　すう、と錫杖が突つきつけられる。


　そのとき、いつきは視た。


　残った蝙蝠が、片かた翼よくを失いながらも飛んで、虚無僧の背中に牙を剝むいたのを。


「後ろ！」


　叫さけぶのと、ぐうんと虚無僧の手が伸のびるのと、どちらが早かったか。


　蝙蝠の牙がかすめ、袈け裟さの肩口が破れた。


　同時、後ろ殴なぐりに振るわれたバックハンドブロー。その拳こぶしが蝙蝠をとらえるや、虚無僧が真しん言ごんを叫んだのである。


「あまねく金剛尊に（ナウマク　サマンダ　バザラ）──」


　指が印形をつくる。


　真言、印形──ともに不動明王。


　憤ふん怒ぬの炎ほのおにより、人々の煩ぼん悩のうを焼き払はらうとされる、明王の長。


「帰命したてまつる（ダンカン）！」


　拳から、猛もう烈れつな炎が渦うず巻まいた！


　極度の熱量に、たちまち霧きりの蝙蝠が蒸発する。物質的な炎ではなく、魔ま性しようをも滅めつする、呪じゆ力りよくの成した炎であった。


「……ちい。やりすぎたわい」


　拳から火の粉を振るい落として、虚無僧がぼやく。


　いつのまにか、狼も姿を消していたのだ。


　霧も、いくらか薄うすくなっているように感じられた。


「…………はあ」


　尻しり餅もちをついたまま、ためいきをついたいつきである。


　その少年へ、虚無僧が振り返った。


「おぬし……何者でござる？」


　藺い笠がさの内側から、問いが発された。


「な、何者？」


「今の獣が見えたんでござろう？　常人の目に映らんものが見えるとなれば──そうは思えなんだが、魔ま法ほう使つかいか」


（え……）


　戸と惑まどう間もなかった。


　じゃらり。


　いきなり、虚こ無む僧そうの袈裟から、十本近い棒が生えた。


　錫しやく杖じよう、棍こん棒ぼう、長なぎ刀なた、六角棒──一体どこに収納していたものか、あたかもハリネズミのごとく、ありとあらゆる法具がその腕うでや背中から湧わいて、いつきの方向を向いたのである。


「え、え、ええええええっ」


「満足な答えが出ぬようなら、いささか痛い目を見てもらうかもしれんぞ？」


　大真ま面じ目めな声で、虚無僧が尋たずねる。


「い、いや、その、い、犬を追っていただけなんです」


「ほう？　犬？」


「は、はい！　住宅街で傷だらけの子犬を見つけて……包帯ぐらいしてやろうと思って追いかけて……気がついたらここにいて、なんか霧が湧いちゃって──」


　自分でも、異様に説得力のない言葉だと思った。でたらめでも、もう少しはまともな話になるだろう。


　しかし、


「そうだったのかあ！」


　いきなり、虚無僧が絶ぜつ叫きようしたのである。


「す、すまぬ！　よもや、こんな時代には稀まれな善よき男おとこを脅おどしてしまうとは！　この隻せき蓮れん、一世一代の不覚でござる！　このお詫わび、かなうものならば、腹を切ってでも──」


「い、いえ、そんな切腹なんか！」


「いいや、拙せつ僧そうの気がすまぬ！　せめて何かお詫びをば──」


　藺い笠がさを脱ぬぎ、がばあっと大おお仰ぎように背中を曲げる。


　がっちりとした顔つきであった。猫屋敷よりも少し上、多分三十かそこらと見てとれる。頭は五分刈がりで、とにかく実直そうな印象ばかりが強い。今の台詞せりふもごくごく真剣に言っていることが汲くみ取れた。


　と──何か、名案を思いついたように、虚無僧が手を叩たたいた。


「おお、そうじゃ！　あれはまだ残っておったかの」


　ごそごそと懐ふところを探さぐり、一枚の紙切れを差し出す。


　名めい刺しだった。


　水すい晶しようの透すかしが入った紙に、行書体で、セピア色の文字が並んでいる。


　どこかで、よく見た品だった。


「一応、拙僧、こういう会社に勤めておってな。困ったことがあれば、いろいろ相談に乗れると思うぞ」


　照れくさそうに、虚無僧──隻蓮が言う。


　名刺には、その名前とともに、こんな文句が刻まれていた。





〈魔法使い派は遣けん会社・アストラル


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　　　　＊





　濃こい霧が、街を覆おおっていく。


　フィンのヤドリギが切り開いた景色も、それにつれて白く塗ぬりつぶされていった。


　だが、そうなっても穂波は動けなかった。


　寸前に見た光景が、目に焼きついていた。


「今のは……」


　震ふるえる声で、言う。


　霧きりの内側に──彼女は見たのである。


　清せい冽れつに皓しろく、蠢うごめくモノ。


　胎たい動どう、といっていいだろうか。


　どくんどくんと、規則正しい鼓こ動どうを続ける何かが、霧の内側には存在していたのだ。


　しかも、それを穂波は知っていたのである。


「あれって……の卵？　なんで、こんなときに……」


　かすれた穂波の言葉に、フィンは片目をつむった。


「やっぱり、ホナミは知ってたのかな？　この街の事情」


「あ」


　穂波が口を押さえる。


「いいよいいよ。魔法使いが気安く秘密を喋しやべるものじゃないし」


　しっとりとまとわりつく霧を払はらい、若者は答えた。


　最前、霧を消し飛ばした魔法の気配は、もうどこにも残っていない。呪じゆ力りよくの残り香がさえ、跡あと形かたもなく払ふつ拭しよくされている。呪力の制せい御ぎよは魔法使いにとっての必ひつ須す技術であるが、フィンのそれは異様なまでにずば抜ぬけていた。


「──ただ、さっきのは、誰だれかがその秘密に近づいちゃったんじゃないかな？」


　フィンの言葉に、穂波が青ざめる。


「……いっちゃん」


「彼と決まったわけじゃないだろう」


「でも！　この街で、うっかりそんなんにひっかかるような魔ま法ほう使つかいなんてほかにおらへん！」


　いつきがいれば渋じゆう面めんをつくりそうな物言いではあったが、真実には違ちがいなかった。


　期せずして、ほぼ同じことをアディリシアが思っていたのだが、ふたりの魔女の思考回路が相そう似じしている証左であろう。


　小さくかぶりを振ふって、フィンは問いただす。


「だとして、どうするつもりだい」


「どうするも、こうするも……」


「この霧で街がどうなってるかも、とうに気がついているはずだけど？」


　手を広げたフィンに、穂波は唇くちびるを嚙かむ。


　夜とはいえ、さきほどまでは、かすかながら人の声があった。繁はん華か街がいからは喧けん騒そうが、住宅街からは夕ゆう餉げと思おぼしい団だん欒らんの声も聞こえていた。


　今は、綺き麗れいに絶えていたのである。


「街が眠ねむっている」


　と、フィンは告げた。


「眠り自体は、特に珍めずらしい現象じゃない。呪じゆ波は汚お染せんに限らず、人を眠りにいざなう呪的現象は数多い。ただし、それが都市ひとつなんて規模じゃなければね」


　ゆっくりと、若者は少女をさとす。


「さすがに、こうなると〈アストラル〉だけの秘密にはできない。〈協会〉の判断を仰あおぐ必要もあるし、この規模の事件なら、確実に有ランク扱あつかいされるはずだよ。一応、僕も〈協会〉からの監かん視しでつけられてる身だしね」


「…………」


　何か言おうとして、穂波はすぐ口を閉とざした。


　若者の言うとおりであったのだ。


　現代の魔術結社は、けして自由な存在ではない。現代社会と折り合わねばならぬ以上、どうしてもその活動範はん囲いは限られてくる。まして、〈協会〉に所属している〈アストラル〉ならば、まずは〈協会〉の指示を仰がねばならないのも道理であった。ばかりか、許可なしに下手に動けば、処しよ罰ばつ対象にさえなりうるのだ。


　だが、その場合、少なくとも一日近くのロスは生じる。


　いかに情報封ふう鎖さしたところで、その一日に生じた悲劇は取り返せない。


「それでも……あたし……」


「それでも、イツキくんを捜さがす？」


「…………」


　フィンの言葉に、穂波はためらった。


　ためらったが、答えはやはり変わらなかった。


「ごめん。あたし……」


　うなだれて黙だまりこくった穂波に、若者がにっこりと笑った。


「さて。それはそれとして、まずイツキくんの無事を確かめようか？」


「フィン──っ?!」


「可愛かわいい後こう輩はいが困ってるわけだからね。だったら僕が協力しない手はないよ」


「あ……」


　穂波の唇が、小さく開く。かすかに震え、胸の前で手を組み合わせて、うつむいた。


「ありがとう……」


　頭を下げたまま言った穂波に、フィンは頰ほおを搔かいて言う。


「それに──絶好の機会かもしれないよ」


「……何が？」


「もしも、今のがイツキくんの眼めにかかわるモノだとしたら──」


　続く一言は。


　穂波にとって、致ち命めい的てきなほどに甘かった。





「うまくすれば、イツキくんの眼を治せるかもしれない」





「……いっちゃんの、眼を……」


　衝しよう撃げきで立ち尽つくした穂波に、フィンが囁ささやく。


「だから──教えてもらえるかな？　かつて、イツキくんの視みたモノを」


「…………」


　穂波は動けない。


　それは、いつきにも秘密にしていた〈アストラル〉の秘事であった。


　かつて自分が犯おかした罪であり──なのに、自分の代わりに、いつきが受けてしまった罰であった。


（おばあさま……）


　思う。


　十年前の事件を。


〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉と呼ばれた、あの場所で起きた悲劇を。


　好きな男の子に見み栄えを張りたくて、そのせいで起きてしまった惨さん事じを。


「…………」


　やがて、穂波の口は、ぽつぽつと語り始めた。


「あれは……〈竜りゆう〉の卵や」


「〈竜〉？」


「いっちゃんは……あの日、この街で眠ねむってた、〈竜〉の欠片かけらを視たんや」


「〈竜〉の、欠片……」


　口の中で繰くり返し、フィンは静かに笑う。


　影かげに隠かくれて、穂波からは見えなかった。





　それは──人間ひととは思えないほどに、とてもとても優やさしい笑えみだった。





　　　　３




「あ、〈アストラル〉って──じゃあ隻蓮さんは──」


　まじまじと名めい刺しを見つめたいつきに、隻蓮と名乗った虚こ無む僧そうは破顔した。


「おお、知っておるのか?!　拙せつ僧そうがおらぬ間に〈アストラル〉がそれほど有名になっておったとは！」


「い、いえ。そうじゃなくて──僕は伊庭司の──」


「ああ。いやいや皆みなまで言わんでよろしい。そうかそうか、司社長のゆかりであったかよ。道理であの獣けものどもが見えるはずでござる。これは拙僧も間が抜ぬけておった！」


　ぽん、と自分の首筋をたたく。


　一体全体、まったく話が通じていない。むしろ悪化傾けい向こうである。猫屋敷もそういう節があったが、この僧そう侶りよは輪をかけて通じなかった。


「……さて」


　と、隻蓮は伸のびをして、


「悪いが坊ぼう主ず。軽く結界でも張ってやるから、今夜一晩はそこに隠れてもらうでござるぞ」


「え？　どうして……」


「街が、眠っているでな」


　打って変わった厳しい眼で告げた。


　薄うすらぎつつも竹林を覆おおっている霧きりに、その視線はすえられていた。


「──街、が?!」


「この霧が街を覆っている間は、魔ま法ほう使つかい、それもかなりの腕でなければ起きていられんさ。今回は、そういう風に孵ふ化かしておる。誰だれか知らんが、丁てい寧ねいにひとつずつ封ふう印いんを破っていきおったしな。……一晩で済まんと、死人が出るぞ」


「…………！」


　その発言のほとんどは分からなかったが、理解できたことはあった。


　この街が、何らかの形で危機に瀕ひんしていること。


　自分の暮らしている街が。


　それも、自分と関かかわる──〈アストラル〉と関わる問題で。


（……それだけじゃ、ない）


〝吾われは……誰だ……〟


　あの、不思議な『声』にも、聞き覚えがあったのだ。


　どこか懐なつかしく、強大なくせに弱々しい、かぼそい『声』。


（僕と、関係がある？）


　いつきは、自問する。


　右目と共鳴していたような、そんな気がした。


（この眼に……関係がある……？）


　考えるだけで、恐おそろしかった。


　さきほどの痛みも、灼しやく熱ねつも、精神こころの芯しんまで抉えぐっていた。味わわずにすむのだったら、ずっと自分の部屋に閉じこもってもいいぐらいの、壮そう絶ぜつな苦痛であった。


　だけど。


　──『君は、どんな社長になりたいんだい？』


　そう言ってくれた若者の記き憶おくが、まだ胸の中に残っていた。


「そういうわけでな。悪いが、拙僧はちと急……」


　錫しやく杖じようをつき、結界を張ろうとした隻蓮を、いつきは引きとめた。


「隻蓮さん……」


　ごくりと唾つばを飲み込んで、言う。


「教えて……ください。何が……起きてるんですか？　さっきのは……なんだったんですか？」


「訊きいてどうする？」


「僕には……訊く義務があるんです」


「義務？　何の？」


　いぶかしむ隻蓮に、今度こそ胸を張っていつきは答えた。


「社長として、です」


「──社、長？」


「〈アストラル〉の現社長・伊庭いつきとして、今回の事件の説明を求め──」


　ます、と言いかけたときだった。


　再び、右目が、ごおっと燃え上がった。


「──坊主っ?!」


　膝ひざが折れる。


　眼帯の奥で、じくじくと右目が蠢うごめき、吼ほえたのである。





【……見ミロ。視ミロ。観ミロ】





（なんで……終わってない……っ?!）


　いつもならば、終わったあとはひきずらない発ほつ作さが、たてつづけに起きていた。


　ばかりか、その痛みにひきずられるようにして、霧が巻いたのだ。


　竹林が、震ふるえた。


　一時は散っていた霧が集まり、再びガラスの獣の姿を取る。


　蛇へび。


　狼おおかみ。


　獅し子し。


　蝙蝠こうもり。


　一部の欠けたところも、以前と変わらない。そのままの姿での復活であった。


「な……っ?!　折しやく伏ぷくしたはずじゃぞ?!　再生にも気が早すぎる！」


　じゃらん、とさきほどいつきに向けられた法具たちを隻蓮が構える。





【……見ミロ。視ミロ。観ミロ】





　その間も、右目が叫さけぶ。


　声を限りに、叫ぶ。


　まるで、兄弟でも呼ぶように。肉親でも呼ぶように。


　それにともなって、ガラスの獣けものはとめどなく数を増やしていく。十……二十……三十と、竹林を埋うめ尽つくしてゆく。


「おぬし……？」


　隻蓮が、ようやくその関連に気がついたようにいつきを見下ろした。


「まさか、その眼めは……おぬし、司殿どのの息子むすこなのか？」


　答えることもできなかった。


　ますます右目は熱く、燃えたぎっている。


　いつにも増して、いつきの神経を、内臓を──そして脳までも焦がしていく。


「くそ！　その眼帯を貸すでござる！」


　強ごう引いんに頭を振ふり向かせ、隻蓮の手がいつきの顔をわしづかみにした。


（あ…………っ！）


　一いつ瞬しゆん、いつきは絶望にかられた。


　眼帯が、もぎとられたのだ。


　だが、妖精眼グラム・サイトが露あらわになることはなかった。


　すかさず、いつきの右目から頭部をまわして、ぐるぐると数珠じゆずが巻まきつけられたのである。


　印をつくり、隻蓮が真しん言ごんを唱える。


「烏枢沙摩明王に帰命したてまつる（オン　シユリマリ）！　鉤をもって、策をもって　汝の権威のもとに縛らんことを（ママリマリ　シユシユリ　ソワカ）！」


　烏う枢す沙さ摩ま明王。


　時には五大明王にも数えられる、あらゆる不ふ浄じようを焼き清める仏の化け身しん。


　その権威を借りた呪じゆ力りよくが、いつきに巻きついた数珠へほとばしった！





「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！！！」





　一瞬、右目の灼しやく熱ねつが倍にも膨ふくれ上がり──おさまった。


　ほぼ同時に、ガラスの獣たちも、まるで尋たずね人びとを見失ったかのように、あっという間に消えうせたのである。


「あああ、あ……」


　がくりと、いつきが首を落とす。


　意識を失わなかったのが、不思議なぐらいだった。むしろ、極度の苦痛が気絶さえ許さなかったというべきか。


「やはり、ユーダイクスの眼帯でござったか」


　その目の前で、眼帯をぶらさげて、隻蓮が眉まゆをひそめた。


「すべて、機能を破は壊かいされておる。これでは、何の封ふう印いんにもならんでござる」


「破壊……されてる……？」


　やっとのことで、いつきが目線だけをあげた。到とう底てい、顔をあげるほどの気力はなかった。


　代わりに、隻蓮の方が膝ひざをついたのだ。


「失礼したでござる。若」


「え。ええっ……」


　驚おどろく声さえ、ろくに出ない。


「いくら立派にご成長されていたとはいえ、若を見み抜ぬけぬとは、この隻蓮、一生の不覚。いかなる罰ばつも受ける覚かく悟ごでござる」


「い、いや……そんなの、いいですから……若とかも……いらないですし……」


　かろうじて、淡あわく愛あい想そ笑いする。


（じゃあ……この人と僕、昔会っていたんだ……）


　思いながら、肝かん心じんなことを訊きく。


「それ、より、今の……どういうこと……ですか……？　眼帯が……破壊されてるって……」


　すると、隻蓮は一本気な顔をしかつめらしく歪ゆがめた。


「この眼帯、ユーダイクスとヘイゼル、そして拙せつ僧そうの三人で造った品でござる。ですが、魔ま眼がんを封じるための仕し掛かけが、ほとんどすべて壊こわされております。それも──さきほど少し話しましたが、この街の封印を破ったやり口とまったく同じ。呪力をかき乱され、内側から壊されてござる。若の眼からいって、眼帯を壊されては魔ま性しようをおびきだしてしまうのは必然」


「…………っ」


「若、心当たりはないでござるか？　この数時間ほどで、若の眼帯を壊してしまうような魔法使いに会った覚えは？」


　隻蓮が、くずおれたいつきへと訊く。


　はたして──いつきに心当たりはあった。


「まさか、フィンさん……」


「どうしたでござる？」


　あわただしく、スーツの胸むな元もとから携けい帯たいを出して、ダイヤルする。穂波の番号。続けて、〈アストラル〉とアディリシアの携帯へ。


　どれも、まったくつながらなかった。


「──若？」


「……すぐに……戻もどらないと……っ」


　フィンが、眼帯を壊した魔法使いだとは思えなかった。


　だが、ほかに思い当たらないのも事実であった。


　──『強く、おなりなさい』


　くしゃりと、頭を撫なでられた記き憶おく。


　その直後に、右目の暴走でのたうちまわった自分。


　無理矢理に膝へ力をこめ、立ちあがる。痛みの残像よりも、疲ひ労ろうよりも、ただ焦あせりの方が強かった。


「何をするつもりでござる？」


　尋ねる隻蓮に、いつきは答えた。


「話を……聞くんです……」


　歯を食いしばって、もう一度言った。


「……聞かなきゃ……いけないんです」





　　　　４




　いつも、夢であの日のことを見る。


〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉と呼ばれた小さな洋館へ、男の子を連れていってしまったときのこと。


　そこが、竜りゆう穴けつともパワースポットとも呼ばれる心霊現象のるつぼと知りながら、「あたしは魔法使いなんだよ」と見み栄えを張るためだけに、連れていってしまった日のこと。


　穂波は六歳で、男の子はまだ五歳だった。


　いつもおどおどしている少年の本当を、穂波は知っていた。


　祖母が、教えてくれたのである。


『あの子は、妖精眼グラム・サイトを持っているんだ』


　と。


　そのとき、穂波はどれだけわくわくしたことだろう。


　誰だれにも言えない、魔法使いという力。


　誰にも言えない、魔法使いという修しゆ行ぎよう。


　でも、そんなものがなくても男の子は特別だった。


　妖精眼グラム・サイト！


　とても昔の魔法使いだけが持っていたっていう、伝説の瞳ひとみ。


　誰にも言わなかったけれど、男の子は穂波にとってのヒーローだった。誰にいじめられていても、どれだけ怖こわがりなことを言っていても、穂波には関係なかった。


　だから、だろう。


　ついに我が慢まんできなくなって、男の子を連れだしてしまったのは。


　秘密を、共有したかったのである。


　自分たちは『とくべつ』なんだから──だから、仲良くしようと。


　なんてわがまま。


　なんて不格好。


　なんて……愚おろか。


　そして、その愚ぐ行こうは相応以上の罰ばつで報むくいられた。





　出会ってしまったのだ。





　それが──〈竜〉の欠片かけら。


　女の子をかばい、男の子はそれを見た。


　よりにもよって、見たものの奥の奥までを、底の底までを、完かん膚ぷなきまでに見み抜ぬくという妖精眼グラム・サイトで。


　それはつまり。


〈竜〉という概がい念ねんを、自分の中にとりこむことと同じ。


　矮わい小しような人間が、〈竜〉を理解することなどかなうはずもない。


　だから。


　結局それは、ひとりの男の子に、女の子が爆ばく弾だんをつけてしまったという話。


　誰にも解除できず、いつ爆発するかも分からず、たとえ爆発しなくても男の子を苛さいなみつづける──そんな最悪な爆弾を埋うめこんでしまったという。





　ただそれだけの、滑こつ稽けいな話。





　　　　＊





「〈竜〉……ですか？」


　黒羽が、ぱちぱちと瞬まばたきする。


　眼下には、霧きりに覆おおわれた布留部市が広がっていた。雲はないため、屋上からは月も星も見て取れる。


　ビルの、屋上である。


〈アストラル〉の周囲で最も高いビルの屋上へ、黒羽の騒霊現象ポルターガイストを使って、移動したのだった。


　そこから見れば、布留部市の様子は一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。


　真っ白な──暴力的なまでに白い霧に包まれた、小さな地方都市。


「当時の僕は、まだ新人だったものであまり関かん与よしてないんですけどね」


　猫屋敷が、弁明する。


「この布留部市に〈アストラル〉をつくった理由というのが、確か眠ねむれる〈竜〉を抑おさえるためだったと聞いています」


「でも、〈竜〉なんて……」


　言いかけて、黒羽は口をつぐんだ。


　自分が入社した頃ころ、三つ首の魔犬オルトロスがいたことを思い出したのである。最近になって、どこかへ引き取られたらしいが、あれはまぎれもなく人知の及およばぬ生物であった。


「この場合に使う竜は、単なる魔ま獣じゆうとは異なりますけどね。そもそも、魔獣というところの竜はいくつかの種類に分かれます。今言った魔獣としての竜。魔法使いの潜せん在ざい意識に潜ひそむ、『力』の象しよう徴ちようとしての竜。


　──そして、自然現象が具象化した、自然霊ワイルドハントとしての竜」


　最後を、猫屋敷は厳おごそかに告げた。


　その雰ふん囲い気きに押されて、黒羽が言葉を失う。


「もっとも、竜りゆうに準ずる自然現象は、別に呪じゆ力りよくが関与せずともお目にかかれますけどね」


「…………え？」


　間ま抜ぬけな顔をした黒羽に、猫屋敷は身近な単語を告げた。


「嵐あらしですよ」


　人差し指をくるくると回してみせる。


「自然霊の竜は、いろんな神話に登場しますけどね。日本ではオロチ、中国では女ジヨ媧カ、ギリシャ神話だとテュポーン。このテュポーンを英語読みするとタイフーン。──つまり、嵐です。おおよそ能力の規模もこれに準ずると考えていただいて結構です。布留部市全体っていうのは、それほど大きい方じゃありませんね」


　黙だまったまま、黒羽は大きく目を見開く。


　その規模を想像し、圧あつ倒とうされたのである。


　布留部市全体を包む──竜。


　この霧が、単なる力の発はつ露ろではなく、竜そのものの具現化だとしたら。


「で、でも、嵐が来たからって、皆みな眠ねむったりしないじゃないですか！」


「そりゃそうです。嵐は、自然現象であっても、自然霊じゃないですから。嵐というレベルの自然現象に、なんらかの事情で呪力が干かん渉しようしたとき──あるいは、〈竜〉となりうるということです」


　くるくる回していた人差し指に、横から別の指をからめ、竜──というか蛇へびのできそこない──みたいなカタチにしてみせた。


「まあ、分かりにくければ、嵐の幽ゆう霊れいと思って下さっても結構ですよ」


「あたしみたいに、ですか？」


「ええ。死んだ人皆が黒羽さんのようになるわけじゃないでしょう？　同じですよ。自然現象の中で、稀まれに〈竜〉になりうる条件がそろう場合があるってことです。もっとも、カタチは必ずしも竜とは限りませんけどね」


　猫屋敷は知らない。


　ちょうど同じ頃、竹林で〈竜〉の欠片かけら──ガラスの獣けものたちと、いつきたちとがやりあっていることを。


　あくまで、青年陰おん陽みよう師じが述べているのは、〈竜〉という現象についての一いつ般ぱん論ろんだ。


　今の〈アストラル〉で最も古株である彼にしてから、創設時のことについては知らぬことの方が多いのだった。


「なんで今……そんなのが……」


「さて」


　だから、黒羽の疑問にも答えられず、首を横に振ふるしかなかった。


　それから、みかんへ視線を移した。


「むにゃ……もう持てないよー、水風船千個は無理だよう。ボンボンできないよう。壊こわれちゃうよう」


　何の夢を見ているのか、白虎と一いつ緒しよに毛布にくるまったまま、手足をばたつかせている。


　その額に霊れい符ふをあてて、猫屋敷が囁ささやいた。


「疾チツ──！」


「「ふにゃあっ！」」


　小さな電でん撃げきが走るや、みかんと白虎がそろって悲鳴をあげ、とびあがったのである。どっちが猫ねこだか分かったものではない。


　目をぱちくりさせて、みかんがふるふると顔を振った。


「あ、あ、何?!……え、ここどこっ？　外っ？」


「隣となりのビルですよ。事情は黒羽さんから聞いておいてくださいな」


「え？　あ、あ……はい」


　指名された黒羽があわててうなずく。


　その間に、猫屋敷は白虎の首元をつまんで、ほかの三匹びきと合流させた。


「白虎。朱雀。青龍。玄武。皆、お願いしますよ？　まずは社長か穂波さんを見つけないと、かなりまずそうなんですから」


　ひとつ、呼吸を整えて。


　すうっと扇せん子すを持ち上げ、翻ひるがえす。


「ひとつがふたつ、ふたつがよっつ、よっつがやっつ、やっつがじゅうろく──」


　扇子がまわる。


　猫屋敷の口上を受けて、四匹の猫たちが身を震ふるわせた。


「太極より両りよう儀ぎ生じ、両儀より四象に至り、四象は八はつ卦けへと変わり、八卦は六十四卦けの大成卦となす。されど、我はその爻こうを押し開き、三百八十四の爻を結ばん──」


　い～～～～～～～～～～～～～～あ～～～～～～～～～～～～～～


　ひしりあがる、猫たちの声。


　四匹の猫が──いいや、正確にはその影かげが、静かに数を増やしていく。


　猫屋敷の言葉通りに、一匹が二匹、二匹が四匹、四匹が八匹と、急速に増ぞう殖しよくしていったのである。


　六十四卦三百八十四爻こうの陣じん。


　猫屋敷の絶ぜつ妙みような呪力操作が可能とする、使い魔アガシオンの増ぞう幅ふく術だった。


「……お願いしますよ」


　祈いのるように、猫屋敷が呟つぶやく。
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　そして、猫たちの影は、一いつ斉せいに眠ねむれる街へと走り出した──
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　白く冷たい霧きりの中でも、そのタワーは傲ごう然ぜんと天をついていた。


　街の中央。


　布留部市のシンボルともされる、クリスタル・タワーだった。


　かつて好こう況きように沸わいたとき、前市長が建てた市庁舎である。全面ミラーガラスというだけでなく、その内側には、当時としては最さい先せん端たんの設備が導入されていた。全高百メートルを超こえる高さと、前の市庁舎の土台を流用した洋館とのミスマッチは、市民にも広く好評を得ている。


　穂波たちは、そのタワーの真下にいた。


「分かる？　穂波」


「うん……なんとか」


　フィンの問いに、穂波がうなずいた。


　冬服から取り出されたのは、真ん中の穿うがたれた小さな円石サークルストーンだった。


　ケルトにおいて、自然に穴の開いた石は珍ちん重ちようされ、魔ま術じゆつの媒ばい体たいとして使われる。穂波の呪じゆ力りよくを伝導させるにも最適な品であった。


　分かれ道のそれぞれに、ひとつずつの円石を投げ、穂波は低く呪句を唱えた。


「力の円えん錐すいのもと、我は乞こう。円石の祝福もて、我の水面に映りし人を捜さがし求めよ」


　すると、円石はそれぞれが独立して、生き物のごとく転がりだしたのである。


　タワーの周囲をまわり、霧の中へと消えていく。


「やっぱり、ケルト魔術を使わないんだね」


　と、フィンが口にした。


「ケルト魔術やけど？」


「源に月や円錐の力を使うのは、魔女術ウイツチクラフトだろう？　少なくとも真正のケルト魔術とは言えない。そりゃあ相あい性しようは悪くないだろうけど、強ごう引いんに組み合わせれば、無理が生じる。ホナミだからこそ、その無理も通せてるけどね」


「……あまり、真正のやり方は好かないんや」


　少女は、視線を落とす。


　穂波たちの探しているのは、〈竜りゆう〉の──いうなれば卵であった。


　霊脈レイラインといい、竜りゆう穴けつという。あるいは竜穴をさして、パワースポットとも呼ぶ。


　つまるところは、世界を流れていく呪力の大河である。


　偏へん西せい風ふうが地球の自転によって世界を巡めぐるように、呪力もまた大きな流れをともなって世界を巡っていく。


　この流れに置かれた街は栄え、特に呪力の噴ふん出しゆつする竜穴のそばにある都市は一国の首都にもなりえるという。


　しかし、時にその霊脈レイライン同士が拮きつ抗こうしあう場所がある。


　海かい峡きようの大おお渦うずを思えばいい。


　複数の流れが近接しあっているがために、呪力が反発し、巨きよ大だいな渦をつくって閉じてしまうのである。


　このとき、呪力はさまざまな形をとる。


　そして、長いこと同じ場所でよどみつづけた呪力は──やがて、ひとつの意思を持つこともあるのだ。


　オロチとも、女ジヨ媧カとも、ティアマトとも、テュポーンとも呼ばれる、意思を持つ現象。


　それらを総して、こうもいう。


　すなわち


　──〈竜〉。


　と。


「この街での基本的な霊脈レイラインの流れはふたつある。丹に生う山から街の東部へと抜ぬける流れ、葦あし原はら山から街の西部へと続く流れ。厳密な中心点は常に移動するけれども、ホナミなら分かるはずだ。かつて会ったことがある以上、そこには糸パスが生じるからね」


　フィンの説明に、穂波は思い出す。


　そう、会ったはずなのだ。


　自分と、〈竜〉の欠片かけら。あちこちつぎはぎな記き憶おくだけれども、確かに出会ったはずなのである。


　──『いっちゃん！　いっちゃん！　いっちゃん！』


　泣き叫さけんでいた自分。倒たおれている男の子。


　あのとき、確かに見た。


　見た瞬しゆん間かんに、自分の意思もプライドも砕くだけ散った。あまりの恐おそろしさに魔法も魔術も忘れて逃にげまどい、男の子に助けられたのだ。


　その記憶を使って、糸パスをつなぐ。


　眠れる卵を、探し出す。


「卵を引きずり出す？」


「そうなるね。主因となっている卵をこちらで引きずり出せれば、イツキくんがトラブルにあっているとしても、自然に解決する」


　フィンが、静かに言う。


「彼の妖精眼グラム・サイトは、元来のものから強大な呪力で歪ゆがめられてる。いくら優ゆう秀しゆうな魔法使いでも、その穢けがれ自体をはらうことは不可能に近いだろう。でも、〈竜〉なら話は別だ」


　囁ささやきは、穂波の耳じ朶だを優やさしく撫なでた。


「いっちゃんの眼めが、治る……？」


　穂波は、無意識に呟つぶやいていた。


　どれほど、夢に見たことだろう。


　どれほど、願ってきたことだろう。


　穂波にとって、それは何物にも代え難がたい、一番大切なことであった。だからこそ、一番の魔ま法ほう使つかいになろうとした──それほどの望みであった。


　いや。


　──償つぐないであった。


　その穂波の横顔を見ながら、フィンが続ける。


「自然霊れいとしての〈竜〉は純じゆん粋すいな『力』だ。まして、もともとの歪みが〈竜〉によるものだからね。霊的相そう似じはこれ以上にないだろう」


「……うん」


　何度も、穂波はうなずく。


　術式は、フィンから聞いていた。


　本来のケルト魔術の使い方。穂波がやっているような、月や力の円えん錐すいを使ったものではなく、古代からのやり方。


　樫の木の賢者ドル＝ウイドが行っていた、最も強大なケルト魔術。


「あたしは、〈竜りゆう〉を──」


　そう、言いかけたときだった。


　不意に、フィンは眉まゆをひそめた。


「ごめん。先に行っててくれる？」


「ええ、けど……？」


「うん。じゃあお願い」


　背中を押すようにして、穂波を円石サークルストーンの消えた向こうへ送り出す。何度か不安そうにこちらを振ふり返っていたが、すぐに少女の姿は見えなくなった。もとより、十メートル先も怪あやしい霧きりである。


　残ったのは、フィンひとり。


「……やれやれ」


　軽く肩かたをすくめ、若者は小さく深呼吸する。


　すると、


「どちらへいらっしゃるつもりですの？」


　優美な声が、虚こ空くうから降り落ちたのだ。


　フィンは、ゆっくりと見上げる。


　淡あわい月光に照らされ、巨きよ大だいなギンザメが霧に滲にじんでいた。グロテスクな外見にもかかわらず、その姿には不思議な威い厳げんと美しさがあった。


　七十二の魔神としてのものか。


　あるいは、その魔神を従える少女のためか。


　少女の手元へ、翼つばさをはためかせ、黒くろ鳩はとが着地する。


　こちらは、隠かくれたものを探し出すというソロモンの魔神──シャックス。フィンたちを見つけたのも、この黒鳩だったのだろう。


「この霧のことも含ふくめて、詳くわしく説明していただきたいところですわね」


　狭さ霧ぎりに似つかわしい、黒い夜のドレスを纏まとって、少女は微笑ほほえんだ。





　アディリシア・レン・メイザースが、そこにいた。
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　緊きん張ちようを伴ともなった対たい峙じは、数秒きりだった。


「これはどうも。半日ぶりですね」


　中空へ向け、フィンがいつもの笑顔で、にこやかに一礼する。なんら含むところも感じられない、素す直なおな笑み。


「…………」


　ギンザメに乗ったアディリシアは、すっと手を持ち上げ、霧を握にぎった。


　握りしめた指の間から、冷たい水の分子がこぼれていく。


「この霧……」


　と、魔ま女じよは口にした。


「〈竜りゆう〉の、吐と息いきですの？」


「さすがはメイザース家のご当主ですね」


　苦く笑しようして、フィンが頰ほおを搔かく。


「少しばかり、この街については調べましたもの。推測に至ったのは、この霧が出てからのことですけれど」


　アディリシアの声はひどく冷ややかだった。


　碧へき眼がんが、槍やりのごとくに若者の胸を突つき刺さす。人によっては、それだけで心臓が止まってしまいそうなほどの厳しい視線であった。


「この街で、どうするつもりですの？」


「……どう、とは？」


「ホナミは知りませんが、私はあなたを無条件に信しん頼らいする気にはなれません。あなたの来訪と、たった半日で〈竜〉が孵ふ化かしつつあること。ふたつを切り離はなして考えられるほどお人ひと好よしでもありません」


　あくまで表面上は穏おだやかに、アディリシアは話す。


　その足元で、フィンがため息をついた。


「困ったな。あなたに妨ぼう害がいされるのはあまり考えてなかった」


「〈アストラル〉と提てい携けいした以上、この街は〈ゲーティア〉の地でもあります。その土地を身勝手に弄もてあそぼうとするなら、たとえ誰だれであろうとも、相応の覚かく悟ごをしていただきます」


「……覚悟、ですか。怖こわいですね」


　言いながら、若者の周囲に不可視の渦うずが生まれる。


　呪じゆ力りよくであった。


　妖精眼グラム・サイトを持たぬアディリシアには見えず、しかし肌はだにはびりびりと感じられた。子供の頃ころから慣れ親しんできた、魔術の気配。自分に勝まさるとも劣おとらないほどの、精密に制せい御ぎよされた呪力であった。


「そういえば、あなたはホナミの先せん輩ぱいでしたわね」


　と、アディリシアは漏もらした。


「世界にも稀まれなケルト魔術の使い手。確か、ドルイドの使った最大の魔術は、一国をも覆おおった霧きりではなかったかしら。それも確か、〈竜〉にちなんだ伝承でしたわね」


　にこりとフィンが笑った。


　悪意など欠片かけらも感じさせない、無む邪じや気きな笑えみだった。


「我は命ずるハイル」


　その笑顔のまま、手が霞かすみ──ヤドリギの矢が飛んだ。


　螺ら旋せんのごとく霧を抉えぐり、曲線を描えがいて、ギンザメに乗った少女へと襲おそいかかる。


「あいにく、その手はホナミで慣れてますわ！」


　ギンザメの尾おが、ヤドリギを弾はじき飛ばす。


　それと同時に、黒くろ鳩はとが羽ばたいた。


　嘴くちばしが広がり、呪力を放つ。


「ＱＷＰＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！」


　忌いみ声。


　万ばん物ぶつを腐ふ敗はいさせるその声に、霧が揺ゆらぐ。まともに喰くらえば、呪のろいによって、たちまち骨から内臓にいたるまで腐くされ落ちる。


　あわせて、若者の指が円石サークルストーンを弾いた。


「我は命ずるハイル」


　呪文はなく、呪力を励れい起きする仕し種ぐさもない。だが、ただそれだけの言葉で、ふたつの石が互たがいにかち合った。


　しん、と音が凪ないだ。


　ふたつの石の響ひびきと、黒鳩の忌み声が完全に相そう殺さいしきった結果であった。


「────っ」


　アディリシアは、戦せん慄りつする。


　これほど鮮あざやかに、魔術を破られたことはなかったのである。あのユーダイクスと対したときですら、消しよう耗もう戦となるだけの余地はあったのに。


（本当に……ホナミと同じケルト魔術？）


　穂波なら、詠えい唱しようはあった。媒ばい体たいに呪力をこめる隙すきもあった。


　その間につけこむことも、逆につけこんだアディリシアへ穂波が罠わなをかけることもあるはずだった。


　そんな、基本的な攻こう防ぼうすらない。


　ひどく自然な──まるで呼吸するような魔術。


「あなたは……何を望んでるんですの？」


　戦おののきをこらえつつ、アディリシアが訊きいた。


　フィンは、笑顔のまま。


「〈竜りゆう〉の力？　〈アストラル〉の失しつ脚きやく？　単なる魔ま法ほう使つかいとしての好こう奇き心しん？」


　言いながら、アディリシアはどれも違ちがう気がしてならなかった。


　フィンは、黙だまったまま答えない。


　ここに至っても、なお邪悪さなど微み塵じんもなく、魔法使いらしい未知への渇かつ望ぼうも感じられなかった。


　理解しがたい、存在。


　だから、だろうか。


　どうしても、心底からの敵意が湧わかなかった。強力な魔術を振ふるうのに必要な、根本的な熱情が生まれなかったのである。


（こんなんじゃ……）


　密ひそかに唇くちびるを嚙かむ。


　しかし、少女の内心を知るように、ふわりと若者は微笑ほほえんだ。


「そのどれであっても、あなたは納なつ得とくしないでしょう？」


　図星を、つかれた。


　緊きん迫ぱくの空気が、ふたりの間に凝ぎよう縮しゆくされる。


「…………」


「…………」


　わずかな、沈ちん黙もくの時間。


　ドレスから、さらにふたつの真しん鍮ちゆうの壺つぼを、アディリシアが取り出す。使うことはあるまいと思っていた、戦いのための魔神たちであった。


「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the ChiefPrince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」


　無理矢理に敵意を煽あおり、魔神を喚かん起きする切々たる詠唱をはじめて──


　途と切ぎれた。





「──アディ！」





「ホナミ?!」


　タワーの陰かげから、穂波が戻もどってきていたのである。


　大きく蒼氷色の瞳アイスブルー・アイを見開き、上空のアディリシアを向く。


「アディ、なんで……」


　一いつ瞬しゆん、息を飲み──かぶりを振って、アディリシアは言った。


「分かってますの、ホナミ。恣し意いに〈竜〉へ触ふれることは──禁忌タブーにひっかかりますわよ」


　険しい目で睨にらみつける。


「どうするつもりですの？」


「……あたしらは」


　穂波は、逡しゆん巡じゆんした。


　赤い唇を嚙み、うつむく。


　それもまた、本来この少女には珍めずらしい姿であったが──アディリシアはむしろある過去の光景を思い出した。


　学院時代の最初、ずっとクラスで孤こ立りつしていた、日本人のハーフ。たったひとつの目的を胸に、『一番の魔法使い』になろうとしていた女の子。


　アディリシアも教えられなかった、その目的は──


「──いいよホナミ。言ってあげたら？」


　隣となりから、フィンの声がかかった。


　それで、穂波は決断したように顔をあげた。


　告白は、言葉にすれば、ひどく容易たやすかった。


「あたしらは……〈竜〉を──生いけ贄にえにするつもりや」


「ホナミ──！」


　思わず、アディリシアが叫さけぶ。


　信じられなかった。


　はっきりと、禁忌タブーに数えられる行こう為いだった。それも魔法使いが魔法になろうとするのと同じ、第一級の禁忌タブーだった。


「あなた、一体、何を」


「あたしは……いっちゃんに治ってほしいから……」


　きゅっと拳こぶしを握にぎり、しかし今度はしっかりとアディリシアの瞳を見て、穂波が言う。


「イツキ、に？」


　気け圧おされるように、アディリシアが呟つぶやいた。


「やから……ひかへん」


　穂波の手が、闇やみ色のマントへと忍しのび込む。


　そこから繰くり出されるのは、いかなる魔術の秘ひ儀ぎか。


「────っ」


　アディリシアもまた、半ば無意識的に『ソロモンの五芒星』を握りしめた。


　理り屈くつではなく、分かったのだ。


　この穂波は、絶対に退ひかないと。


　正しいとか間ま違ちがっているとか、そんな基準ではなく──ただひたすらに自分の思いを貫つらぬこうとした結果、彼女はその魔ま術じゆつを行使しようとしているのだ。


（ホナミ……）


　アディリシアは、歯は嚙がみする。


（でも、こんなのは……私の本意じゃありませんわよ……）


　じりじりと、呼吸が速くなる。鼓こ動どうが速くなる。


　互たがいに、手の内を知り尽つくした相手だった。まだ見せていない手もあるが、それは相手の命を奪うばうとき以外は、けして使ってはならぬ類たぐいの秘術であった。


　ならば、結末は、どちらかの『死』か。


「…………！」





　刹せつ那な。





　霧きりが──崩くずれた。


　いいや、粒りゆう子しが集つどい、新たなカタチを取ったのである。


　そのカタチが長い身体からだでクリスタル・タワーを取り巻き、一直線に雪崩なだれ落ちて、三人の魔法使いへと牙きばを剝むいたのだ。


　すなわち、〈竜りゆう〉の牙を！


「〈竜〉が──?!」


　咄とつ嗟さに、魔神へ守護を命じる。


　だが、魔神そのものまではどうしようもなかった。


　ギンザメフォルネウスが牙に嚙み裂さかれ、黒鳩シヤツクスが顎あごに飲み込まれるのを、アディリシアは見た。


　その牙が、そのままアスファルトへ激げき突とつし──地じ盤ばんをも砕くだいた。


　砂糖細工のようだった。


　チョコレートか何かみたいに、大地がへし折れた。


　逃にげる間もなく、三人の魔法使いは、その落らく盤ばんへと巻き込まれていった。





　　　　２




　上空を飛んでいた黒羽が、最初にそれを発見した。


「猫屋敷さん、あれ──！」


「「「「にゃあにゃあにゃあにゃあ」」」」


　ついで、先導していた猫ねこたちも鳴く。黒羽の指さした方向で──霧の濃のう淡たんとしか映らなかったが──濛もう々もうと土つち煙けむりがあがっていたのである。


　クリスタル・タワーの方角だった。


「……ちと、遅おくれましたか」


　小走りに猫たちを追いつつ、猫屋敷は小さく舌打ちした。


　猫たちの影かげが帰ってきて、ようやく穂波たちがいる目星がついてきた矢先だった。しかし、この霧の中では、さしもの猫屋敷の術も効力が薄うすかったのだ。


　結果、どの程度遅れたのかは、分からない。


　五分か、それとも一時間か。


（致ち命めい的てきでなければ、よいのですが……）


「猫屋敷さん……」


　密ひそかに祈いのっていると、腰こしのあたりから心配そうな声があがった。


　後ろをついて走っていたみかんが、青年を見上げていたのだった。


　その頭を優やさしく撫なでて、励はげます。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。穂波さんは、少々のことで怪け我がしたりしません」


「うん……」


　うなずいたみかんを慰なぐさめつつ、猫屋敷は思考した。


（問題は──穂波さん自身が関かかわらされていないか、ですね）


　青年にも、予想はあったのだ。


　あのフィンが来たときから、胸むな騒さわぎはしていた。確信ではなかったが、布留部市全体の霊脈レイラインの異常には、青年も気がついていたのである。


　だが、これほどに早く事態が動くとは思ってもみなかった。


　自分の甘さに後こう悔かいする。


〈アストラル〉唯ゆい一いつの古株社員として、会社を任せられておきながら、この有様。情けないというよりも、ただ未熟さだけが痛感された。


（……司社長だったら、どう言うでしょうね）


　あるいは、ユーダイクスでもヘイゼルでも隻蓮でも。


　自分は、先せん輩ぱいたちをちゃんと追いかけられているのだろうか。それとも、差は開く一方なのだろうか。


　そんな思考を断たち切って、まずは解決への策を練る。


「黒羽さん、先行して見てきてもらえますか？」


「はい。やってみます」


　高く、黒羽が飛ぼうとした。


「！　いえ、待って」


　しかし、その直前に、猫屋敷は引き留めた。


　視線が横に流れる。


「……出てきてくださいますか？」


　そう、霧きりの向こうへ呼びかけたのだ。


　すぐにじんわりと影が滲にじみ、中肉中背の人型をとった。


「──半日空あけただけで、ずいぶんな騒さわぎになっているようですね」


「あっ……」


　その声だけで、みかんが肩かたを震ふるわせる。


　背中でかばいながら、猫屋敷は人影の名を口にした。


「……影崎さん」


　いつもの薄っぺらい笑え顔がおで影崎は応こたえた。


「いやはや。帰ってきたら、この霧でしょう。驚おどろきましたよ。あなたがたが見つからなかったらどうしようかと思いました」


　くたびれたスーツを叩たたき、きっかり六十度の角度で一礼する。


　相も変わらぬのっぺりとした表情。あらゆる特とく徴ちようを感じさせない仕し種ぐさ。この奇き禍かにあってさえも、影崎という男のスタンスはまったく変わらぬようであった。


　漂ひよう白はくされたような笑みとともに、影崎は言葉をつむぐ。


「さて、事情を教えていただけますか？　〈アストラル〉の皆みな様さま方」





　　　　＊





　パラパラと、天てん井じようから塵ちりが落ちていた。


　どこからか、電灯らしき人工の光が差し込んでおり、その光に照らされて、塵が浮うかび上がっている。美しい光景ではあったが、その分自分の身体からだも汚よごれていると思うと、アディリシアは喜べなかった。


「…………っ」


　金きん髪ぱつの縦ロールを振ふって、身を起こす。


　奇き跡せき的に、大おお怪け我がはなかった。軽い擦すり傷があちこちにあるぐらいで、ドレスにもたいした被ひ害がいはないようだった。


（フォルネウスのおかげ、ですわね）


　と、思う。


　嚙かみ裂さかれた魔ま神じん。もとより不死の魔神であれば、あの程度でどうということはない。だが、〈竜りゆう〉の牙きばによって霊エーテル体ごと散さん逸いつしてしまった以上、しばらくは喚かん起きできないのも事実だった。


　目をこらす。


　どうやら、地下街らしい。


　深夜のためか、すべてのシャッターは下ろされ、人の気配はない。


　結果、落らく盤ばんによる被害がどれほどかは分からなかったが、ひとまず瓦が礫れきに埋うまった人間はいなそうであった。それだけが、不幸中の幸いともいえた。


（さっきの〈竜〉……）


　アディリシアは思考を続ける。


　孵ふ化かに従って、〈竜〉はさまざまな異変を周囲に巻き起こす。霧もそのひとつであろうし、さきほどの霧の獣けものもそうだろう。〈竜〉が意思を持つ現象である以上、魔法使いの戦いに反応したとしても何ら不思議はなかった。


　問題は、〈竜〉の孵化が進行しているということだ。


　本来ならば、成長する前に〈協会〉で管理される。──自然霊の中でもとりわけ〈竜〉が特別視されるのは、単にその力が強大というだけではない。


　完全に孵化すれば、〈竜〉は世界を変革しうる。


　意思を持つ霊脈レイラインこそが〈竜〉の正体なれば、その〈竜〉の居場所こそは大国の首都にも匹ひつ敵てきしうる霊れい的てき都市となりえるからだ。


　もしも、その〈竜〉の存在を隠かくしていたと知れれば──


（〈アストラル〉は……〈協会〉に潰つぶされる……？）


　可能性は、非常に高いだろう。ばかりか、関かかわったものに相応の処置が下されることだってありえた。


　あの空間がなくなることを、アディリシアは想像した。


　魔法使いらしからぬ、優やさしい空間。小学生の巫女みこやら、猫ねこ好き陰おん陽みよう師じやら、ケルトの魔女やら──そして自分までもが同時にいて、矛む盾じゆんも軋あつ轢れきもない場所。


　それがどれほどの奇跡か、アディリシアは知っている。砂さ漠ばくの中で一ひと粒つぶの宝石を探すにも等しい、天文学的な確率での事象か、身にしみて分かっている。


　そして。


　あの空間がなくなれば、きっと少年は悲しむだろう。


　だとすれば、アディリシアが戦うのには十分な理由だった。


「……止めないと」


「どうして、止めないといけないんですか？」


　呟つぶやいた言葉に、突とつ然ぜん返事があった。


　ぽっかりと、地下街の闇やみへ人影が浮かび上がったのである。


「……フィン！」


　反射的に、真しん鍮ちゆうの壺つぼを取り出す。


　今度は、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく蓋ふたを弾はじき、喚起する。





「──来たれマルバス！　三十六の軍団を統すべる王！」


「──来たれエリゴール！　六十の軍団を治める、堅けん固ごなる騎き士し！」





　黄金の獅し子しが、アディリシアの左脇わきへ。


　鋼鉄の騎士が、アディリシアの右脇へと並び立つ。


　どちらも恐おそるべき呪じゆ力りよくを纏まとい、白き牙から、鋼はがねの槍やりから、壮そう絶ぜつな霊気を放っていた。


　七十二の魔神の中でも勇ゆう猛もうをもってなる、文字通り、血と戦いくさのために生まれた悪あく霊りようたちであった。


　だが、


「なぜ、あなたが出てきたんです？」


　と、若者は訊きいた。


　二柱の魔神を前にしても、まるでひるむ様子はなかった。


「〈ゲーティア〉の利権のためですか？　〈竜〉に関わる智ち慧えのためですか？」


　魔神たちと若者との間で、殺気が凝ぎよう結けつする。


　その殺気さえ受け流しながら、若者は続けて訊く。


「それとも、あのイツキくんのためですか？」


　かあっと、アディリシアの白い頰ほおが朱しゆに染まる。





「でも──そんなの噓うそでしょう」





　一言で、若者は魔ま女じよの想おもいを切って捨てた。


「────っ！」


「僕は、思うんですよ」


　微び笑しようは変わらず、若者は歌うように続ける。


「好意というのは、人が人に捧ささげるものです。魔法と同じ、何かを交こう換かんする行こう為いで成り立つ物です」


　何かの魔術書でも読み上げるごとく、若者の声が響ひびく。人の心のひだへ、直接訴うつたえかけるかにも思える、繊せん細さいで柔やわらかな声。


（……どうして）


　額に手をあて、アディリシアはかぶりを振ふった。


　やはり──ここまで言われたというのに、若者を敵として認にん識しきしきれなかったのである。


　アディリシアは、自分のことを好戦的な性格だと自覚している。そのことに別段の嫌けん悪おはなかった。魔法使いの性格としては、必ずしもマイナスではないのだから。


　なのに。


　この若者は、別だった。


　いくら敵意を煽あおろうとしても、倒たおすべき相手と自分に言い聞かせても、端はなからその感情はすりぬけていく。


　その姿が、どうしてもあの少年と重なって──心を弱くする。


　ぎり、と奥歯を嚙かんだ。


「──だから、何ですの？」


　わざと攻こう撃げき的な口調で、アディリシアは問いをぶつけた。


　すると、若者は当然のように答えた。


「魔法使いあなたには、何もないでしょう」





　その言葉は──確かに、アディリシアの胸を刺さし貫つらぬいた。





「あなたが、今いま更さら、彼に何を捧げるというんですか？　あなたが魔女である以上、他人ひとに捧げられるものなど、とうにないはずでしょう。とうに、悪魔や魔術に、あらゆるものを売り払はらったはずでしょう」


　その通りであった。


　魔法使いとは、そういうものだ。


　ほかのあらゆる道を捨てて、ほかのあらゆる恩おん恵けいを擲なげうって、ただ最初の奇き形けいに続いていこうというものたちだ。


　何十世代にもわたって、執しゆう念ねんを積み重ねていくものだ。


　そこに、個人の感情など差し挟はさむ余地はない。差し挟めるはずもない。


「まして、あなたはソロモンの姫ひめです」


　若者が、透とう明めいな笑え顔がおのままで言う。


「魔神との契けい約やくを受け継ついできたものでしょう。その契約を未来へも引き継がせるためだけにいる『歯車』でしょう」


　魔法使いという異い端たんを『続ける』ために、アディリシア・レン・メイザースは存在する。


　魔神の契約を残し、次代へと続ける装置である。


　結局のところ、歯車と言われても仕方ない。


　ソロモンの姫、七十二の魔神を使し役えきする魔法使いの中の魔法使い、それゆえに宿命は何重にも彼女を縛しばる。


　……そんなことは、ずっと前から知っているのに、若者の声はどうしようもなく鼓こ動どうを乱すのだ。


　舌が痺しびれ、喉のどがひりつく。


　心よりも先に、身体からだが若者の言葉を認めてしまう。


（……この人は）


　アディリシアは悟さとった。


　この若者には、意図がない。


　誘ゆう導どうしているのではなく、少女の怖おそれを汲くみ出しているだけ。


　噓ではない。偽いつわりではない。


　これは、確かにアディリシア・レン・メイザースの本音。


　誰だれにも話せず、自分でも目をそらしていた、真ほん実とうだった。


　それゆえに、若者は少年に似ている。


　あまりに無防備に踏ふみ込んできたために、つい思い出を垣かい間ま見みせてしまった少年と、確かに相そう似じしている。


「つまり、あなたがどのような理由で来ているにせよ、徒労です」


　若者が、結論する。


「あなたは、魔法使いとしてしか、誰にも触ふれられない。誰にも捧ささげるものがない。今ここで友人を失おうが、恋こい人びとを失おうが同じこと。──結局、いつか来る時間を早めているだけのことです」


　しん、と地下街の薄うす闇やみに沈ちん黙もくが落ちた。


　長く長く、それは続いた。


　どこからか霧きりが忍しのび込み、冷たい空気とともに舞まい込んだ。〈竜りゆう〉の孵ふ化かに伴ともなう現象は、いよいよ猛もう威いを増しているようだった。


「──では、おいとまいたします」


　フィンが踵きびすを返そうとしたとき、


「……そうですわね」


　と、アディリシアが認めた。


　フィンの笑みが、深くなる。


「生まれたときから魔ま女じよであった以上、私に──いいえ、私たちに無む垢くなところなどありませんわ」


　アディリシアは静かに言う。


「身体も魂たましいも霊エーテル体も、細さい胞ぼうの一いつ片ぺんの例外さえなく、魔術の色に染まっています。それに憤いきどおりもしなければ、哀かなしみもしません。もとより魔術の家に生まれたものなれば、それは自らを証明する礎いしずえでしかありませんもの。──ですけど──」


　ここで、少女は吐と息いきをこぼした。霧にその吐息が混じる。


　一呼吸をおいて、


「でも、だからこそ」


　と、瞼まぶたを伏ふせたまま告げたのだ。


　そっと胸に手をおき、大切なものを守るみたいにして、偉い大だいなる魔女はこう続けたのだ。


「だからこそ──この心だけは、何の混じりけもなく、あの人のものです。身体も魂も、私はあの人に捧げられません。ですから、この胸の奥にあるものだけは、ほかの誰にも譲ゆずりません。そのことだけが、私の唯ゆい一いつの真ほん実とうです」


「────っ！」


　このとき、はじめてフィンは息を飲んだ。


　魔女ではなかった。


　たとえ、七十二の魔神を従え、万の魔術書を修めようが、ここにいる少女は魔女ではなかった。


　ごく当たり前に人を慕したい──それゆえに誇ほこらしく輝かがやく、当たり前の少女であった。


「ずいぶんと、彼を買っているんですね」


　若者が言う。


「あの少年のどこへ、そんなに焦こがれるんです……？」


　言って、眉まゆをひそめた。


　おかしそうに、アディリシアが口元を押さえていたからである。


「何がおかしいんです？」


「今、やっと分かりましたわ」


　そう、アディリシアは微笑ほほえんだ。


　今度こそこの少女らしい、不敵で気高い笑みだった。


「あなたは、大事な人がいないのですわね」


　言葉もなく、若者はアディリシアを見つめる。


「どこがとか、何がとか、そんなものは人が人を好きになるのに関係ありません。だから、そんな質問を口にした段階で、あなたは滑こつ稽けいなのです」


「…………」


　曖あい昧まいに、若者は顔を歪ゆがめる。


　その瞳ひとみに潜ひそむ狂きよう気きを、アディリシアは見たような気がした。


　優やさしい狂気。


　無む償しようで他人ひとを救い、同時に、無償で他人ひとを傷つけられる精神こころ。


「──やっぱり、あなたはイツキとは違ちがう」


　アディリシアは断言した。


「あなたと喋しやべることはもうありません。ホナミはどこか、それだけ教えなさい」


「今いま頃ごろ、〈竜〉と出会っている頃ですよ。もともと、僕は彼女の願いを叶かなえただけです。あなたはそうでも、彼女は会いたくないでしょう」


　願いを叶えただけ。


　アディリシアは、その言葉に目を細める。


　確かに、そうなのだろう。


　この若者の目的は不明だが、少なくともその言葉に噓うそはないと思えた。


　だけど、今なら言える。


　願望をひきずりだして叶えさせる──それは優しいかもしれないが、けして正しくはない。無理矢理に願いを叶えられれば、幸せになれるわけじゃない。


　そして、たとえ叶わなくてもいいと思える、そんな願いだってある。


「いいでしょう。でしたら、あなたを退かせるまでです」


　すっと、手を横に伸のばす。


　ようやく主の承しよう認にんを得られて、二柱の魔神が喜き悦えつとともに動いた。


　黄金の獅子マルバスが牙きばを剝むき、鋼鉄の騎士エリゴールが槍やりをしごく。


　若者は、その前でただ立ちつくしていた。


　静かに呪じゆ力りよくが膨ふくれあがり、雌し雄ゆうを決する一点へと突つき進む。


　そのとき、





「アディリシア！」





　声が、届いたのだ。


「……え？」


　アディリシアは振ふり返った。


　落らく盤ばんで地表とつながった瓦が礫れきから、新たに人ひと影かげが湧わいたのである。


　その人影が駆かけ足で降りてきた。


　瓦礫の途と中ちゆうですっころぶ。その拍ひよう子しでごちんと後頭部を打ち、涙なみだ目めになって頭を押さえる。


「痛いったたた……」


　まったく──格好悪い。


　眼帯だって、いつのまにやら数珠じゆずに変わっており、どこかのパフォーマーみたいな剽ひよう軽きんな姿になっている。


（でも……）


　この瞬しゆん間かん、いてほしかった人がいてくれた。


　それだけで、アディリシアは涙が出そうになった。


　胸からこぼれてくる何かを、抑おさえることができなかった。


「アディリシアさん、大だい丈じよう夫ぶ?!」


　伊庭いつきが、そう訊きいてくれたのだった。





　　　　３




　瓦礫から滑すべり降りてきた人影は、もうひとつあった。


　虚こ無む僧そうである。


　いつきと同じぐらいの小こ柄がらな身体からだに、偈げ箱ばこと大おお掛絡くわらをひっさげ、平地同然に駆け下りる。


　じゃらんと錫しやく杖じようを鳴らし、悪あく霊りよう退散とばかりにフィンへ突きつけた。


「おぬしが元げん凶きようでござるかあ！」


　霧きりの地下街に、その音おん声じようが響ひびき渡わたった。


「街を乱し、若の眼帯まで壊こわした罪、しかとつぐなってもらうでござるぞ！　観念せい！」


「……なるほど」


　と、フィンは苦く笑しようした。


「そういう出会い方をしたんだ。これも予定外だったね」


「……どういう意味です？」


　これは、いつきが訊く。


　転びながらも、アディリシアの隣となりに立っていた。ここまでよほど懸けん命めいに走ってきたものか、顔色は半病人のように青ざめている。


　実際、病人といって偽いつわりなかった。


　それだけの疲ひ労ろうを、右目の暴走は強しいていたのである。


「フィンさん……本当に、僕の眼めや、〈竜りゆう〉を？」


　数珠を巻かれた右目を、いつきは押さえる。


　暴走は収まっていたが、痛みが完全に消えたわけではなかった。奥には、いまだ疼うずきが残っている。とりわけこの霧の中では、その疼きがいや増すようだった。


「ええ。ホナミが望みましたから」


　フィンは、簡潔に答えた。


「君の眼を治したいってね」


「僕の……眼を……？」


「それが、彼女の願いだったから。ずっと昔から思ってきた願いだったから、僕が叶えた。そのためには〈竜〉という生いけ贄にえが必要だった。何かまずかったかな？」


「…………あ」


　そう言って微笑ほほえまれると、何も悪くないように思える。


　やはり何かの誤解ではないかと思ってしまう。


　この若者にあるものは、けして敵意や裏切りではない。どこまでも透とう明めいで純じゆん粋すいな──好意に近いものだ。


　──近いもの。


　でもそれは、つまるところ、そのものではないということか。


「無む駄だですわ」


　と、アディリシアが割って入った。


「話して理解できるような動機は、きっとありません」


「でも……っ！」


「イツキ、時間がありませんの」


　少年を押しのけ、アディリシアは若者を睨にらみつける。


　魔ま神じんたちも、主あるじの意思を察して前に出た。


「どうなさいます、フィン？　多勢に無勢ぐらいにはなりますけれど」


　虚無僧の力を、アディリシアは一目で計算に入れて言う。


「まあ、そうなるでござるな」


　隻蓮の方も、ひとまず彼女を共きよう闘とうできる相手と見たらしかった。うなずくでもなく、ただフィンだけを見み据すえている。腰こしはわずかに沈しずみ、いつでも飛び出せるよう爪つま先さきが浮ういていた。古流ならではの歩法。


「いいですよ」


　フィンは、ひとりうなずいた。


「まがいものなら、そのぐらいの陣じん営えいは必要でしょう」


（……まがいもの？）


　いつきがその意味をはかるよりも、魔神たちが飛び出すのが早かった。


　先の先を、アディリシアは選んだらしかった。


　手の内が読めない敵に対するに、最善の策はその手を出させないこと。基本にして効果的な作戦を、魔神たちは流星と化して実現した。





　影かげが入り乱れた。





　金獅子マルバスの牙きばが走り、騎士エリゴールの槍やりが唸うなった。


　その合間を抜ぬけて、隻蓮が上段から錫杖を振ふるう。


　申し合わせたわけでもないのに、乱れひとつない連れん繫けいだった。瞬まばたきひとつの間に、たかが人間ひとりの身体からだなど解体し尽つくすかと思われた。指先から髪かみの毛一筋に至るまで、いかなる部位もその嵐あらしからは免まぬかれまいと見えた。


　錯さつ覚かくだった。


　次の瞬しゆん間かん、フィンの身体は、爪つめや槍のつくった風におされるように軌き跡せきの外へいた。


「な──？」


「なんじゃと?!」


　ソロモンの魔女と虚こ無む僧そうが、ふたりして呻うめく。


　呻きながらも動きは止まらない。むしろ加速しながら、次々と攻こう撃げきを繰くり出していく。


　それでも、二柱の魔神と隻蓮の乱らん舞ぶ──そのすべてを、フィンはことごとくかわしていくのだ。


　まるで、舞ぶ踏とうであった。


　ほんの一歩ステップを踏ふむだけで、牙も槍も錫しやく杖じようも虚空を切る。


　避さけるというほどの鋭するどさでもなく、足の運びはむしろゆったりとした優美なもの。


　なのに、当たらない。


「あの……動き……」


　いつきが、目を見開く。


　まるで、最初から分かっているような。


　どこから、どんな攻撃が、どういうタイミングで行われるか、ずっとずっと以前から知っていたかのような。


　視みえていたかのような。


　この動きを、いつきは知っている。


「まさか……」





【──見ミロ。視ミロ。観ミロ】





「うが……っ」


　数珠じゆずがねじれ、また右目が叫さけんだ。


　ほぼ同時に、新たな異変が起きたのである。


「エリゴール?!　マルバス?!」


　アディリシアの悲鳴とともに、騎士エリゴールと獅子マルバスの姿が薄うすれていったのだ。


「呪じゆ力りよく、が……」


　分解されていくのが、いつきには視えた。


　呪力そのものが、騎士と獅子の身体から──いいや、アディリシアと隻蓮の周囲から流出していっているのだ。あらゆる魔術の源が呪力なれば、その喪そう失しつとは、すなわち魔神の喪失であった。


「O THOU wicked and disobedient spirit N, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」


『ソロモンの五芒星』を摑つかみ、アディリシアが喚かん起きの呪文を唱える。


　魔ま神じんの呪力密度をあげ、かろうじて原形を保つ。


　だが、間に合わない。


「──我は命ずるハイル」


　と、フィンが笑った。


　ヤドリギの矢がねじれて飛ぶ。


　騎士はかろうじて槍で受けたが、獅子は胴どう体たいに喰くらい、そのまま霧きりの中へ消え失うせた。呪力の消失との相乗効果によって、実体をとどめられなくなったのだ。


「あまねく諸仏に帰命したてまつり（ナウマク　サマンダ　ボダナン）──！」


　真しん言ごん。


　片手に印を走らせ、隻蓮の足が弧こを描えがいた。


　すなわち、風天ヴアーユ。インド神話における風の神にして、後に胎たい蔵ぞう界かい曼まん荼だ羅らへ取り込まれたる十二天が一。


「とくに風天に帰命したてまつる（バヤベイ　ソワカ）！」


　その権けん威いを借り受けた蹴けりは、真空を以もつて、魔ま性しようを切り裂さく。


　はずであった。


　若者の眼前でかまいたちは雲うん散さん霧む消しようし、ただ金きん髪ぱつを揺ゆらすだけのそよ風と化したのだ。


「ぬおっ?!」


「お疲つかれ様」


　耳元で、フィンが囁ささやいた。


　それに気がついた瞬間、隻蓮は身をよじった。


　鮮せん血けつがほとばしった。若者の手の内から伸のびたヤドリギの槍やりが、斜ななめに隻蓮の袈け裟さを裂いたのである。


　かろうじて転がりながら距きよ離りをとるも、傷は浅くなかった。


　地下街の床ゆかを、だらだらと赤い色が汚よごしていく。


「……おぬし……」


　だが、それに気をとられることさえできなかった。


　隻蓮もアディリシアも、息を詰つめて、その光景を見つめていた。


「〈竜りゆう〉はおまけだよ」


　と、若者は告げた。


　その手が、そっと目のあたりに触ふれる。掌てのひらに残ったのは、色つきのコンタクトレンズであった。


「僕が欲しかったのは、最初からふたりだけ」


　閉じた目を、ゆっくりと見開く。





【アノ瞳ひとみハ……】





　いつきの右目が軋きしむ。


　ひずむ。


　激痛とともに、視界のすべてがどろどろに歪ゆがむ。


　それなのに、若者の瞳だけは──これ以上ないほど、はっきりと見えた。霧の中でさえ、絶対に見み間ま違ちがえようのない色彩いろだった。


　人にはありえない、異形の色彩いろ。


　神かみ代よにおいては、それを持つものだけが本当の魔法使いとされた色彩いろ。


「会ってみたかったんだ」


　と、フィンが告げる。


　その瞳は、どうしようもなく紅あかい。


「この妖精眼グラム・サイトを持つ──本当の魔法使いになれる、もうひとりの人と会いたかったんだ」


　紅玉のごとく赤く美しい──人間の色素では決してありえないはずの──真紅クリムゾンの瞳であった。














『間章』




〝会い……たい……〟





　切ない『声』が、闇やみに谺こだました。


　脳のう裏りへ直接響ひびく、『声』ならぬ『声』。あるいは、他人にすら伝わってしまう強きよう烈れつな意思といってもいいだろう。


　布留部市における、最大の高みである。


　クリスタル・タワー最上階・特別展望台。休日には一いつ般ぱん開放され、百メートルの展望を市民に愉たのしませる特とく殊しゆガラス張りの場所であった。


　穂波も、そこにいた。


　電気ひとつつかず、夜よ霧ぎりに滲にじんだ街の光がわずかに届くばかり。


　あたかも、霧の海に浮うかぶ客船のようでもあった。


　ただし、この客船が乗せているのは、ひどく危険な物体だった。


　地中より、天空より、ガラスもコンクリートも透とう過かしてうごめく『力』の流れ。


〈竜〉の精髄エツセンス──いうなれば、そんなものである。


　霊脈レイラインを流れる『力』が、何かの拍ひよう子しでチャクラのごとき輪転を得て、結果として意思をもったもの、といえばいいだろうか。


　穂波には、それを感じることができた。


　ともすれば、意思を通じ合わせることもできた。


〈竜〉とはいっても、その知的レベルはまだ孵ふ化かの寸前。人間でいえば、幼よう稚ち園えん児じかその程度であろうか。


　訊きく。


「誰だれに……会いたいん？」





〝……会い……たい……〟





　意思は、穂波の脳裏へある人ひと影かげを映し出した。


「……あ……」


　少女の唇くちびるがＯの字をつくった。


　彼女も知っている──ある少年の、より小さな頃ころの人影だったからだ。


　自分が、『いっちゃん』と呼んでいた頃の。


　それを視みて、たまらなくなって、穂波の唇も動いた。


「あたしも……会いたいな……」


　ぽつりと、漏もらす。


　ただ、前と同じように会えるとは思っていなかった。


　──自分は、いつきの瞳ひとみを癒いやすことを選んだ。


　禁忌タブーへ手を出し、アディリシアとさえ争った。それでもいいと、それでも償つぐないたいと思ったからだ。


　なのに、ひとりになると、疑念が黒雲のように湧わき上がるのを、穂波は抑おさえられなかった。


　償えるのだろうか？


　この方法で、本当にいいのだろうか？


　自分は、今度こそ後こう悔かいしない道のりを歩めているのだろうか？





　答えはなかった。





　誰からも──答えはなかった。




第５章　竜と魔法使い




　　　　１




「もともと、フィン・クルーダは、取り替え児チエンジリングとして有名でしたからね──」


　事情を一通り聞いた後、影崎はそう告げた。


「……ちぇん、じりんぐ？　取り替え児チエンジリング？」


「ヨーロッパの古い伝承ですよ。生まれたばかりの子供が妖よう精せいにさらわれてしまうという話です。とりわけ、朝焼けと夕暮れの時間に多いと聞きますが」


　鸚おう鵡む返がえしに言った黒羽へ、猫屋敷が説明する。


　そうしながらも、影崎への眼まな差ざしにこもった、あからさまな敵意は変わらない。まるで、百年来の宿敵を見るような目つきでもあった。その目つきに守られるようにして、みかんは猫屋敷の腰こしにしがみついていた。


「正確には、妖精と呼ばれる現象ですけどね」


　気にするでもなく、影崎が補足する。


「〈協会〉でも、妖精そのものとされる存在が発見されたことはありません。ただ、妖精の環わといった現象を、『妖精の仕し業わざ』と仮に呼んでいるだけです。取り替え児チエンジリング──子供がいなくなる超ちよう自然現象もそのひとつに過ぎません」


　日本でいうところの、神かみ隠かくし。


　向こう側に行ってしまった子供たち。


　帰ってきたものも、普ふ通つうにこちら側に馴な染じめるわけではない。一度でも向こう側を観みてしまったものは、必ずその影えい響きようを残している。


　たとえば、身体からだに。


　たとえば、精神に。


　たとえば──異能にも。


「だからこそ、取り替え児チエンジリングは魔ま法ほう使つかいの間ですら忌いみ嫌きらわれます。当たり前ですね。魔法っていうのは、血と才能と技術に寄りかかったものというのが大前提ですから。彼らは突とつ然ぜん変異であるがゆえに、存在するだけで魔法の大前提を揺ゆるがしてしまう。既き得とく権益者にとっては目の上のたんこぶに他ほかなりません」


「突然、変異？」


「あなた方も知っているでしょう？　フィン・クルーダの場合は、伊庭いつきの体質と同じですよ」


「──妖精眼グラム・サイト?!」


　黒羽とみかんが、目を剝むいた。


　唯ゆい一いつ、猫屋敷だけが変わらぬ口調で訊いた。


「だから……穂波さんはフィンのところへ魔術を教わりにいったんですか？」


「それは彼女しか知らないでしょう。ですが、〈協会〉が妖精眼グラム・サイトを認にん定ていした唯一の人間なのは確かですね」


　わずかに、間があった。


「──何があったんですか？」


　と、あらためて猫屋敷は問う。


「はて、何のことでしょう」


「とぼけないでください。〈協会〉が何のメリットもなく、それだけの情報を開示するとは思えません。それに、担当が変へん更こうされたとかなんだとか言いながら、たった半日で帰ってきた理由にもなりません。影崎……あなた、何をしていたんですか？」


　静かに、問いつめる。


「相も変わらず、疑うたぐり深いですね」


　薄うすっぺらく、影崎が肩かたをすくめた。


　それから、こんな名前を舌に乗せた。


「──〈螺旋なる蛇オピオン〉」


　猫屋敷の眉まゆが、ぴくりとあがった。


「あの組織が、フィン・クルーダと接せつ触しよくを取っているという情報を聞きましてね。確認のため、あわててとんぼ返りしたら、この始末というわけです。いやはや」


「…………」


　猫屋敷は何も言わなかった。


　影崎が言葉を続ける。


「今、〈協会〉はこの地域の封ふう鎖さを検討しています。もしも今夜中に終わらないようでしたら、先発隊が入ると見てかまいません。その場合、〈アストラル〉も含ふくめて何らかの処しよ罰ばつ対象となるでしょう」


　封鎖と、さりげなく言った。


　それだけの力が、〈協会〉にはあるのだ。古くより権力社会と結びついてきた組織は、地方都市ひとつぐらいは容易に隔かく離りしうる。情報操作、偽ぎ装そう工作──そういった類たぐいの行動はお家芸といってもいい。


「そうなれば──以前にもお話ししましたけれど、猫屋敷さんやみかんさんは本来の所属に戻もどってもらうことになりますね？」


「あなたの、望んだ通りですか」


　最後に、猫屋敷が反応した。


「いえいえ。……私としては、〈アストラル〉の健けん闘とうに期待してるんですよ。ではこれで」


　噓うそっぽく、影崎は笑った。


　そのまま、男は霧きりの中に没ぼつしていった。


　くたびれた背広が見えなくなってから、


「お兄ちゃん社長が……」


　みかんが目め頭がしらに涙なみだをにじませる。


　ふるふると大きくなる涙の粒つぶを拭ふいて、猫屋敷は励はげますように微笑ほほえんだ。


「間に合わせますよ……。社長も、穂波さんも、なんとかします」


　そのまま、青年は足元へ視線を走らせた。


「玄武、白虎、いいですか？」


「……にあ」


「にゃあ！」


　陰かげにうずくまっていた玄武が眠ねむそうに、白虎が待っていたといわんばかりに鳴いた。





　　　　＊





　狭さ霧ぎりの中、誰だれもが──若者の瞳ひとみから逃のがれられなかった。


　赤い瞳。


　紅くれないの瞳。


　落日の色を宿したその瞳から、目を離はなすことができなかったのである。


「あなたは……」


　アディリシアが、かろうじて声を漏もらす。


「妖精眼グラム・サイト、と言ったよ」


　フィンが笑う。


　その笑みは、さきほどまでとまったく同じなのに、まるで違ちがう意味を宿したかのようだった。あるいは、瞳の奥にうごめく妖あやしい緋ひ色が、微び笑しようをも彩いろどっているようだった。


「──エリゴール！」


　魔ま女じよの叫さけびを受けて、鋼鉄の騎士エリゴールが動いた。


　ごお、と風が巻く。


　今までで一番速く、凄すさまじい突つき。岩をも砕くだく豪ごう槍そうが、文字通り迅じん雷らいと化す。


　なのに、いつきには分かった。


　自分の経験から、体験から、どうなるかが分かってしまった。


「残念」


　と、フィンは口にした。


　百年も前から知っていたごとく、悠ゆう然ぜんと騎士エリゴールの隣となりに立っていた。


　そのときには、ヤドリギの槍やりが、エリゴールの脇わき腹ばらから肩かた口ぐちまでを貫つらぬいていた。


「エリゴールっ?!」


　悲ひ嘆たんの声ともに──騎士が消しよう滅めつする。


　同時、傷ついた隻蓮が走り込んだ。間かん髪はつ容いれず、袈け裟さの袖そでからナイフ状の影を放つ。


「帝釈天に帰命したてまつる（インダラヤ）！　かくあれ（ソワカ）！」


　独どつ鈷こ杵しよ。


　古代インドの武器にして密教法具。両側についた刃やいばへ軍神・帝たい釈しやく天てんの雷かみなりを纏まとわせて、隻蓮は投とう擲てきしたのである。


　それも、あくまで牽けん制せい。


　一足で距きよ離りを詰つめつつ、本命は背中から取り出したる錫しやく杖じようと六角棒の二刀流。遠えん隔かくからの魔術は消滅させられると見て、近接戦闘へ切り替かえたのだ。流血からしても、短期決戦に持ち込むしか隻蓮の勝ち目はなかった。


「折しやく伏ぷく──っ！」


　その考えは、間違えていない。


　だが、フィンの動きは隻蓮の想像を超こえていた。


　首を傾かしげるだけで独鈷杵をかわす。上段から振ふりかぶられた錫杖を紙かみ一ひと重えで見切り、交差法気味にヤドリギの槍を旋せん回かい！


　六角棒で食い止めるが、隻蓮の防ぼう御ぎよは一いつ瞬しゆんしか保もたなかった。


　数十分の一秒で、六角棒が粉々に砕け散る。呪じゆ力りよくはもとより、純じゆん粋すいな硬こう度どと打だ撃げきで敗北したのである。それだけの剛ごう力りきがフィンの細ほそ腕うでには秘ひめられていた。


「場数を踏ふんでるんですね。うん、いい判断でしたよ」


　むしろゆっくりとした、落ち着いた言葉がかけられる。しかし、その声とは裏腹に、風車のごとく遠心力をつけての第二撃。


「──う、おおおおっ！」


　今度は錫杖ごと、隻蓮の身体からだが持っていかれた。


　重力を無視して、床ゆかと平行に吹ふっ飛ぶ。


　ガゴン！


　不ふ吉きつな音をたてて小こ柄がらな身体がシャッターに激げき突とつし、床にくずおれるまで、いつきは瞬まばたきひとつできなかった。


　それほどの──わずか数秒にも満たない攻こう防ぼうだったのだ。


「隻蓮さん！」


　駆かけ寄ろうとしたいつきを、黒いドレスの腕が阻はばんだ。


「駄だ目めです、イツキ！」


　アディリシアが、手を広げたのである。


「今、近寄っちゃいけません！」


「だ、けど……」


「私が、なんとかします──！」


『ソロモンの五芒星』を握にぎり、アディリシアが言い張る。


　その横顔が、異常なほどに青白かった。


（あ……）


　いつきは、奥歯を嚙かむ。


　魔神の使し役えきは、その強大さに比例して、膨ぼう大だいな集中力を必要とする。


　その集中が一ひと度たび途と切ぎれれば、魔神は翻ひるがえって術者を襲おそうのだ。


　まして、フィンの妖精眼グラム・サイトは、明らかに周囲の呪力をも制せい御ぎよしていた。若者の視界内で使われる魔術は、弱体を余よ儀ぎなくされる。必然、ソロモンの七十二柱といえど実体を維い持じさせることは難しく、術者への負担も倍増する理り屈くつであった。


「どうしたの？」


　と、フィンが訊きく。


「君の妖精眼グラム・サイト、見せてくれないのかな？」


「いけません、イツキ！」


　すぐに、アディリシアが引き留めた。


　それはそうだろう。


　今の台詞せりふが、いつきを挑ちよう発はつしているぐらいの判別はつく。


　だけど──これは無理だ。


　いくら伊庭いつきが底そこ抜ぬけの臆おく病びよう者ものだとしても、こんな光景を見て、黙だまっていられるはずがなかった。


　がくがく震ふるえる膝ひざを叱しつ咤たする。嚙み合わない歯の根を食いしばる。


「どうして……ですか？」


　と、いつきは言った。


「もう一度、訊きます。どうして、フィンさんはこんなやり方で、穂波の願いを叶かなえようとするんですか？」


「帰ってきたから、かな？」


　若者が、自分でも不思議そうに首を傾かしげた。


「よくある問いですよ。僕が見ている赤色は、君が見ている赤色と同じものかどうか。そのへんの感覚は、帰ってきてからなくなってしまったみたいです」


　フィンの言っていることは、いつきにはまるで分からなかった。


　帰ってきた？


　どこから？


　なのに、右目の奥に、光景が視みえたのだ。


　──異国の夕暮れ。


　どこまでも追いかけたくなるような、その内側へ行ってしまいたくなるような、あまりにも鮮あざやかな夕ゆう陽ひ。


　ずっと見ていれば、自分のいる居場所さえ曖あい昧まいになってしまいそうな。


（どこ……？）


「僕たちはひとりだ」


　と、フィンが口にした。


「帰ってきてしまった以上、おそらく、いつまで経たってもひとりだ。だからこそ居場所がいる。僕らを必要としてくれる人がいる。だから、人の願いを叶えるのは当然だろう？　僕は、誰よりも必要とされたいんだから」


　違ちがう、と心の内側がわめく。


　少なくとも、そんな理由でいつきは人を助けようとしない。そんな理由で助けることを肯こう定ていできない。


「僕には……分かりません」


「残念」


　若者の瞳ひとみが、ますます赤く光を放つ。


　いつきの右目も──熱をたぎらせていた。


　数珠じゆずを焼きそうなほどの熱量。眼がん窩かに炎ほのおが埋うめ込まれている感覚。その熱さが、心ここ地ちよくさえ感じてしまう。


『絶対外したらあかん』


　つい先日の、穂波との約束。


（穂波……ごめん……）


　頭を巻いた数珠へと、いつきは右手の指をかけた。


　指先が震えて、力が入らなかった。


「イツキ！」


（それでも……）


　無理矢理に、力をこめる。


　みちり、と音をたてて数珠が剝はがれかける。ぎしぎしと抵てい抗こうする数珠をねじふせ、内側の右目を解き放たんとする。


　──瞬しゆん間かん。


　何かが、割って入った。


　落らく盤ばんから、瓦が礫れきから、地表から、次々と雪崩なだれ落ちたのである。





　い～～～～～～～～～あ～～～～～～～～～～～～！





　高く鳴き声をひしりあげる、大量の猫ねこの影かげであった。


「──猫屋敷さんっ？」


　いつきが驚きよう愕がくの声をあげるより早く、猫の影は行動に移った。


『うちの社長まで誘ゆう惑わくされては困ります』


　笑えみを含ふくんだ声が地下街の空間へ響ひびき、猫たちは駆かけめぐった。


　その猫たちの影にさらわれて、いつき、アディリシア、隻蓮の三人の身体からだが影の内側へと没ぼつしたのだ。


「なるほど。このまま皆みなを回収するつもりですか」


　フィンがうなずく。


「でも、イツキくんだけは残してもらいましょう」


　妖精眼グラム・サイトが赤く輝かがやき、ヤドリギの矢が走った。


　悲鳴があがった。


　数本の矢が縦じゆう横おう無む尽じんに飛ひ翔しようし、たちまち猫たちを消していったのである。消しゴムをかけるかのようにあっけない消しよう滅めつだった。それだけ、フィンの妖精眼グラム・サイトが凄すさまじかったともいえる。


　後に──宣言通り──倒たおれたいつきの姿だけが残った。


「……おや、〈竜りゆう〉？」


　フィンの眉まゆがあがった。


　うっすらと、霧きりの竜が、昏こん倒とうしたいつきの身体にまとわりついていた。


「本当に、魔ま性しようのものに好かれるようだね。君は」


　薄うすく笑う。


　そして、少年を抱だき上げ、地下街の闇やみへと踵きびすを返したのであった。





　　　　２




　ざあああっと、猫たちの影が舞まい戻もどってきた。


　霧のアスファルトの上を、波のごとくに走ってくる。


　やがてビルを曲がり、ある路地裏に入る。そのまま小山みたいに盛り上がり、ぽっかりとふたりの身体を残して、影たちは消えた。


「……やれやれ」


　その姿を見下ろして、やっと猫屋敷は息をつく。


「残念ながら、社長までは届きませんでしたか。──隻蓮さんまでいたのは、ちょっと意外でしたけれどね」


　苦く微笑ほほえむ。


　がくり、とその膝ひざが落ちた。


「「猫屋敷さんっ？」」


　あわてて、みかんと黒羽がふたりして支える。みかんは潰つぶれかけたが、黒羽の騒霊現象ポルターガイストがなんとか青年の身体を受け止めた。


「やや、どうも。……さすがに、辛つらいですね、これは」


　猫たちの影を消された代だい償しようは、術者である猫屋敷を蝕むしばんでいたのだ。


　返かやしの風。


　術を破られたとき、必然的に訪おとずれる反動である。


「……ちょっと、休んだ方が」


「いえいえ。状じよう況きようを考えると、そうもいきませんし。夜明けまで、あと数時間かそこらですからね」


　かろうじて愛あい想そ笑いを浮うかべ、黒羽に応こたえる。


　実際、時間ばかりでなく、何もかもが足りなかった。


〈竜〉と、妖精眼グラム・サイト。いつきは捕とらえられ、穂波はフィンの側へとまわった。それだけでも四し面めん楚そ歌かだというのに、夜明けになれば、〈協会〉の先発隊までもがやってくるという。


　たった半日で、と猫屋敷も思う。


　たった半日で、ここまで世界は変わる。魔法使いであれば、嫌いやというほど知っているはずのことが、今はひどく胸を苛さいなんだ。


　そんな思いを、嚙かみ殺す。


　思考を整理しつつ、言葉にする。


「問題は、彼らが〈竜〉で何をしようとしているのかですが──」


「……生いけ贄にえだそうですわよ」


　と、答えがあった。


　一番に、みかんが振ふり返る。


「アディリシアお姉ちゃんっ？」


「余計なことを、してくれましたわね。強ごうつく陰おん陽みよう師じ」


　アディリシアが、上半身をもたげていたのである。


　不自然に白い顔を振り、目め眩まいを振り払はらっている。彼女もまた魔神を打ち砕くだかれ、その反動を受けているであろうに、表情や仕し種ぐさにはおくびにも出さなかった。


　だが、猫屋敷は別のことに意識を奪うばわれていた。


「……今、〈竜〉をどうすると言いました？」


「ホナミの馬ば鹿かは、〈竜〉を生け贄にして、イツキの瞳ひとみを治そうとしているそうですわ」


　アディリシアの言葉は、あくまで冷ややかであった。
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　いつきは、闇の中にたゆたっていた。


　海のような、柔やわらかな感かん触しよくであった。


　上下も左右もない世界で揺ゆさぶられている。右目の熱さも、その優やさしさの中に溶とけていくような気がした。





〝吾われは……誰だれだ……？〟





　また、『声』がした。


「知らない……よ……」


　正直に答える。


　だけど、『声』には分からないようだった。





〝吾は……誰だ……？〟





　また訊きかれる。


　泣きそうな『声』だった。


　親とはぐれた子供のような、とても心細そうな『声』。だから、いつきもつい記き憶おくを辿たどってしまった。


　本当に、会ったことはなかったか。


　この『声』の主と、自分と、どこかで会ったことはなかったか。


　考える。考える。考える。


　記憶の底へと、潜もぐっていく。少なくとも、この場所はそういう行こう為いには向いていた。


　ふと、ある記憶が脳のう裏りをかすめた。


『いっちゃん……』


　誰だろう。


　昔、こんな呼び方をしていた女の子がいたような気がする。


　自分の記憶の、すっぽりと抜ぬけた一年間。幼よう稚ち園えんから小学校にあがる間の、いつきが忘ぼう却きやくしてしまっている部分。


　確か──あれは〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉と呼ばれていた場所だ。


　自分は──誰かと一いつ緒しよにいた。


　そう、女の子だ。


　名前だったか名字だったかがとても珍めずらしくて──


「……あーちゃん」


　記憶に霞かすむ名を、いつきが口にした。


　口にした途と端たん、淡あわく溶けて、記憶からするりと消えていった。


（あ……！）


　愕がく然ぜんとする。もう覚えていない。


　いや、違ちがう。


　覚えていられないのだ。


　どうして、この記憶を保持できないのか。十年前のあの事件だけは、いつきの意識からすぐに抜け落ちてしまう。


（……なぜ？）


　どうしようもなく、もどかしい。


　大切なものを失った喪そう失しつ感かんが、いつきの胸を襲おそっていた。


　代わりに、別のカタチを右目が視みた。


（え……？）


　闇やみが集つどう。


　奇き妙みような形容だが、そうとしか表現できなかった。闇の密度が急激に高まって、ひとつのカタチを持ったのである。





〝吾は……誰……？〟





　と、そのカタチが手を差し出した。


　今の──消えていった記憶と寸すん分ぶん違たがわぬカタチ。


　小さな、五歳ばかりの女の子。


　いつきが、目を見開く。


「君が……〈竜りゆう〉……？」








「……あーちゃん」


　床ゆかに横たえられたいつきが、そんな名前を口走った。


「えっ……」


　その声に、穂波が耳を疑う。


　自分の、ずっと昔に呼ばれていた名前だったからだ。もう二度と、いつきの口からは呼ばれることもないと思っていた名前。


　あわてて耳をそばだてたが、それ以上の言葉をいつきが発することはなかった。


　クリスタル・タワー、特別展望台であった。


　いつきが横たえられているのは、その展望台の床へ描えがかれた魔ま法ほう円である。元来、森で生まれたケルト魔術を街で行使するため、ヤドリギと円石サークルストーンを四方へ配置し、その上で最大の力源パワーソースを別の魔法円でくくっていた。


　いつきのすぐ頭上で、陽炎かげろうのごとくわだかまった空間。


　──〈竜〉の卵。


「さて、準備はいいかな？　ホナミ」


　背後から、声がかかった。


「……フィン」


　振ふり返った穂波のためらいも知らぬげに、若者は淡く微笑ほほえんでいる。


　碧へき眼がんはあくまで涼すずしく、笑顔に曇くもりとてない。


　どこまでも透とう明めいな──純じゆん粋すいな表情。


「あたしは……」


「ケルト魔術において、最も強い力の源は……生いけ贄にえだ」


　フィンが、ゆっくりと言う。


「その生け贄が貴重であればあるほど、魔術は力を増す。貴重な存在が世界から欠落したという、その欠落を埋うめるために呪じゆ力りよくを集わせる」
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　ケルト魔術の魔術特性──〈霊樹の末裔（Descendant of Taliesin）〉。


　それは、自然と密接した魔術特性だ。


　自然との融ゆう和わによって、あるいは自然を穢けがす反動によって、力を得るという魔術特性。


　後者の代表が、生け贄であった。


　たとえば家か畜ちくを、たとえば狩かりで得た獲え物ものを、最たる場合は人間を生け贄として捧ささげ、穢れたその反動から、尋じん常じようならざる『力』を汲くみ出す。


　古代のドルイドは、ローマ軍と敵したとき、結局森を穢し尽つくしたことによって自じ滅めつしたのだという。森の怒いかりに触ふれたのだと、そんな仮説を訴うつたえるものもいる。


　だから、穂波はその力を使わなかった。


　あくまで魔女術ウイツチクラフトによる『力』──月の力、円えん錐すいの力を源とし、ケルト魔術はその応用にとどめていた。


「治すんだろう、彼の目を」


　穂波の手を、フィンが取る。


　温かく、優やさしい手だった。


「治す……」


　こわごわと、穂波はいつきの頰ほおへ触れる。


　その頭部から右目にかけて、数珠じゆずが巻きつけられている。その数珠が押さえ込んでいる穢れを、穂波はずっと後こう悔かいしていた。


『この少年の運命はもはや決定された。──いずれは、自分の目に食い殺されよう』


　十年前、ユーダイクスの残した言葉。


　穂波を「一番の魔法使いになる」と決心させた言葉。


　だが、魔法を知れば知るほど、いつきの右目については絶望的にならざるを得なかった。


　言ってみれば、それはカクテルのようなものだ。


　オレンジジュースとウォッカを混ぜるのは誰だれにだってできるだろう。だが、一度混ぜてしまったものを、オレンジジュースとウォッカに戻もどすことは、誰にもできない。


　それと同じ。


　いつきの瞳ひとみは、すでに致ち命めい的てきなほどに穢れている。単なる妖精眼グラム・サイトではなく、意思を持つ別の何かとして根付いてしまっている。


　半ば、魔法になってしまっているといってもいい。


　いつきの無意識は、『忘ぼう却きやく』や『怯おびえ』によって自らを守っているようだが、それにも限度はあるだろう。


　その限度に間に合うかどうか。


　ずっと、穂波はそれを気にかけてきた。


　そして今、ついにそれが叶かなおうとしているのに──


（どうして、あたしは……）


　言葉にならない言葉を、穂波は押しつぶそうとする。どうしようもない気持ちを、無理に押さえつける。


　若者が、前に出た。


「はじめよう。〈竜りゆう〉の生け贄を」


　魔法円に歩み寄る。


　その瞳が、すうと別の色に染まっていった。





「──我は命ずるハイル」





　声にひきずられるようにして、穂波も咄とつ嗟さに詠えい唱しようを合わせてしまう。


「我は乞うハイル」


　ぴたり音程まで揃そろった声は、音波の円を形作る。原初的な生命のカタチ。ケルト魔術においてすら、そのことは変わらない。


　たとえば、ストーンサークルがそうであるように、円えん環かんというカタチは魔術に多大な影えい響きようを及およぼす。





「我らは霊樹の末裔なり。我らは聖なる森の民たみなり。我らは偉い大だいなる犠ぎ牲せいをもって、その欠落より力を汲み出さんとするものなり」





　びりびりと、特別展望台の硬こう質しつガラスが震しん動どうする。


　濃のう密みつすぎる呪力が、物理的な現象を引き起こしているのだ。途と轍てつもない──ふたつの霊脈レイラインの拮きつ抗こうが生み出す呪力。


　その呪力が、世界を満たさんとする。


　赤く。


　紅あかく。


　妖精眼グラム・サイトが──世界を侵おかしはじめる。
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　風が、不自然に踊おどりはじめた。


　呪力を伴ともなった、魔まの風だ。魔法使いならずとも、長時間触ふれていれば吐はき気けや目め眩まいに襲おそわれるだろう。この霧きりでほとんどの市民が眠ねむっていることがせめてもの救いではあった。


「大だい丈じよう夫ぶですの？　猫ねこ馬ば鹿か陰おん陽みよう師じ」


「あなたこそ。足元がふらついてますよ？」


「あら。女性の身体からだぐらい支えていただきたいものですわね？」


　軽い罵ば倒とうをかわしつつ、猫屋敷とアディリシアは互たがいの顔を見合わせる。


　クリスタル・タワーの入り口であった。


　傷の深い隻蓮をみかんと黒羽に任せ、ふたりが先行していたのだ。魔術戦せん闘とうになった場合、対抗できるのがこのふたりだったからというのもある。


　フィンだけならばともかく、穂波が敵にまわった場合、黒羽とみかんでは力を振ふるえない可能性があった。


　魔法使いに必要な非情さ。そういったものがふたりには欠けている。


　ただ、アディリシアからすれば、その欠けていることが祝福とも思えるのであった。


（羨うらやましくも、ありますわね）


　普ふ通つうの人間の考え方。


　普通の人間の生き方。


　おそらく、どうしてもアディリシアからは遠い。それは分かってしまっている。


『魔法使いあなたには、何もないでしょう』


　フィンの言葉は、けして間ま違ちがいではないのだ。


　もっとも、アディリシアはそれを恥はじてはいない。自分の選んだ生き方であるし、誇ほこりを持ってもいる。


　時々羨ましくなるという、それだけのこと。


　そこで──ふと気になった。


「──陰陽師」


　隣となりの青年を呼ぶ。


「なんですか？」


「あなたは、どうして〈アストラル〉にいるんですの？」


「はて」


　肩かたに乗った青龍の頭を撫なでながら、猫屋敷は首を傾かしげた。


「ホナミは、最初から〈アストラル〉に来るつもりでしたわ。多分、イツキの目を治すつもりだったんでしょう。クロハは幽ゆう霊れいだからですし、ミカンは家の事情と聞いています。でも、あなただけは違うでしょう？」


「ふむ。ちと質問の意図がつかめませんが」


　少し考えて。


　単刀直入に、アディリシアは訊きいた。


「どうして、あなたは〈アストラル〉を守りたいのですか？」


「ああ、なるほど」


　猫屋敷がうなずいた。


「まあ、昔の約束がありまして」


　ぽんと首の裏を叩たたく。


　遠い目になって、苦く笑しようした。


「今は──まあ、多分あなたと同じ理由ですよ」


　途と端たん、かあっと、アディリシアが耳先まで沸ふつ騰とうした。


「あ、ああああ、あなた！　なんて不潔な！」


「ち──違いますよ、それ！　絶対変な誤解してますってば！」


　ばたばた扇せん子すを振って、猫屋敷が否定する。


　すると、アディリシアはますます赤くなって、怒ど鳴なった。


「ま、まぎらわしいこと言わないでくださいませ！」


「今の……どこかまぎらわしい言い方でしたか？」


　猫屋敷が情けない顔で、弁明する。


　それから、


「なかなか、心ここ地ちのいい居場所というのはないものでして」


　しみじみと、告げた。


「……かも、しれませんわね」


　アディリシアも、認めた。


「ふん。無む駄だにライバルが増えなくて良かったですわ」


　唇くちびるをとがらせて、目をそらす。


　すぐに、その顔が中空を向いた。


「もう、始まったようですわね？」


　気がついて、猫屋敷も夜空を見上げる。


　街中の霧が、急速に集まりはじめていた。


　嵐あらし雲ぐもとも紛まがう螺ら旋せんが、収束する。あたかもそれは、世界そのものが霧とともに収束していくように見えた。


　実際、そうなのだ。


　霊脈レイラインとは、その街の精髄エツセンスでもある。それを生いけ贄にえにするということは、ある意味で街を殺すことにも等しかった。


「急いで──中へ──」


　猫屋敷が、クリスタル・タワーの入り口を顎あごでしゃくる。


「待って！」


　そのまま駆かけ出そうとした背中を、アディリシアが引き留めた。


　瞬しゆん間かん。


　彼らの行く手を阻はばむように、道路のアスファルトが、甲かん高だかい音をたててめくれあがったのだ。


「な──！」


「な……んですって……？」


　絶望の色が、ふたりの瞳ひとみを暗く染めた。


　同じくして、立ち並んだ電柱が次々と砕くだける。建物のガラスが割れ、危険な透とう明めいの雨を降らせる。


　誰だれか、見えない巨きよ大だいな手がそこら中のものを握にぎりつぶしているようであった。


　そして、それぞれの破は片へんは寄り集まり、積み重なって、がんぜない子供の積み木のように、ひとつのカタチをつくっていった。


　その全長は、小さなビルにも匹ひつ敵てきしようか。


「〈竜りゆう〉……」


　アディリシアの喉のどから、呻うめきが漏もれる。


　ただし、この〈竜〉の瞳はガラス球であった。


　鱗うろこは再構成されたコンクリート。


　牙きばは磨みがき上げられた鉄骨。


　現代の街に潜ひそむ自然霊が、素す直なおにカタチをとれば、必然こういうモノになる。そのカタチが街にとっての自然なのだから。


[image: ]





〝吾われは……誰だ……〟





『声』ならぬ『声』で、竜が吼ほえた。


　伝説に言う通りの、巨大なる獣けものの咆ほう吼こうであった。





　　　　＊





「君が……〈竜〉……？」


　いつきが、訊いた。


　目の前の女の子は、きょとんと首を傾かしげていた。


〝〈竜〉……？〟


　幼い眉まゆの間に、疑ぎ問もん符ふが宿っている。演技でないことは明らかだった。もとより、いつきの右目に噓うそがつけるとも思えなかった。


〝やっと……会えた……〟


「……僕、に？　えと……どうして？」


〝お前は……〟


　と、女の子が


〝お前は……昔、吾と会ったであろ？〟


「君に……？」


　右目が軋きしむ。


　いつきの、覚えていられない記き憶おくを、女の子の言葉は抉えぐっていた。思い出した瞬間に忘れてしまう部分。


　女の子の顔が、悲しそうに歪ゆがんだ。


〝お前は……忘れたのか？〟


（…………！）


　胸を、打たれた。


　自分の罪をつきつけられて、ずくんと疼うずいた。知らないことの重さに、あるいは忘れてしまったことの大切さに、歯は嚙がみする。


（僕は……）


　いつきは、自問する。


　自分は──何も知らずに来てしまった。


　穂波のことも。フィンのことも。自分のことも。


　知らずに、ここまで来てしまった。


（だけど……）


　知らないだけなのか？


　本当は、忘れているだけではないのか？


『あの子は、卒業して真っ先に〈アストラルここ〉に来たのよ』


　アディリシアの言葉。


『誰かとの、約束だったのかもしれません』


　自分はそれを聞いていたのに、穂波に何も聞けなかった。聞いてやれなかった。


「君は……覚えてるの？」


〝吾は……忘れない……何も……忘れない〟


　女の子が答える。


〝約束……した……〟


「約束……」


　その響ひびきに、いつきは瞬まばたきする。


　女の子が、急に振ふり向いた。


「どこに行くの？」


　あわてて訊きいたいつきに、


〝吾……は……〟


　と、女の子は淡あわく笑った。


　ひどくはかない表情が、いつきの右目に映った。





〝吾は……もうすぐ殺される……〟





　　　　＊





　その姿は、出来損そこないの玩具おもちやにも似ていた。


　でたらめに積み重ねられた、鉄とコンクリートとガラスの人形。大きさが桁けた違ちがいなのは、巨きよ人じんの玩具だからかとも思われた。


　首を伸のばし、〈竜りゆう〉が吼える。





〝吾は……誰だれだ……〟





『声』ならぬ『声』。


「どうやら、生いけ贄にえにされるのに抵てい抗こうして、カタチを持ったみたいですね」


　顔をしかめ、猫屋敷が呟つぶやく。


　常人よりも感受性の強い魔ま法ほう使つかいゆえに、その『声』だけで意識がとびかけたのである。


「自然霊れいとしてのぎりぎりの抵抗でしょうが──ちとまずい方向に転がっているようで。少なくともまともな理性はありませんね」


「それって……」


　アディリシアが青ざめる。


　つまり、〈竜〉は狂きよう乱らんしている。


　生け贄にされるという事態に、生まれたばかりの意思を陵りよう辱じよくされているのだ。


　せめても抵抗すべく、カタチを取ったはいい。


　だが哀かなしいかな。術者は、何重にも組み立てられた魔法円と術式によって守られている。ゆえに、〈竜〉は、自らを殺そうとするものを知覚することすらできないのだ。


　せいぜい、手が届くものを破は壊かいするしかない。


　できうれば、魔法使いを。


　それは──つまり、猫屋敷やアディリシアを狙ねらう、ということだ。





〝吾われは……！！！〟





　意思が、吼ほえた。


　爪つめが振りかぶられる。


　少女の身体からだの倍もありそうな、鋼鉄の刃やいば。


　咄とつ嗟さに、アディリシアが『ソロモンの五芒星』を手に叫さけぶ。


「──来たれサブノック！　五十の軍団を統治する、強きよう壮そうなる大侯こう爵しやく！」


　空気を押しのけ、獅し子しの頭をした戦士が実体化される。


　同時。周囲に不可視の砦とりでが生まれ、〈竜〉の爪を阻はばもうとする。今、少女が使し役えきできる中で、最も防ぼう御ぎよに優すぐれた魔神。


　だが。


　その砦さえ、紙のごとくに破られた。


　怒ど濤とうのごとく、黒い爪がこめかみへと迫せまり──





「──はらいたまい、清めたまう！」





　寸前、玉たま串ぐしと白い塩が切って落とされた。





「はらいたまい、清めたまう。いわまくもあやにかしこきはらえど大神のおおみいずをこいのみまつり、すべてのまがごとつみけがれをはらいのぞかむと、あまつのりとのふとのりごとのろ──」





　続けて、涼すずしい音が鳴った。


　神楽かぐら鈴すずの音。


　その音が、砦へと重なって、さしもの〈竜〉の爪を弾はじいたのである。


「みかんさん！」


　振り返った猫屋敷が、背後のビルから現れた鈴の主に目を見開いた。


「あ……あの、ごめんなさい。待ってられなかったから……」


　おどおどと、みかんが謝る。右手には玉串を、左手は神楽鈴を握にぎり、おどおどとこちらを見つめている。


「あなたは……」


　困った風に、猫屋敷の言葉が途と切ぎれる。


　その頭上から、さらに半はん透とう明めいの少女が飛んだ。


「えええいっ！」


　黒羽の騒霊現象ポルターガイストが、〈竜〉を縛しばらんとしたのだ。


〈竜〉といえども、こうして実体を持った以上、念動力に影えい響きようされるのは当然であった。


　だが、足りない。


　圧あつ倒とう的な巨きよ体たいと剛ごう力りき。


　魔術でさえなく、単純な暴力で騒霊現象ポルターガイストが破られる。自由を取り戻もどした〈竜りゆう〉の身体が、ぶるぶると震ふるえて、アスファルトへ自らの破は片へんを落とした。


　濁にごったガラスの瞳ひとみが、四人を映す。


　喉のどが、大きく盛り上がった。


　伝承に言う。


　竜の吐と息いきは、毒であると。あるいは炎ほのおであり、あるいは氷であり、あるいは嵐あらしを呼ぶと。


　ならば、この〈竜〉が放つ吐息は。


　顎あぎとが開いた。


　打ち並んだ牙きばの間から、呪じゆ力りよくのこもった吐息が流れた。


　その息のゆくところ、アスファルトは溶とけ、鋼鉄は脆もろくも崩ほう壊かいした。かすめただけの木のベンチがぐずぐずと腐ふ敗はいし、そのまま結界へと衝しよう突とつした。


「あ、あめのみかげ、ひのみかげとかくりまして、やすくにとたひらけくしろしめさむ──」


　今度は、いかに祝詞のりとを唱えても耐たえきれなかった。


　たった一息で、みかんの撒まいた塩が溶けた。穢けがれを清めるはずの塩も神楽鈴の音も、残らず腐敗の息の前に屈くつしたのである。


　まさしく、〈竜〉。


　人じん智ちを超こえた、意思を持つ現象。


　防戦できているだけでも、奇き跡せきに等しい事こと柄がらといえた。


　再度、〈竜〉の喉が盛り上がる。


　先ので要領を得たものか、盛り上がる速度は遥はるかに速い。ガラスの眼球が三人とひとつの幽ゆう霊れいをとらえ、


「──くっ」


　猫屋敷の指が羽織の懐ふところへと忍しのび込み──


　それよりも早く。


　突とつ然ぜん、〈竜〉の顎が、止められたのである。


　横合いから投げられた錫しやく杖じようが、〈竜〉の上顎と下顎の間を、つっかい棒となって食い止めたのだった。


　当然、腐敗の息は、〈竜〉自らの口こう腔こうを荒あれ狂くるう。


　たまろうはずもなく、牙の間から煙けむりが漏もれ、巨体がのたうちまわった。それだけで、地じ震しんみたいに道路が揺ゆれた。


「──まったく情けないかぎりじゃ。これしきの傷で、気絶しておったでござるか」


　血まみれの袈け裟さを纏まとった影かげが、猫屋敷の隣となりへと姿を現す。


　ぐりぐりと首を振ふり、肩かたを回した。


　大きな音が鳴った。


「隻蓮さん……」


「ひさしぶりでござるな、蓮。留守を任せておったというに、すっかり駄だ目めにしてしまいおって」


　じっと、三白眼で青年陰おん陽みよう師じを睨にらみつける。


　それから、とんとんと肩を叩たたき、顎をしゃくった。


「ほれ、さっさと行かんか。若を取り戻すのであろうが」


「は？」


　青年を尻しり目めに、くるりと虚こ無む僧そうが回る。


「おまえとおまえ」


　と言いながら、みかんと黒羽を指さした。


「若から話を聞いておる。そこの巫女みこと幽霊は新入社員じゃろ？　ちょうどいい。拙せつ僧そうから直々に社員教育をしてくれる。何、先ほどは不覚を取ったが、生まれたての〈竜〉の一匹ぴきぐらいなんとかなるでござるよ」


「えっ……」


「な、何？」


　みかんと黒羽も、その言葉に仰ぎよう天てんして、目を回す。


　かんらかんらと笑い、隻蓮は腕うでを振った。


　じゃらん、と両りよう腕うでに多数の法具が生まれる。どう考えても偈げ箱ばこや袖そでには入りきらない量の錫杖や棍こん棒ぼう、六角棒の大安売りだ。


「ん？　さっさと行けというとろうが」


　その錫杖で、猫屋敷とアディリシアを、クリスタル・タワーへと押し出す。


「あ、あなた──」


「せ、隻蓮さん。でも怪け我がは……」


「それとも何か、蓮。傷ついた拙僧には、たかがでかい蜥蜴とかげ一匹も相手にできんと言うつもりか。それはずいぶん偉えらくなったもんでござるな」


　鋭するどい歯を剝むき出しにして、恫どう喝かつする。もっとも、もともとが人の良さそうな顔なので、あまり効果をあげているとは言えなかった。


「…………」


　なんともいえない感じで、猫屋敷が微び苦く笑しようした。


「……お願いします、先せん輩ぱい」


「よかろう」


　上じよう機き嫌げんで、隻蓮はうなずく。


　そのまま、〈竜りゆう〉へと視線を走らせる。ちょうど、巨きよ体たいが立ち上がろうとしているところであった。ガラスの瞳ひとみに、激しい怒いかりが燃えていた。


「では、この隻蓮、助すけ太刀だちさせてもらうでござるぞ！」


　両手で、数々の法具たちを回しながら。


　隻蓮の小こ柄がらな身体からだが、〈竜〉の懐へと、真っ向から飛び込んだのであった。




第６章　魔法使いと妖精の瞳




　　　　１




　街が、震ふるえている。


　穂波は、それを感じている。


　自らの行使している魔ま術じゆつが、布留部市全体へと影えい響きようしているのだ。


　かつてのドルイドたちは、森に集つどい、巨きよ石せきを積み重ねた儀ぎ式しき場・ストーンヘンジの下もとで家か畜ちくを捧ささげて、大魔術をとりおこなった。


　これも、基本的には同じである。


　森を街に変え、〈竜〉を生いけ贄にえとし、要所要所のビルをストーンヘンジと見立てた、現代のケルト魔術。


　たとえ時代が移ろおうと、舞ぶ台たいが変わろうと、根本的な部分を外さなければ、魔術は発動する。まして、生け贄が〈竜〉であり、呪じゆ力りよくの制せい御ぎよを妖精眼グラム・サイトが行うとなれば、古代においてもこれほどの魔術は稀まれであったろう。


　穂波のしているのは、そういうことだった。





「乞い願うハイル。我らが供く物もつ、汝なんじらの手で受け取られんことを」





　強大な〈竜りゆう〉の呪力を、いくつかのビルへと移し替かえ、伝導させていく。その過程で、〈竜〉の呪力が、魔法使いの操あやつれるものへと濾ろ過かされていく。





「我は命ずるハイル」





　フィンが唱和すると、呪力の流れが一気に加速された。


　穂波は、樫かしの杖つえを握にぎり、ただ自分の儀式だけに集中する。





「我は願うハイル。我は願うハイル。我は願うハイル。森よ集え。石よ歌え。我らの儀式にこぞりて力を分け与あたえよ」





　濾過された呪力を、いつきの横たわった魔法円へと集わせる。


　四方に置かれたヤドリギが反応し、みるみる葉を茂しげらせた。途と轍てつもない呪力が、寄生元を離はなれたヤドリギさえ活性化させているのである。濾過された呪力はここに来て変へん換かんされ、純じゆん粋すいなエネルギーへと変わる。


　目的は、高密度の呪力で、一気にいつきの右目を洗い流すこと。


　この少年にからみついた縁えんも業ごうも、〈竜〉という生け贄をもって、すべて押し流す。





〝吾われは……誰だれだ……〟





　遠くで、〈竜〉の咆ほう吼こうがした。


　苦鳴とも聞こえた。


　当然ではある。生きながらにして、呪力だけを奪うばわれているのだ。その苦痛はいかに〈竜〉とはいえ耐たえ難がたいだろう。まして、この〈竜〉は生まれたばかりであった。意識レベルも精神年ねん齢れいも、人間の幼児と大差ない。


　穂波に『会いたい』とそう漏もらしていた〈竜〉。


（…………）


　穂波は、唇くちびるを嚙かむ。


　集中が揺ゆらぐ。


「ホナミ、気を抜ぬかないで」


　若者が言っても、穂波の心は千々に乱れた。


（あたしは……）


　──と。


　若者が、振ふり返った。


「どうやら、お客が来てしまったようです。ホナミはそのままで」


　見つめているのは、下の階とつながる階段だった。


　エレベーターとつながったその階段から特別展望台へ、こつこつと人ひと影かげが上がってきたのだった。


　影は、袖そでの長い羽織を纏まとっていた。


　銀ぎん髪ぱつを伸のばし、目は薄うすく細められている。片手に扇せん子すを持って、人影はできるかぎり陽気な声で口にした。


「穂波さん、迎むかえに来ましたよ？」


「……猫屋敷、さん」


　穂波の喉のどが、それだけを漏らす。


　ふたりの間へ手をあげて、フィンが制する。


「何の御ご用ようですか？」


「うちの社長と社員を、返していただきたい」


「ホナミさんは、自分の意思でここにいるんですけれど？」


「でしたら……力ずくでも」


　言い切った。


　呪力とは別の何かが、青年と若者の間で軋きしんだ。魔法に満ちた空気が圧縮され、別の成分が混入された。


　成分の名は──殺気。


「これは……恐おそろしい」


　フィンの唇がつりあがった。


「あなただけは、僕を信用してませんでしたよね。何故なぜですか？」


「あなたのような人に、以前会ったことがあるからですよ」


　平然と猫屋敷は返した。


「何もかもが本気で噓うそ。いえ、もともと本気などないのかもしれません。すべてが噓ならば、本当との見分けなんてつかないでしょう」


　特別展望台にも、重く霧きりがたれこめていた。魔法円が〈竜〉の呪じゆ力りよくを吸い込むことにより、副産物として生まれた霧であった。


「──疾チツ！」


　その霧をひきちぎり、猫屋敷の指が縦四本、横五本の早九字ドーマンを切る。


　中央から放たれるは、急急如律令と書かれた一枚の霊れい符ふ。


　飛ひ翔しよう半ばで、霊符は土の雪崩なだれと化した。単なる土石流にあらず、どこに当たろうとその箇か所しよを陥かん没ぼつさせ、砕くだけ散らせる彗すい星せいの礫つぶて。


　いわく、玄げん天てん上じよう帝てい石せき星せい符ふ呪じゆ。


　だが、無数の礫に五体を襲おそわれるより早く、フィンの命令が走った。


「ホナミ。ヤドリギの矢射出。右十八・六度、上方二十五度」


　背後から、しゅっと細い影が飛んだ。


　瞬しゆん間かん──礫は消え失うせ、代わりに、ヤドリギの矢に貫つらぬかれた一枚の霊符が落ちたのだ。


　ヤドリギの矢と、霊符の呪しゆとが相そう殺さいしたのである。


「穂波さん」


「…………」


　猫屋敷から、穂波は顔をそむける。とても見ていられなかった。かといって、フィンの言葉に逆らうこともできなかった。


　いや、違ちがう。


　穂波は、自分の願望に逆らえないのだ。


　ずっと願ってきた自分に、打ち勝てない。


　この方法が正しいと思えなくても、背を向けることができなかった。


「あなたは、勝てないことを知っている」


　猫屋敷へ、フィンが言う。


「なのに、僕と戦うのは……計算があるからだ。何を隠かくしてます？」


「さて。単なる意地かもしれませんよ？」


　さらなる霊符を持ち上げて、猫屋敷は微び笑しようする。だが、血色を失った横顔は、台詞せりふほどの力が残ってないことを如によ実じつに表してしまっている。


「でしたら──」


　と、フィンが言いかけたそのとき。


　クリスタル・タワーが、激しく鳴動した。


　フィンも猫屋敷も立っていられず、強化ガラスの窓へと背中を打ち、そこで原因を見たのである。


「なっ……！」


　見下ろしたまま、呻うめきが漏もれる。


〈竜りゆう〉の巨きよ体たいが、タワーへと激げき突とつしていたのだ。


　しかも、その頭上へと、小さな人影が降っていった。


　隻蓮であった。


「おおおおおおああああああああっ！！！」


　たてつづけに、錫しやく杖じようが、棍こん棒ぼうが、六角棒が振ふりかぶられる。


　さしもの〈竜〉の頭も、その連れん撃げきに屈くつした。目をつぶった瞬間に、さらに隻蓮が追い打ちをかける。


「あまねく金剛尊に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　バザラ　ダンカン）──！」


　打ちよう擲ちやくした錫杖から、不動明王の炎ほのおが炸さく裂れつする。


　顔面を焼かれ、〈竜〉が咆ほう吼こうした。


「早はようせいっ！　蓮！」


　ここまでも届く声で、隻蓮が叫さけぶ。


　そして、もうひとつ。


　クリスタル・タワーが鳴動した隙すきに、もうひとつ、新たな影かげが地表から飛び出したのだ。





「──来たれグラーシャ・ボラス！　三十六の軍団を制する力強き伯はく爵しやく！」





　風が舞まい、霧が吹ふき飛ぶ。


　一直線に天空へと飛翔し、強化ガラスを砕いた。


「アディ……！」


　その姿に、穂波が息を止めた。


　翼つばさを持つ狼おおかみに乗って、クリスタル・タワー最上階、特別展望台へと、金きん髪ぱつの少女が乗り込んだのであった。





　　　　＊





　外界の出来事を、いつきは察していた。


　女の子が消えて以来、右目は外の出来事を感知していたのだ。


　同時に、別の光景をもいつきは視みていた。二重の景色なのに、不思議と混乱はなかった。それもまた、妖精眼グラム・サイトの能力かもしれなかった。


（どこ……？）


　おそらくは、古い村であった。


　地方とはいえ都市育ちのいつきは、村という存在を身体からだで知らない。耕された水田も、川に沿った水車小屋も、少年の体験にはない。


　なのに、どこか懐なつかしい。


　最初の『彼女』は──そんな村を見守っていた。


　やがて、その村が代を重ねてゆき、木と紙でできていた家が鉄とコンクリートに変わっても、彼女だけは変わらなかった。


　時に丘おかの上へ吹く風となり、時に地中を行く虫と戯たわむれ、彼女はただそこにいた。


　そして、


『ふむ。そうか。君はこの村が好きなんだな？』


　いつか、誰だれかにそう呼びかけられた。


　好きという言葉を、そのとき彼女は初めて知った。というよりも、自分の存在を認にん識しきできた人間と、彼女は初めて出会ったのである。


『ちょうどいい。私は自分の居場所を探していてね。よかったら、ここに私の事務所をおかせてもらえないかな？』


　若い男だった。


　洒しや脱だつな感じの服装で、薄うすい眼鏡めがねをかけている。どこがというわけでもないのに、人好きのする笑え顔がおを浮うかべていた。


（父さん……？）


　かすかな思い出にしか残ってない父親、伊庭司。


〈アストラル〉の先代社長。


（じゃあ……ここは布留部市？）


　考えた瞬しゆん間かん、光景が変わった。


　古めかしい洋館だった。


　今度は覚えていた。


〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉と、そう呼ばれていた場所だ。


　その闇やみの中を、子供の自分が逃にげている。


　アップリケをつけた園児服を着たまま、泣きじゃくりながら、埃ほこりっぽい廊ろう下かを逃げまどっている。


（そうだ……）


　いつきは、思い出す。


　確か、誰だったか、女の子を先に逃がしたのだ。


（でも……どうして……）


　記き憶おくが霞かすむ。これ以上思い出してはならないというように、激痛をもっていつきの思考を妨さまたげる。


　その痛みをこらえながら、


（これは……誰の視界……？）


　自分が見えるということは、いつき自身の視界ではありえない。


　答えは明らかだった。


〈竜りゆう〉である。


（〈竜〉が、僕を……追いかけてる？）


　その理由は？


　この次に、一体、何が起きて──





【我ガ……生マレタ……】





　突とつ然ぜん、右目がよじれた。


（お前……が?!）


　視界が消える。右目の業ごう火かがすべてを覆おおい尽つくす。いつきの思考も絶ぜつ叫きようも、そこでどうしようもなく途と切ぎれる。ありとあらゆる視神経を針で突つき刺さしたような痛覚。


　ただひとつ、分かったことはある。


　つまりそれは、女の子をかばって視みた何かで、自分の右目が狂くるったということ。


（だけど……そんなの……）


　何かが違ちがうと、いつきは喚わめいた。


　言葉にならない何かがこみあがって、痛みとともに少年の胸を焼いた。


「──いっちゃん！　いっちゃん！　いっちゃん！」


　彼方かなたから、女の子の泣き声が聞こえて──





　　　　２




「韋駄天神に帰命したてまつる（オン　ケンダヤ　ソワカ）！」


　隻蓮が印と真しん言ごんを唱えるや、凄すさまじい速度で道を駆かけはじめた。


〈竜〉の牙きばをかわし、斜ななめにビルの壁へき面めんをかけあがる。フィンにやられた傷など、まるで感じさせない動き。


　そのまま二度、三度と錫しやく杖じようにて〈竜〉を打ち据すえ、黒羽の方へ叫さけぶ。


「幽ゆう霊れい、拙せつ僧そうを飛ばせ！」


　刹せつ那な、虚こ無む僧そうが壁面を跳とんだ。


「は、はい！」


　あわてて黒羽は騒霊現象ポルターガイストでその身体からだを摑つかまえ、隻蓮の指示通りに宙を舞まわせる。


〈竜〉の身体を俯ふ瞰かんし、隻蓮は次の指示を下す。


「巫女みこ、動くな！　大おお祓はらえでござる！　〈竜〉を弾はじき飛ばせ！」


「え、あ、うんっ……！」


　こくりとうなずき、みかんの手が大量の塩と白い紙──幣ぬさを投げた。





「やほよろづのかみたちを、かむつどへにつどへたまひかむはかりにはかりたまひて──」





　玉たま串ぐしが一いつ閃せん。


　膨ふくれあがった結界が、みかんを踏ふみつぶそうとしていた〈竜〉をぎりぎりで跳はね返す。バランスを失った〈竜〉が再び転てん倒とうし、霧きりと煙けむりとがあいまってあがる。


（す、ごい……）


　黒羽は、固唾かたずを飲んで見つめている。


　魔ま術じゆつ戦せん闘とうに、これほど幅はばがあったのかと思う。


　猫屋敷の作戦の秘ひ訣けつが確実な防ぼう御ぎよと迎げい撃げきにあったとすれば、隻蓮のそれは圧あつ倒とう的な機動力と連続攻こう撃げきにあった。


　少なくとも、〈竜〉に対して、それは図に当たった。


　もとより力の差が嫌いやと言うほどにあり、一撃がかすっただけでこちらは致ち命めい傷しようになる。ならば、防御よりも機動性と攻撃に賭かけるのは、危険ではあっても正しい。


　なにより、隻蓮という僧そう侶りよはその『攻撃』に長たけていた。


　いくつもの錫杖や六角棒を操あやつり、駆け抜ぬけざまに叩たたきつけ、隙すきあらば新たな真言を用いて魔術さえも上乗せする。そのパターンが、両手の指でも数えきれぬほどに多い。


　諸仏・諸神の権能を借り、さまざまな現象を起こす密教の魔術特性──〈両界曼荼羅（Mandara of Dual World）〉。


　まさしく、隻蓮はその魔術特性を縦じゆう横おう無む尽じんに駆く使ししていた。


「金剛夜叉尊に帰命したてまつる（オン　バザラ）！　その金剛力を貸し与えたまえ（ヤキシヤ　ウン）！」


　巨きよ人じんの剛ごう力りきを宿して、錫杖が〈竜りゆう〉の肩かた口ぐちを襲おそう。


　コンクリートでできた鱗うろこが爆はぜ、腕うでの一本を大地へ落とした。


　だが、その捨て身ともいえる攻撃の代だい償しように──空中での隻蓮へ、もう片方の〈竜〉の爪つめが伸のびたのだ。錫杖を両手に構えて受けるも、衝しよう撃げきは殺せなかった。


　アスファルトを砕くだいて墜つい落らく。


　さらに二度、三度と道路にバウンドして……転がる。


「おじちゃん?!」


　悲ひ壮そうな声で、みかんが駆け寄った。


　黒羽も空中を飛んで、涙なみだ目めになる。


　が、


「……その呼び方は──まあ適正ではござるが、あまり嬉うれしくないでござるな」


　寝ね転ころがったまま、隻蓮が応こたえたのだ。


　驚おどろくべきことに、意識があった。先の真言が全身にも金剛力を与えていたものか、あばら骨の二、三本は砕けているようだが、ゆっくりと立ち上がったのである。


「しかしまあ、生いけ贄にえとあっては、折しやく伏ぷくしきってはいかんのが厄やつ介かいなところでござるの」


〈竜〉を見上げる。


　しばしのたうちまわってはいたが、やがて〈竜〉の腕は再生しはじめた。あたりの道路や車から素材を吸い上げ、新たな腕を作り出す。夜のビジネス街で、人がいないことがせめてもの幸いであった。


　黒羽が、啞あ然ぜんと口を開く。


「……どう、したら？」


「まあ、こちらでできるのは時間稼かせぎがせいぜい」


　片目をつむり、隻蓮がしんどそうに肩かたをまわした。


「後は、向こうが術式を崩ほう壊かいさせるのを待つぐらいでござるな」





　　　　＊





「アディ……」


　穂波が息を止めた一いつ瞬しゆん、アディリシアも顔を歪ゆがめた。


　すぐに視線をもぎはなし、


「グラーシャ・ボラス！」


　アディリシアの命令一下、翼持つ狼グラーシヤ・ボラスが轟ごう然ぜんと羽ばたく。


　たちまち烈れつ風ぷうが吹ふき荒あれ、呪じゆ力りよくのこもった煉れん獄ごくの颶ぐ風ふうとなる。


　その風が、魔法円を一息に吹き消そうとした。特別展望台に集まった呪力を蹴け散ちらし、儀ぎ式しきごと滅めつ却きやくしようとする。


　ヤドリギと円石サークルストーンに守られた魔法円が、じりじりと揺ゆらぎ出す。


　いかに強力な儀式とはいえ、結局のところは大きな機械と変わらない。メインとなる回路が壊こわれれば動作しなくなる理り屈くつであった。


（このまま、吹き飛ばせば……！）


　だが。


「なるほど。そういう策ですか」


　鳴動から立ち直ったフィンの手が、新たなヤドリギをつかんだ。


「我は命ずるハイル」


「──疾チツ！」


　咄とつ嗟さに、猫屋敷の指が五芒星セーマンを切り、その頂点のひとつから霊れい符ふを放つ。


　霊符は、遅おくれて投げられたヤドリギの矢に向かって、無数の針を吐はき出した。


　いわく、太白破軍金神符呪。


　金きん剋こく木もくの理ことわりにて、ヤドリギの矢を迎撃せんとする。


　それさえ、無む駄だだった。


　紅あかい妖精眼グラム・サイトが霧きりの内に輝かがやき、霊符の力を半減させたのである。


　ヤドリギに触ふれるや、無む尽じんの針があっけなく散った。障害など幻まぼろしであったかのようにヤドリギの矢は突つき進み──グラーシャ・ボラスの片かた翼よくを撃うった。その威い力りよくは、七十二の魔ま神じんの翼を一撃で吹き飛ばしたのだ。


　颶風は、たちまち消し去られた。


「惜おしかったね」


　と、フィンが囁ささやいた。


「まだ──っ！」


　グラーシャ・ボラスとともに、アディリシアが駆かけ出した。


　だが、これは無益な抵てい抗こうであった。


　フィンの身体からだが軽く霧にそよぐ。


　ただのステップで、狼の牙きばも爪も、余よ裕ゆうをもって回かい避ひされる。


「妖精の環フエアリーサークルは妖精の踊おどった跡あとに、草木が繁はん茂もしてできあがるそうです。ストーンヘンジの原型とも言われています。──つまり、僕ひとりがいれば、魔法円なんて何回でもつくりなおせるんです」


　嚙かんで含ふくめるような、言葉。


　とりわけ鋭するどい一撃を跳ちよう躍やくして避さけて、フィンは翼持つ狼の背中へと回った。


　とん、とヤドリギを刺さす。


　それだけで魔神は消しよう滅めつした。霧に溶とけたかのような、あっけない消滅であった。


　軽く半身になって、アディリシアの突きだした魔術武器──アセイミー・ナイフをかわし、その右みぎ腕うでをねじりあげる。


「っ──！」


「〈竜りゆう〉も、もう一息で捧ささげ終わります」


　ガラスの下へと視線を移し、フィンが苦く悶もんするアディリシアへにっこりと笑った。


　無む邪じや気きな笑えみのまま、突き飛ばす。


　柱に背を打って、アディリシアが熱い息を吐いた。


「……ぐ、あっ」


「さて。そろそろ仕し舞まいにしましょうか」


　絶望の足音が近づいてくる。


　猫屋敷も動けず、アディリシアもまた、手持ちの魔神を使い切っていた。用意している魔神自体はいるが、今の力で使いこなせる自信はなかった。


　吐と息いきに血の臭においがする。


　今の衝しよう撃げきで、内臓が傷ついたらしかった。呼吸するだけでぎしぎしと軋きしむ。


「…………っ」


　アディリシアは、きっと顔をあげた。


　見み据すえる相手はひとりだった。


「ホナミ！」


　びくん、と呼ばれた少女の肩かたが震ふるえた。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが、アディリシアの碧へき眼がんと通じ合う。


　それだけで、いろんなものが伝わった。


　伝わってしまった。


　学院時代から、アディリシアは穂波を知っている。この少女がどれほどの努力をはらい、どれほどの願いをこめて魔術を覚えてきたか知っている。


　だからこそ、退ひけなくなってしまったのだろうと、予想してはいる。


　それでも。


　それでも、努力の結末が、願いの果てが、こんなものだっていうのは嫌いやだった。


　願いは叶かなう。努力は報むくわれる。頑がん張ばった分だけ幸せになれる。そんな夢みたいな現象を、アディリシアは信じていたかった。


「あなたは──！」


　叫さけぶ。


　アディリシアは、全力で叫ぶ。


　何も考えていやしない。ただ、胸から生まれた言葉をぶつけているだけだ。


　フィンも遮さえぎらなかった。魔法でさえない言葉に、何の意味もないと、そう思っているのだろう。アディリシアだって意味があると思っているわけではない。


（私は……それでも……）


　言う。


　次の言葉は、穂波にとって最も深い場所を抉えぐった。





「あなたは──イツキが好きなんですの?!　それとも、ただ昔のことに負い目を感じているだけですの?!」





　ぴしり、と穂波の無表情にひびが入る。


　それは、ふたりにしか通じない言葉だった。八年近くをともに過ごし、この数ヶ月、同じ少年に思いを寄せたふたりでしか言えないことであった。


「あなたが償つぐなおうとしているのは何のため?!　単に昔の失敗をやり直したいから?!　それとも、やり直すことで何かを始めたかったから?!」


　言葉の限りに訴うつたえる。


「答えなさい！　ホナミ！」


「…………」


　返事はない。


　それでも、アディリシアは叫んだ。


「ホナミ！」


　肺が悲鳴をあげた。熱い痛みが胸を突つき刺し、体中が焼かれたように引きつった。


「……もういいでしょう」


　と、フィンが言った。


「君も〈ゲーティア〉の首領なら、引き際ぎわはわきまえたらどうです？　すでに決着はついています」


　穏おだやかに、結末を示し唆さする。優やさしい死神にも似ていた。


　アディリシアと猫屋敷へ、終末を告げる死の妖よう精せい。


　妖精眼グラム・サイトを輝かがやかせ、新たなヤドリギの矢を手に取って──


「アディ……いっちゃん……」


　後ろで、声がした。


　それまでの穂波と違ちがう、ひどく切なく──しかし、ずっと強こわ張ばっていたものがほどけたような、素す直なおな声だった。


「……ごめんなさい」


　顔を押さえた掌てのひらから、涙なみだがこぼれた。


　それと同時に、まるで花びらが散るかのように、床ゆかの魔ま法ほう円も消えていったのだ。


「何……っ？」


　フィンが振ふり向く。


　いいや。


　全員が振り返り、目を見張る。


　消えゆく魔法円から、いつきが立ち上がっていた。


　その頭部から数珠じゆずがひとりでにちぎれ、からからと音をたてて床に転がった。


「うん……」


　ゆっくりと、少年がうなずく。


　つう、と透とう明めいな涙が、紅玉カーバンクルの瞳から頰ほおへと滴したたった。





　　　　３




　視みていた。


　フィンも、猫屋敷も、アディリシアも、穂波も──いつきは視ていた。


　声までは聞こえなかった。アディリシアが何を言ったのか、穂波がどう受けたのか、それは少年の認にん識しきの外だ。


　だけど、穂波が泣いているのは分かった。


『──いっちゃん！　いっちゃん！　いっちゃん！』


〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉での、女の子の泣き声。


　まだ──全部は思い出せない。


　記き憶おくは完全じゃない。あのとき、自分が何をしていたか、何を視てしまったのかはまだ思い出せない。


　それでも、しなきゃいけないことは分かっていた。


「いっちゃん……」


　穂波が、こちらを見ている。蒼氷色の瞳アイスブルー・アイに一いつ杯ぱいの涙をためて、いつか聞いた声でいつきの名前を呼ぶ。


「この目は……」


　言いながら、いつきは額を押さえる。


　何かが、記憶を閉じこめている。いつきから、思い出したばかりの何かを取り上げようとしている。


　それでも言い尽つくせ。


「……許すとか……許さないとかじゃないんだ……」


　朧おぼろな意識で、口にする。


　たとえ、この記憶がすぐに無くなるものだとしても、それでも伝えなきゃならなかった。


　自分にとって一番大事なこと。大切なこと。


　自分が無知なために、ちゃんと言えなかったこと。


　ぐらぐらと脳が揺ゆれる。


（それでいい）


　記憶なんて、あやふやでもいい。


　もっと深い、もっと奥の、もっと底の、思いをぶちまけろ。


「僕は……嬉うれしかったんだ」


　思い出したこと。


　あの〈幽霊屋敷〉で逃にげるより前に、伊庭いつきが──『いっちゃん』が感じていたこと。


「僕は……あーちゃんに誘さそってもらえて……嬉しかったんだ……」


「…………」


　穂波が、停止する。


　なにもかも忘れて、立ちつくす。儀ぎ式しきの呪じゆ力りよくが散さん逸いつし、暴走して部屋を荒あれ狂くるっても、少女はどうしても動けなかった。


　暴走した流れのひとつが、蛇へびのごとく少女のこめかみを襲おそう。


　いつきの瞳が流れた。


　それだけで、呪力の蛇は弾はじけた。


「だから……これはもともと……僕だけの傷じゃないよ……」


　右目に触ふれる。紅玉カーバンクルの光を放つ瞳は、いつきに尋じん常じようではない痛みを送り込んでいる。その痛みを手がかりに、いつきは意識を保つ。


　笑って、言う。


「僕らの……ふたりともの傷だよ……」


　魔法のようだった。


　穂波の手から、からんと樫かしの杖つえが落ちた。消えかけていた魔法円がそれをとどめにして、完全に姿を消す。


「……いっちゃん──」


　いつきの耳じ朶だを叩たたいたのは、ずっと成長した女の子の泣き声であった。








　突とつ然ぜん、〈竜りゆう〉は動きを止めた。


　からくり仕じ掛かけ人形の、そのからくりが壊こわれたみたいでもあった。同じくして、街中をたれこめていた霧きりが薄うすれ、散っていった。


「いつきくん……っ？」


「若?!」


　黒羽と隻蓮が、クリスタル・タワーを仰あおいだ。


「お兄ちゃん社長……」


　みかんだけは、祈いのるみたいに手を合わせていた。








（どちら……ですの？）


　朦もう朧ろうとした意識で、アディリシアは少年を凝ぎよう視しした。


　妖精眼グラム・サイトを解放したとき、この少年の人格は変容する。普ふ段だんの弱々しい態度は鳴りを潜ひそめ、傲ごう岸がんたる魔ま王おうと豹ひよう変へんする。


　だが、今回は分からなかった。


　一度、目を閉じる。


「────！」


　すぐに、耳先までが朱しゆに染まった。


　目を開いたときには、いつきは背中を見せている。それでも火ほ照てった顔はすぐには収まらなかった。


「……ありがとう」


　と、聞き覚えのある声が囁ささやいたからだった。








　そして、いつきは若者へと振ふり向いた。


「やっと会えたね」


　フィンは、そこで微笑ほほえんでいた。


　真紅クリムゾンの瞳ひとみが、いつきを釘くぎ付づけにする。


　もうひとつの妖精眼グラム・サイト。はじめて出会った、もうひとりの自分。


「でも、できたらもう少し待ってもらえないかな？」


　心底申し訳なさそうに、若者は訊きく。


「まだ儀式は終わってないけれど、君の瞳を癒いやすぐらいの呪力はあります。そこで立ち止まってくれれば──」


「不要だ」


　にべもなく、いつきが答えた。


　フィンは眉まゆ根ねを寄せる。


　いつものいつきと同じ声。同じ顔。


　だけど、明らかに何かが違ちがった。より根源的な部分では同じなのに、魂たましいの手て触ざわりからして異なる感じがあった。


「なるほど……普ふ通つうの妖精眼グラム・サイトとは確かに違いますね」


　目を細める。


　嬉うれしそうであった。


「僕と、一いつ緒しよに来ませんか？」


　唐とう突とつに、フィンは少年を誘さそった。


「一緒に？」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉」


　どこか不ふ吉きつな印象の名前を口にして、若者はうなずく。組織の名ということだけはその内容から知れた。おそらくは、〈協会〉よりもさらに深い闇やみに属する類たぐいであろうということも。


「禁忌タブーに触れてしまっているものにとっては、〈協会〉よりずっと居い心ごこ地ちがいいと思いますよ」


「そのために、〈竜〉を孵ふ化かさせたのか？」


「言ったでしょう？　それはおまけです」


　若者が肩かたをすくめる。


「別段、こんなものはどうでもいいですし、穂波の願いがなければ触れることもなかったでしょう。僕は、その願いを叶かなえたに過ぎません」


「もうひとつ訊こう」


　と、いつきは人差し指をあげた。


「僕を誘うのも、誰だれかの願いか？」


　曖あい昧まいに、フィンは笑った。


　やはり──この期ごに及およんでも、若者は他人ひとの願望のために動いているらしかった。


　それは、ある意味において、究極の自己否定ともいえた。


「断る」


「それは残念」


　本当に残念そうに、若者は舌打ちした。


　次の刹せつ那な、ふたりの身体からだが──申し合わせたように飛び離はなれた。


「猫屋敷、アディリシア、社長命令だ」


　いつきの声とともに、爆ばく発はつ的に呪じゆ力りよくが膨ふくれあがった。呪力の増ぞう幅ふく。フィンの妖精眼グラム・サイトの束そく縛ばくから離れ、ふたりの秘術が活性化する。


「左上方六十度から六十八度火行符ふ呪じゆ連続射出」「連続強制喚かん起き開始七十二の魔神は六十の軍団を治める騎き士しと六十の軍団を支配する伯はく爵しやく」


　風が泣いた。


　魔神の実体化マテリアライズする音だ。霊エーテル体ごと散さん逸いつしたはずの鋼鉄の騎士エリゴールが立ち上がり、緑の大蛇ボーテイスが並び立つ。その合間を抜ぬけて、霊れい符ふが地じ獄ごくの炎ほのおを纏まとう。


「なるほど。たいしたものです」


　フィンが手を叩たたいて賞賛する。


「だけど、互たがいに呪力を読んでいる以上、同じことですよ」


　その言葉を証明すべく、若者は無造作に前進した。


　──ただの歩みが、舞まうように見えた。


　霊符の放つ炎も、魔ま神じんの振るう槍やりと毒どく牙がも、自おのずから外れていくようであった。


　いつきの動きを遥はるかに洗練させた足取り。妖精の舞踏フエアリー・ダンスとして体系化された技術が、同じ妖精眼グラム・サイト同士であっても厳然とした壁かべとなる。


　ゆえに、いつきでは届かない。


「我は命ずるハイル」


　フィンの指が、ヤドリギの矢をばらまき、槍を伸のばした。


　致ち命めい傷しようは避さけても、軽傷は避けられぬよう計算された攻こう撃げきであった。その度たびごとに、いつきの五体に血がしぶき、肉が爆はぜる。


　無傷の若者に対して、いつきの側だけが少しずつ傷を増やしていく。





【呼ヨベ──】





　右目が、囁ささやいた。





【更サラニ、我ワレヲ呼ヨベ──】





「……断る」


　ぎり、と奥歯を嚙かんで、いつきは呟つぶやいた。


　フィンが笑った。


　再び、ふたりの距きよ離りは手を伸ばせば触れられるほどに近づいていた。ふたりの妖精眼グラム・サイトの戦いは、優美な影かげふたつの舞踏会とも見えた。


「──楽しいですね」


　と、若者が言う。


　その右手が動く。


　音もなく一直線に、ヤドリギの槍がいつきを襲おそう。


　いつきは左へ走った。


　床ゆかに陥かん没ぼつするヤドリギを見もせず、「左修正十二・六度上方修正七・一度、金行符呪」と命ずる。柱を回り込んだヤドリギの矢が、猫屋敷の符呪に迎げい撃げきされ、墜つい落らくした。


　それでも、やはり一発は肩かたをかすめた。


　いつきの身体が揺ゆれる。


　徐じよ々じよに、動きが鈍にぶくなっていくのが自覚できた。流血の量は、致ち命めい的てきなレベルに達しつつあった。


「辛つらくないですか？　いいや、君はもう十分に戦ったんじゃないですか？　これ以上戦わなくても、皆みな認めてくれるんじゃないですか？」


　若者が真しん摯しに訊きく。


　他人ひとの願望を叶えるだけの取り替え児チエンジリング。


「あなたは、何を望む？」


　一言だけ、いつきは答えた。


「他人に、叶えてもらうようなものじゃない」


　若者の顔に、一いつ瞬しゆんさざなみが渡わたる。


　すぐに消えた。


　一ひと際きわ鋭するどく、ヤドリギの矢が飛んだ。まるで見当違ちがいの方角だった。


「────！」


　必死の思いで、いつきも跳とんだ。


　鮮せん血けつがしぶいた。


「イツキ！」


　悲ひ壮そうな声が迸ほとばしった。


　アディリシアをかばった左手が、無む惨ざんにも白い骨まで露あらわにしていたのであった。がくりといつきの膝ひざが折れ、その前に、こつりと若者の靴くつが鳴った。


「終わりだよ」


　むしろ悲しそうな声とともに、フィンが槍を振ふりかぶった。





　　　　４




「──イツキ！」


　アディリシアの目の前で、柘榴ざくろのようにいつきの左手が爆ぜた。


　べしゃりと床へ、ピンク色の肉にく片へんが落ちる。いっそ鮮あざやかなほどの赤い血が、アディリシアの頰ほおにもかかった。


　その血がドレスの首元を汚よごしても、アディリシアは身じろぎもできなかった。


　いつきが、前にいた。


　骨まで見える左手を広げて、彼女をかばっていた。


　いつもとまるで違う顔なのに──いつもと同じ表情かおだった。ひたすらな真摯さだけが、アディリシアの知っている少年と重なった。


「終わりです」


　フィンの槍やりが、振りかぶられる。


　ゆっくりとしているように見えて、その動きに無む駄だはない。喚起した騎士エリゴールでも大蛇ボーテイスでも、その槍は止められない。


　自分の知るあらゆる魔ま法ほうをもってしても、いつきを救う術すべがない。


　それは。


　絶望。


　少年がいなくなるという想像が、刹せつ那なで少女の精神を蝕むしばむ。


　だから。


　泣くように、叫さけんでいた。


　祈いのるように、叫んでいた。


「ホナミ！」


　思考も策略もなく、計算も打算もなく、親しい友にただ助けを乞こうた。





　　　　＊





　──結局はそれが、少女の背中を、最後に突つき飛ばしたのだ。





　　　　＊





　魔術における、その槍の名はミストルティン。


　北欧神話エツダにおいては、盲もう目もくの神を殺したとされるヤドリギの魔ま槍そうの再現。妖精眼グラム・サイトが合わさった今は、限りなく原型オリジナルに近く、あらゆる鎧よろいも結界も貫つらぬき、主が敵の命を滅めつする。


　その槍が、フィンの手からいつきへと振りかぶられ──





「我は願うハイル！」





　──突とつ然ぜん、不自然にうねくった。


　あたかも太陽を浴びた吸きゆう血けつ鬼きのごとく、そのまま槍は萎しなび、枯かれていく。パラパラと音をたてて、無惨に朽くちた樹皮が床ゆかへと剝はく落らくする。


　同時に、フィンの身体からだもがくりと揺ゆらいだ。


　ぎこちなく、若者が首だけを後ろに向ける。


「……生いけ贄にえの対象を……〈竜りゆう〉から……僕に替かえたね？　ホナミ」


　納なつ得とくできないという風な、嗄しわがれた声。


「──フィン」


　その視線の延長上で、しゃがんだまま、穂波が口を開いたのだ。


　白い手が震ふるえている。


　人が、何かの決心をするときの震えだ。


「……あたしも……社長と同じや……」


　と、うつむいた穂波は言った。


　その少女の足元へ、再び、魔法円が息づいていた。ただし、今度の魔法円はフィンと穂波の双そう方ほうの足元へ現れている。


　フィンのちぎれた髪かみを媒ばい介かいとして、穂波が接せつ触しよく魔術を用いたのだった。穂波の足元から転写された魔法円は、今や〈竜〉の代わりにフィンの呪じゆ力りよくを奪うばい、ヤドリギの槍さえも枯こ死しさせていた。


　自分の弱さを振ふり切って、少女は顔をあげる。


「あたしの罪は……他人に償つぐなってもらうようなものやない。ひとりで勝手に償って、勝手に満足していいもんやない。今いま頃ごろなって、やっとそんなんが分かった。恥はずかしいけど、情けないけど……そんな当たり前のことがやっと分かった」


　まだかすかではあっても、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイに光が戻もどっていた。長い夜を耐たえしのぎ、やっと朝を迎むかえたものの、不ふ屈くつの光であった。


「だから……あたしの願いは……もう叶かなえなくていい！」


　ほんの一いつ瞬しゆん、フィンがその光にたじろいだ。





　──その一瞬に、いつきは動いた。





　瞼まぶたにあるのは、ある動きだった。


（魔法なんて、使えない……）


　たとえ妖精眼グラム・サイトがあったところで、伊庭いつきは魔法使いではない。どんな簡単な魔法も、彼の自由になるわけではない。


　だけど。


（魔法じゃ、なくても……！）


　ボロボロの左手を突き出す。激痛を無視する。右足を踏ふん張る。


　それは、ガラスの獣けものへ対して、隻蓮が見せた型。


　ただの拳こぶしだ。


　ひどく単純で──一いち途ずな拳。


　崩ほう拳けんという名前さえ、いつきは知らない。


　技術もなく、魔法でなく、妖精眼グラム・サイトですらない、ただの伊庭いつきの拳。


　ゆえに、意表をつかれた。


　あまりにも真正直な、あまりにも小細工のない一いち撃げきに、若者も不意をつかれたのである。


「お前の闇やみは──」


「────っ！」


「──お前が抱かかえろっ！」


　叫さけびとともに強く踏み出す。


　螺ら旋せんを描えがいた右拳が、フィンの鳩みぞ尾おちへとめり込む！





　次も、わずか一瞬。





　若者の妖精眼グラム・サイトが──紅くれないの輝かがやきを失う。


　それで十分だった。


　ふたりの魔法使いがその隙すきを逃のがすはずもなかった。


「エリゴール！　ボーティス！」


「──疾チツ！」


　たてつづけに霊れい符ふと二柱の魔神が、若者へ襲おそいかかる。炎ほのおが人体を包み、槍やりと毒どく牙がが左右から同時に飛ひ翔しようした。


　世界が弾はじけ、炎がすべてを覆おおった。


　やがて、それも消えたとき、


「これは……なんとも」


　距きよ離りをおいて、フィンはややも苦しそうにこぼした。腹部を押さえている。致ち命めい傷しようではないようだったが、かなりの血がそこからあふれていた。


「それに……余計なものまで来たようですね」


　意味は、すぐに知れた。


　上空から、ごぅんごぅんと重くて低い音が響ひびいたのである。聞き覚えのある音であった。


「〈協会〉支部の……飛行船」


　口にしたいつきが、すぐに振り向いた。


「引き際ぎわ、ですね」


　弱々しい足取りで、フィンは特別展望台のガラス窓に寄っていた。


　軽く触ふれただけで、強化ガラスが粉々に砕くだけた。


「フィン──！」


「いずれ、また」


　にっこりと笑う。


　そのまま、若者の身体からだは真っ逆さまに地表へと落下したのであった。








　すぐさまいつきは駆かけ寄ったが、若者の姿はまったく見えなかった。


　代わりに、まぶしい何かが目を刺さした。


　夜明けだった。


　霧きりが遠ざかり、薄はく明めいの光が布留部市へと差す中、再び、『声』が聞こえた。





〝吾われは……誰だれだ……？〟





「あ……そっか」


　少しして、いつきは微び笑しようした。


「お前は……自分の正体が知りたかったわけじゃ……なかったんだ……」


　呟つぶやく。


　夢の風景を思い出す。


　父親に話しかけられて嬉うれしかった〈竜りゆう〉。存在を認めてもらったことが、一番の喜びであったのだろう。


「……名前が……欲しかっただけなんだ……ごめんね……気づいてやれなくて……」


　ゆるゆると、その身体が力を失って傾かたむいていく。


「いっちゃん！」


「イツキ！」


　負傷も忘れて、ふたりの少女が走り寄る。


　それにも気がつかず、いつきは瞼まぶたを閉じていった。


「君の……名前は……」


　最後は、残った霧の一いつ片ぺんにまぎれた。





　──天空から、ゆっくりと飛行船が舞まい降りてきた。




終章










『いつき兄さん、本当に大だい丈じよう夫ぶなの?!』


　ナースセンター側の公衆電話から、ほとんど怒ど鳴ならんばかりの声が響ひびいた。


　義ぎ妹まいの勇ゆう花かだった。


　こちらはまだ朝だが、ニューヨーク向こうではもう夜である。よほど電話をじりじり待っていたものか、かけたすぐから、このテンションであった。


「えと、うん、大丈夫。ちょっと左手を怪け我がしただけだから」


『だって、この半年で三回目の入院だよ！　いくらなんでも滅め茶ちや苦茶じゃない！　布留部市じゃガス事故が起こったっていうし、母さんもずっと心配してたんだから！』


「いやまあ、その、うん、まあ、大丈夫だって」


　なんともしどろもどろで駄だ目め駄目な返事をしながら、いつきは数日前のことを思い返していた。


　ガス事故。


　表向きは、そうなっている。


　あの後、〈協会〉支部である飛行船は、事件の収しゆう拾しゆうと情報操作のための工作を行ったらしい。


　──『首しゆ謀ぼう者しやが〈協会〉側だったということで、ペナルティについては不問ということになったようです』


　影崎がそう言ったらしいことも、猫屋敷から聞いてはいた。


　だが、実際に新聞でガス事故という記事を読んだときは、やはり驚おどろきを隠かくせなかった。


　世界は、自分の知らぬ場所で動いている。それをまざまざと思い知らされた気がしたのだった。


『──兄さん、聞いてるの?!』


「あ。うん。聞いてる聞いてる」


『もう。だからそれぐらいだったら、兄さんもアメリカに来なさいって！　英語だって勉強だって教えてあげるもん！　あたしの見えないとこで勝手に怪我ばっかりしちゃ嫌ヤだ……』


　最後は半ば途と切ぎれながら、すすり泣きになった。


　いつきにとっては、怒おこられるよりもかえって辛つらい。


　なんとかなだめすかし、機き嫌げんをとり、大量のテレフォンカードが品切れになったところで、後ろから声がかかった。


「終わりましたの？」


「ふむ。なかなか大変そうでござったな、若」


　ふたりの目立つ人ひと影かげが、病院の廊ろう下かに現れていた。


「──アディリシアさんに、隻蓮さん」


　すると、少しむくれて、アディリシアが頰ほおをふくらませた。


「また、『さん』付けですのね……」


「へ？」


「いいですわ。せっかく喜んでましたのに」


　ぷい、と顔をそむけて、アディリシアが怒いかりを表明する。


「ほうほう。若もずいぶんやり手ですな」


「あ、アディリシアさん?!　隻蓮さん?!」


　あわてたいつきが、目とギプス付きの左手を回す。


　かんらかんらと笑って、隻蓮は肩かたを叩たたいた。いつきと同じぐらいには重傷だったはずなのに、こちらは入院さえしていない。鍛きたえ方どうこうよりも、もはや人間離ばなれと言いたくなる回復力ではあった。


「で、眼帯の調子はどうでござる？」


　くるりと三白眼を回して、その隻蓮がいつきの眼帯を覗のぞき込んだ。


「え、ああ……いいみたいです。痛みとかもないですし」


　眼帯は、交流の深い呪じゆ物ぶつ商の〈トリスメギストス〉が直してくれた。


　ただ……以前よりも脆もろくなっているとは忠告された。完全に妖精眼グラム・サイトを抑よく制せいできるかどうかは分からないし──もう一度壊こわれた場合は、おそらく修理不可能だろうと。


　その忠告だけを、そっと胸の内にしまっておいた。


「隻蓮さんは、これからどうするんですか？」


「拙せつ僧そうか？　拙僧は臨時社員契けい約やくじゃからの。しばらく滞たい在ざいしたら、また旅に出るつもりでござるよ」


「……旅ですか？」


「おうとも。修しゆ行ぎようには旅が一番でござるからな」


　いかにも楽しそうに唇くちびるをつりあげる。普ふ通つう、僧そう侶りよが修行というと、厳しい断だん食じきとかをイメージするのだが、この男の場合は自由闊かつ達たつな武術家のような印象が強かった。


「だったら、その間だけでいいんで、ひとつお願いを聞いてくれませんか？」


「うん？」


　姿勢を正し、真っ直すぐに見つめて、いつきは言った。


「僕に……体術を教えてほしいんです」


　それは、今回の事件を経て、少年が出した答えだった。


　自分が、魔ま法ほうを身につけられるとは思えない。万が一そうなったとしても、それはずっと遠い未来の話だろう。


　でも、自分には今、力がいるのだ。


　少なくとも、自分の身は守れる程度の力。周りに迷めい惑わくをかけないですむ程度の力。妖精眼グラム・サイトのように、振ふり回されないですむ力。


「分かった。……いいでござるよ」


　微び苦く笑しようして、隻蓮は頰を搔かいた。


「ただし、いくら若でも、稽けい古こにおいては手加減はないでござるぞ。覚かく悟ごはできているでござるか？」


「あ……は、はい。頑がん張ばります」


　おどおどとしながら、それでも精せい一いつ杯ぱいにいつきは返事したのだった。








　病室に戻もどったら戻ったで、騒さわがしいのはまるで変わらなかった。


「お兄ちゃん社長っ！」


　いつきのベッドに座って、みかんが顔を輝かがやかせたのである。


　ちなみに、今回は〈協会〉が治ち療りよう費を出してくれたということで、念願の個室だった。


「あれ、そのフルーツバスケットは？」


「猫屋敷さんからのおみやげなのだー」


　ぱんぱかぱーんと言って、みかんがバスケットを持ち上げる。


「でも、お兄ちゃん社長のは無しっ！」


「な、無しなのっ？」


「だって、お兄ちゃん社長、ひとりで勝手に飛び出しちゃうんだもん！　あたしをのけものにしてたんだから、お兄ちゃん社長は果くだ物ものあげない！」


　う～、とみかんが歯を剝むき出して怒おこる。


　今回はほとんど蚊帳かやの外だったもので、少女はとりわけご立腹のようだった。


　普ふ段だんなら黒羽が仲ちゆう裁さいしてくれるのだが──今回ばかりは望めなさそうである。


「あたしもそう思います。それにいつきくんは、時々自分の身にかまわなさすぎです」


　騒霊現象ポルターガイストで林りん檎ごの皮を剝きながら、じとーっと冷たい目で見下ろしている。


　というわけで。


　いつきは、孤こ立りつ無む援えんもいいところなのであった。


　せいぜい自力（かつ片手）でバナナを剝いて、食べるぐらいが関の山。それだって、怒っているみかんに無言でぱくぱく食べられてしまうのだ。


　なんとも──いつもの日常であった。


　だけど、足りないものがあった。


　欠けた存在に思いを馳はせて、いつきは沈ちん黙もくする。


「…………」


　黒羽が、ふとそんないつきに耳打ちした。


「いつきくん……じゃなくて社長？　入り口を見てください」


「え？」


　人ひと影かげが落ちていた。もじもじと手を組み、病室の前で立ちつくしていた。


　誰だれかは、考えなくても分かった。





　──ずっと、入れなかったのか。


　──そこで、どれぐらい待っていたのか。





　どう声をかけたものか迷っていると、新たに病室へやってきた影がそれを解決した。


　金きん髪ぱつの少女が、とんと人影の背中を押したのである。


「──ほら、何をしてますの。ホナミ」


「あっ」


　背中をおされた穂波がたたらを踏ふみ、病室へ入る。


　拍ひよう子しで顔をあげて、いつきと目が合った。


「しゃ、社長……」


「うん」


　うなずいて、いつきも笑いかけたのであった。


　もちろん、この言葉を添そえて。





「──お帰り、穂波」





「お帰りなさい、穂波さん」


「お帰りっ！　穂波お姉ちゃん！」


　黒羽とみかんも続けて言った。


　入り口のアディリシアは、黙だまって微笑ほほえんでいた。


「……ただいま、みんな」


　くしゃくしゃと顔を歪ゆがめて、穂波・高瀬・アンブラーはそう口にしたのだった。





　　　　＊





　先に退出してから、隻蓮は病院の待合室に移動した。


　椅い子すに、猫屋敷が座っていた。


　羽織がもぞもぞと動いているのは、どうやら四匹ひきの猫ねこを隠かくし持っているらしい。時々「にゃあ」と鳴きそうな気配を感じては、「しーっ」と人差し指を唇くちびるへ当てている。


　そんな光景に、小さくため息をついてから、


「どうじゃった？　蓮」


　と、隻蓮が訊きいた。


「ひとまず、〈竜りゆう〉の再封ふう印いんは終しゆう了りようしました。いちいち〈協会〉にチェックされたんで、もうしんどいやら面めん倒どうくさいやら。ついでにブラックリストに載のったのも間ま違ちがいないでしょうね」


　振ふり返りもせずに、猫屋敷がこっそり顔を出した白虎や朱雀の頭を愛めでている。その様子からしても、よほど〈協会〉の指し摘てきは面倒だったらしい。


「これからは、より締しめ付けが厳しくなるでしょう。残念ながら、それだけの大義名分は与あたえてしまいましたし」


「ふむ。まあ順当なところでござるか」


「ところで……」


　猫屋敷が、こちらを向いた。


「社長の記き憶おくのことです」


　その問いに、隻蓮が目を細めた。


「いままで気がつきませんでしたが、社長の記憶には、あきらかに魔ま法ほう的な処理がされています。先せん輩ぱいは知っているんですか？」


「残念ながら」


　いつきの記憶は、結局完全な回復はしなかった。


　かろうじて〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉の周辺は思い出したものの、肝かん心じんな瞬しゆん間かんとそれにまつわる一年間については欠けつ如じよしたままだったのである。猫屋敷はいくつかの術式を試みたが、すべて失敗に終わった。


　唯ゆい一いつ分かったのが、他人の手による処理が為なされていること。


　それも、猫屋敷を遥はるかに超こえる技量の処置であった。


「若については、司社長かヘイゼルの婆ばあさんぐらいしか知らんだろう。どちらも現状では連れん絡らくが取れんな」


「それに、フィンの残した言葉──〈螺旋なる蛇オピオン〉」


　隻蓮がうなずく。


「グノーシスの蛇な。〈協会〉と別に互ご助じよ組合があるというのは、時々噂うわさにのぼっておる。もともと〈協会〉に不満を抱いだいている魔法使いは多いでござるからな。特にある一点については、どうしようもあるまい」


「禁忌タブー、ですか？」


　隻蓮の首が縦に振られた。


「魔法使いたるもの、禁忌タブーに惹ひかれるのは宿命ともいえる。そこを肯こう定ていする組織はあっておかしくなかろうよ。蓮だって、昔はああじゃったろうが」


「昔の話はしないでください」


　これは、少し恥はずかしげに青年陰おん陽みよう師じが主張する。


「ふん。いっちょまえなこと言いおって」


「あいたっ」


　軽く猫屋敷をこづき、隻蓮は遠い目になった。


　そして、言った。


「ただこうして名前が出たからには〈協会〉も黙っていまいよ。遅おそからず、本部の上層部までも巻き込んだ騒さわぎになろう。──拙せつ僧そうらにできるのは、せいぜい備えることぐらいでござるがな」





　　　　＊





　夜になって。


　なんとなく寝ね付つけなかったいつきは、天てん井じようを見上げていた。


　しん、と静かな夜だった。昼が騒がしすぎたせいかもしれない。慣れない個室だけに、ひとりの夜はどこかしら不気味な雰ふん囲い気きを感じずにいられなかった。


「……ちょっと、寒いかなあ」


　ギプスをつけてない右手で肩かたを抱き、ぶるりと身体からだを震ふるわせる。


　──と。


　こんこん。


　いきなり、そんな音が病室に響ひびいたのである。


「うわあっ」


　思わずひっくりかえり、シーツを引き寄せる。


　すると、不満気な声が、後に続いた。


「……あたしや、けど」


「へ？……あ。穂波」


　窓の外に、箒ほうきへ横座りした少女が浮ふ遊ゆうしていたのだ。とんがり帽ぼう子しが月明かりにうつむき、その下の顔を隠している。夜風に翻ひるがえる闇やみ色のマントは、ややも所在なげであった。


「どしたの？　こんな遅くに」


　がらりと窓を開けて訊く。


「あの……もうすぐ、〈竜〉がまた眠ねむるんや」


　と、穂波は言った。


「〈竜〉が？」


「うん。再封ふう印いんが終わったから、ちょっとずつ意識レベルが低下してる。多分、後一時間かそこらで完全に眠っちゃうと思う。ひょっとしたら、社長もその前に会いたいかと思って」


「──行く」


　窓のサッシに足をかけて、いつきは迷いなく宣言していた。








　ひさしぶりの箒の後ろは、不思議と楽に乗ることができた。


　振ふり落とされそうになったりもせず、股ももが痛くなったりもしなかった。雲ひとつない布留部市の夜空を、滑すべるように渡わたっていくのが爽そう快かいだった。


「……手、痛くない？」


　前から、穂波が訊きいた。


「あ、うん。今はちょっと疼うずくぐらい。穂波からもらった薬もよく効いてるし」


「右目は？」


「そっちも時々ぴりぴりするぐらいかな。昨日眼帯が直ってくるまでは辛つらかったけど」


　隻蓮に、再び数珠じゆずを巻いてもらってはいたが、完全に副作用を抑おさえきるまでは至らなかったのだ。再び右半身は完全に麻ま痺ひし、一時間に一度は耐たえ難がたい激痛が襲おそった。


　ただ……それでもマシな方だったんじゃないかといつきは思う。


　なぜだか今回は、右目が自分を助けてくれた──そんな気がしていたのである。


　ふわっと、柔やわらかな感かん触しよくが頰ほおへ触ふれた。


「ふえっ？」


　穂波が横座りになって振り返り、眼帯へ指を伸のばしていたのである。


「ほ、穂波？」


「ふたりともの傷やって……言うたやろ」


　少女はひどく真しん剣けんに口にして、


「覚えてる？」


　不安そうに、つけたした。


「えと……なんとか」


　いつきに残った記き憶おく。


　すべてはおぼろげで、雲でもつかむよう。それでも覚えていることはあった。


　たとえば、〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉のこと。


　たとえば、自分の右目がこうなった理由が、幼い穂波といたときの事件のためだということ。


「あたし、ずっと怖こわかった」


　眼帯を撫なでながら、穂波はおそるおそる続ける。


「あたしのせいで、いっちゃんがこうなったって……誰だれも治せないような眼めになっちゃったって……だから一番の魔ま法ほう使つかいになって治すって……結局、そんな口実つくって逃にげ出したんや……」


　静かな声。


　いつきは、ただ黙だまっている。


　少しして、別のことを訊いた。


「穂波は……フィンさんのこと、どう思ってたの？」


「風変わりな先せん輩ぱいやったよ」


　穂波が、遠い目になる。


「取り替え児チエンジリングやって聞いて、ひょっとしたらいっちゃんの眼のことが分かるかもって訪ねていって──まるで魔法使いっぽくない人で驚おどろいた。一いつ緒しよにケルト魔術を再興していっても、その印象はずっと変わらなくて、そういうところがなんか気に入ってた」


「今でも？」


　いつきの質問に、穂波が息を飲み──うなずく。


「……多分」


「僕も、いまだに、あの人が嫌きらいにはなれないよ」


　笑って、いつきは言った。


　まだ、いつきの耳にはあのときの言葉が残っていた。


　──『強く、おなりなさい』


　くしゃりと頭を撫でて言われた、力強い言葉。


「怖いとは思うけど、嫌いにはなれない」


　あの若者に対する感情は、ひどく複雑でこんがらかってしまっている。胸の中でもつれて、簡単にはほどけないぐらいに固まっている。


「だったら、いいんじゃないかな？　その気持ちは、まだもつれたままでも」


　その言葉に、少女が瞬まばたきした。


「だって、穂波にとっていい先輩だったんでしょう。後で悪いことがあったからって、過去のいいことまで帳消しになるわけじゃない。それは多分、どっちも別々に存在することだよ。──この眼のことだって同じ。穂波に連れられてこうなったからって、後で穂波が頑がん張ばったことまで帳消しになるわけじゃないでしょ？」


　呆あつ気けにとられたように、穂波は少年を見つめていた。


　眼下で、霧きりの失うせた、街の夜景が流れていく。


　たっぷり十数秒はあったろう。


「やっぱり……負い目なんかやあらへんもん」


　ぽつりと、穂波が呟つぶやいた。


「え？」


「なんでもあらへん。後で、アディに言い返すことがあるだけ」


　できる限りの澄すました顔をつくりあげる。それでも、唇くちびるがほころんでしまうのだけは隠かくせなかった。


　そして、人差し指をあげる。


「ほら、あそこ」


　つられて、いつきもそちらを見上げた。


「──わ」


　満天の、星。


　特にいつきの右目には、星のひとつひとつまでくっきりと見えた。眼帯をつけていても、昔から星の光はよく見えるのである。


　しばらくすると──その星の光が、いきなり降りてきた。


「うわわわわわっ！」


　最初驚いたが、右目で視みれば、あれと同じものだと分かった。それまでの印象と違ちがう、ひどく弱々しい光だった。





〝吾われは……誰だ……〟





　と、光が告げた。


「社長っ？」


　穂波があわてて振ふり向いた。


「ああ。そっか。……名前、もらいに来たんだね？」


　その後ろで、胸を撫で下ろして、いつきは微び笑しようしていた。


　今度こそ聞き落とさないように、淡あわい光へ唇を寄せた。


「君の名前は……」


　数秒。


　嬉うれしそうに、光が瞬またたいた。


　くるくるとダンスをするように回って、今度は地面へと還かえっていく。


　最後に、こんな『声』が残った。





〝また……遊ぼうね……〟





　これは困り果てて、少年が苦笑する。


　完全に光が消え去ったのを確かく認にんしてから、穂波が訊きいた。


「〈竜りゆう〉に、どんな名前つけたん？」


　すると、照れくさそうに鼻の頭を搔かいて、いつきは答えたのだ。


「……アストラル」


　あ、と穂波が唇をＯの字にした。


　すぐに、どうしようもなさそうに「馬ば鹿か」と呟き、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイを潤うるませる。


　それが、自分たちの──穂波もいつきも、ここにいないみかんや猫屋敷や隻蓮やアディリシアもの──願いをこめて、少年がつけた名前だと気づいたからだった。







〈了〉







　あとがき







　今回、ページの関係で「あとがきは１ページだけ」との悲しいお知らせが。少しでも分量を増やすため、段落分けをせずに書きますので、読みにくかったらごめんなさい。


　竜りゆうは、洋の東西を問わずに言い伝えられてきた数少ない幻げん獣じゆうです。また、空想の獣けものにも拘かかわらず、国家の象しよう徴ちようとさえされてきました。──いうなれば、竜は人間の共通無意識に住すみ処かをつくったのです。まるで、どんな魔ま法ほう使いも及およばない、壮そう大だいな魔術を使ったみたいに。


　では、そんな竜と魔法使いとが出会ったとき、どうなるか。


　これは、そういう物語です。


　最後に、竜とケルト魔術の講義をしてくださった三輪清宗さん、初カンヅメに付き合ってくださったイラストのｐａｋｏさん、ぎりぎりまでスケジュールと戦ってくれた担当の難波江氏に感謝を捧ささげます。そして次の巻ですが……なんと『来月』だったりするのです！　ちょっとした企き画かくなどありますので、今回の帯にも注意してくださいませ！





　　二○○五年十一月七日




和田慎二の『ピグマリオ』を読みながら　　







　ＰＳ、もし感想などありましたら、奥付の角川書店まで送っていただくか、僕の所属しているグループＳＮＥ（http://www.groupsne.co.jp）へメールしていただけると嬉うれしいです。





※あとがきにＳＮＥのＨＰのＵＲＬの記載があり、メールの宛先に指定されておりますが、現在著者は所属しておりませんので、メールはご遠慮ください。よろしくお願い致します。




レンタルマギカ


竜りゆうと魔ま法ほう使つかい





三さん田だ　誠まこと
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